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巻頭言

VUCA （ブーカ）時代における高等教育

本誌の礎となっている『教育資料』は中部大学の前身である中部工業大学時代の1979年

に創刊されました。2001年に装いも新たに『中部大学教育研究（JournalofChubu

UniversityEducation）』として発刊され、第22号を数えることとなりました。今号はST

EAM教育、ライフキャリア教育科目に関する２編の研究論文、語学教育の観点から６編の

実践研究・実践報告、１編の海外連携に関する教育スケッチを編纂しました。

現代はVUCA（ブーカ）の時代と言われています。ブーカとはVolatility（変動性）・

Uncertainty（不確実性）・Complexity（複雑性）・Ambiguity（曖昧性）の頭文字をとっ

た、現代社会において未来予測が困難な時代を表す造語です。４つの言葉が表す通り、現

代はありとあらゆることが複雑に絡み合い、干渉し合い、容易に結論を出すことができな

い時代に突入しています。

新型コロナウイルスの出現は、21世紀における予測困難な出来事の最たるものといえま

す。全世界の感染者数は2022年11月までに累計6.5億人を超え、600万人以上の人々が命を

落としています。しかしながら、このウイルスによる感染症の拡大は社会全体のデジタル

化を促進させると同時に、セキュリティリスクへの危機感を高めるという皮肉な結果を招

きました。

大学教育も大きなパラダイムシフトを迎えることになり、オンラインでの授業など、ニュー

ノーマルな教育が急速に拡大しました。大学を取り巻く環境は、平成３年の大学設置基準

の大綱化、平成14年の大学設置認可の準則主義化を経て、令和４年における大学設置基準

の一部改正により、大きく変わろうとしています。中央教育審議会大学分科会質保証シス

テム部会における審議のまとめでは、「学修者本位の大学教育の実現」という考えを質保証

システムに基づいて機能させること、「社会に開かれた質保証の実現」の観点から情報を公

開することという方向性が示されました。いずれもそれぞれの大学が定めている教育理念

を踏まえた３つのポリシーを基礎とする「学位プログラムの編成」が求められ、「内部質保

証」を通じた教育研究活動の不断の見直しが提言されました。

基幹教員制度の導入、単位計算方法の簡素化、教育課程の特例制度など、今回の改定は

近年稀に見る大幅な改定であると言っても過言ではありません。予測不可能な時代である

からこそ、大学に求められる社会に対する役割が以前にも増して重要になっています。本

学の建学の精神「不言実行、あてになる人間」の育成に根ざした教育こそが、新しい社会

の担い手を育むことができると思います。そして、その重責を担い、よりよい教育を行う

ためにこの『中部大学教育研究』が一助となることを期待しています。

2022年12月

中部大学 学長

竹 内 芳 美
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研 究 論 文



1 研究目的

新しい学習指導要領（2017年改訂）が、2021年に中

学校での全面実施を迎えた１）。主体的・対話的で深い

学び（アクティブ・ラーニング）の視点から「何を学

ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」を重視して授

業が改善される。特に「総合的な学習の時間」は、探

究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習

を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の

生き方を考えていくための資質・能力を育成すること

を目標にしていることから、これからの時代において

ますます重要な役割を果たすものとされる。

中部大学春日丘中学校では「総合的な学習の時間」

の一部を利用して、中部大学との「中大連携活動」を

実施している。この活動は、Society5.0に向けた人

材育成２）で検討されているアクティブラーニング、S

TEAM教育、文理分断からの脱却の対策としてモデ

ルケースとなる特徴を持つ。特に、STEAM教育の重

要性が指摘される中、中学校におけるSTEAM教育開

発の視点からこの活動の効果を評価して、今後の展開

を考察することは有用と考えられる。

総合科学技術・イノベーション会議の「Society5.0

の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケー

ジ」３）では、社会で新たな 価値創造を高めていくため

には、俯瞰的な視野で物事をとらえ、分野横断的、多

様な「知」の集結、「総合知」を必要とし、サイエン

スをベースに、異分野への興味関心、多様な知の受容

力、社会的文脈や社会的課題への感覚を養うことの重

要性に言及している。STEAM教育は、まさにこの課

題解決・価値創造に向けたプロセスそのものであり、

初等中等教育段階からの分野横断的な学び・STEAM

教育の重要性が増しているとしている４）５）。日本発の

STEAM教育においては、SDGsといった共通テーマ

に関した概念を各教科で学習する多分野的な統合形態

と、物質、エネルギー、情報、環境、生物等といった

密接に関連した概念を２つ以上の教科等で学習する分

野連携的な学習がすでに積極的に実施されているとい

う報告もある６）。

本研究では、大学との連携により実施された中学校

でのシリーズ授業にSociety5.0に向けた人材育成・

STEAM教育推進の観点から有用な特徴があると考え、

生徒アンケートの分析結果をもとに中大連携活動の実

施の効果を考察する。これをもとに、中等教育におけ

る課題研究の指導法、STEAM教育の開発について考

え、校外連携を活用した活動の普及展開について検討
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＊1超伝導・持続可能エネルギー研究センター 教授

＊2経営情報学部 経営総合学科 講師

大学との連携による中学校でのSTEAM教育の開発

－シリーズ授業による探究的学習・発表の指導効果－

井上 徳之＊1・濱田 知美＊2

要 旨

Society5.0に向けた人材育成の検討でSTEAM教育の重要性が指摘されている。新学習指導要領では、

探究的な学びが全教科で重視され、課題研究に取り組む学校も増えている。しかしながら、課題研究の指導

法や実施体制はまだ確立していない現状がある。中部大学春日丘中学校では中部大学との「中大連携活動」

として、大学教員を講師とした少人数の班活動による多彩なテーマでのシリーズ授業を実施し、発展活動と

して啓明祭（文化祭）での出展内容を生徒自らが創作して対話的な発表を行った。中学生の指導では、「何

を教えたかではなく、何をできるようにしたか」が大学教員にも求められた。この活動は、探究的学習・課

題研究の指導法開発やSTEAM教育開発に有用な特徴を有している。そこで本研究では、中大連携活動の終

了後に生徒アンケートを実施し、分析結果から活動の効果を考察するとともに、成果をSTEAM教育の開発

に活用する可能性について検討した。

キーワード

Society5.0、STEAM教育、カリキュラム開発、課題研究、科学コミュニケーション



する。

2 研究方法

2．1 大学教員とのシリーズ授業の構成

表１に中大連携活動として実施したシリーズ授業の

構成を示す。生徒は「縦割り班」として、１年生から

３年生までの合同で20名程度の班をつくり、啓明祭

（文化祭）に来場する小学生親子や保護者・兄弟姉妹

を対象とした出展内容を班ごとに創作し、発表した。

大学教員が講師を務める中大連携活動の班の他に、中

学教諭のみが指導するグループもある。中大連携活動

の対象生徒には生徒に講義テーマを紹介し、生徒の希

望をもとに班分けを行った。

（１）導入講義・集中講義

７月の「導入講義」と８月下旬の「集中講義」（３

回）は、大学教員が講師を務めた。導入講義は、テー

マへの生徒のモチベーションを高め、問題意識を持っ

て夏休みを過ごしてもらう機会となる。テーマによっ

ては大学施設において講義が実施され、通常の授業と

は異なる環境で、大学での研究とのつながりを感じて

もらう工夫も見られた。

「集中講義」では啓明祭（文化祭）での出展の構想

につながる体験的な内容を取り入れながら実施された。

大学教員の判断で大学生・大学院生のTA（ティーチ

ングアシスタント）の参加があり、準備・実施のサポー

トや、中学生の活動を「主体的・対話的な深い学び」

にするために生徒に寄り添う役割を果たした。

（２）出展準備と啓明祭での発表

「出展準備」（４回）は中学教諭の指導が中心とな

り、大学教員による講義内容を発展させて啓明祭の出

展準備と啓明祭での発表を実施した。準備と当日視察

への大学教員の参加は、講師の判断に任せた。生徒は

集中講義の内容をもとに出展内容を工夫し、展示物を

製作するとともに来場者との対話的な発表ができるよ

うに準備を工夫した。啓明祭での発表場所として教室

が割り当てられ、前日に設営を行い、当日は対話的な

発表が行われた。

啓明祭の約１週間後には「振り返り」の時間が設け

られ、班ごとに中大連携活動を振り返るとともに、後

述の生徒アンケートを実施した。なお、コロナ禍（2020

年、2021年）では、導入講義・集中講義から出展準備

までに遠隔講義（Zoomミーティング）を活用したり、

TAの大学生・大学院生を不参加としたり、啓明祭の

来場者を制限したり（小学生不参加、生徒同士の発表）

するなど、新型コロナウイルスの感染状況に合わせた

対応が取られた。

2．2 大学教員によるテーマ設定

（１）総合大学の幅広いテーマ

表２には中大連携活動のテーマを示す。講師は中部

大学の全学部と研究センターからの参加があった。後

述のアンケート調査での分類のため、文系・理系に分

類して記載している。2021年度は９テーマを設定した

が、１テーマは別枠（授業期間中）で実施となり、ア

ンケート調査の対象外とした。講義ごとに、中学生向

けのテーマ名を設定した。テーマにより複数の大学教

員で担当したり、大学生・大学院生を主体的に担当さ

せたりするケースも見られた。

中部大学教育研究 No.22（2022）
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表１ 中大連携活動・シリーズ講義の構成

表２ 大学教員によるテーマ（2021年）



2．3 生徒アンケート調査の実施

中大連携活動の実施の効果について、生徒の意識や

態度の変化に着目して評価するため、活動終了後に生

徒を対象としたアンケート調査を実施した。アンケー

トは無記名式で、設問数は計32問、全問選択式のマー

クシート形式とした。調査は、啓明祭での発表から１

週間後の「振り返り」授業で実施し、回収した182枚

のうち有効アンケート159件について分析した。尺度

法を用いた設問では、５点尺度（１＝まったくあては

まらない、５＝大いにあてはまる）を用いた。

3 生徒アンケート調査の結果

3．1 理系・文系の選択テーマへの関心

（１）社会とのつながりや学ぶ価値

大学教員のテーマは、中学の教科書内容にとどまら

ない社会とのつながりや奥深さが特徴となる。そこで、

生徒たちがテーマ学習で、社会とのつながりや意義を

感じ、学ぶ価値を感じたかを尋ねた。図１には次の３

項目の回答分布を示している。設問（ａ）では、文系

テーマの選択者には「私たちの生活する社会への関心」、

理系テーマの選択者には「科学技術への関心」が、本

活動を通じて高まったかを尋ねた。文系・理系に関わ

らず、「関心が高まった」と回答した生徒は約70％を

占めた。また、テーマが文系・理系かで統計的な差異

が存在するか否かをχ2検定したところ、５％水準で

有意な差は見られず、テーマの文系・理系に関わらず、

生徒が社会や科学技術への関心を高める効果があった。

（２）理解の深まり「奥が深い」

設問（ｂ）では「社会問題や社会の仕組みについて

の理解が深まった（文系テーマ）／科学技術の社会的

な意義や役割について理解が深まった（理系テーマ）」、

設問（ｃ）では「想像していたよりもずっと奥が深く、

学ぶ価値のあるテーマだと感じた（文理共通）」を尋

ねた。両設問とも約70％の生徒が肯定的な回答をして

いる（図１（ｂ）,（ｃ））。特に、設問（ｂ）は５％水

準で文系・理系テーマによる統計的な有意差が見られ、

文系テーマに理解が深まったと回答した生徒が多かっ

た。一方、設問（ｃ）では有意差は見られなかった。

（３）好きな科目と選択テーマ

高等学校では進路により文系クラス・理系クラスに

分かれる場合がある。中学校では文系・理系の分類が

ないため、中学生の理系・文系の指標として「１番好

きな科目」（設問（ｄ））を調査し、選択テーマの文系・

理系にどのように影響しているか調査した（図２）。

「１番好きな科目」の回答では、理系科目（算数また

は理科）が60名、文系科目（英語、社会、国語）が52

名、その他科目（音楽、体育、技術・家庭、その他）

が47名であった。

中大連携で実施した８つのテーマを尋ねた上で（設

問（ｅ））、それを文系と理系に分け（表２）、好きな

科目（文系・理系）とその生徒の選択したテーマの文

理のクロス集計をグラフ化したものを図２に示す。好

きな科目の文系・理系による、選択テーマの文系・理

系への影響をχ2検定で確認したところ、１％水準で

有意な差は見られなかった。生徒は好きな科目に捉わ

れずに文系テーマ、理系テーマに分かれており、文理

横断的に学びを広げる傾向が見られた。

3．2 興味や主体性の変化

（１）意欲・熱意を持って取り組めたか

中大連携活動にあたり、生徒が活動前・活動中に意

欲的であったかを調べた。設問は、「活動前から、情

熱を持って一生懸命取り組もうと思っていたか」（ｆ）、

「情熱を持って取り組めたか」（ｇ）、「テーマについて

大学との連携による中学校でのSTEAM教育の開発
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学ぶ中で、分からないことがあれば自分で調べた」

（ｈ）で、これら３つの設問の回答分布を図３に示す。

活動前の意欲（ｆ）と、活動中の意欲（ｇ）を比較す

ると、活動中に肯定的な回答をしている生徒が増加し、

消極的または中庸な回答をしている生徒は３項目とも

減少した。もともと情熱を持っていなかった生徒を含

めて、大学教員の講義（体験的な活動）を通してテー

マへの情熱を引き出す内容となっていた。

設問（ｈ）では「テーマについて学ぶ中で、分から

ないことがあれば自分で調べたか」を尋ねた。60％を

超える生徒が肯定的に回答しており、本活動に授業外

の生徒の自主学習を促す効果があったと評価できる。

（２）テーマへの理解・新しい発見

次に、大学教員のテーマについての理解や発見、さ

らに学びたいかを調べた（図４）。「テーマの内容はよ

く理解できていたと思う」（ｉ）という設問では、60

％を超える生徒が内容を理解できたと感じていた。

「学ぶ中で新しい発見や知識が得られたか」（ｊ）では、

関連質問項目の中では最も肯定的な回答をした生徒が

多く、80％を超えた。

ほとんどの大学教員の講義により、新しい発見や知

識に触れることができ、刺激になったと感じていた。

「もっと学びたいという気持ちを持ったか」（ｋ）とい

う設問では、70％以上の生徒が肯定的な回答をした。

大学教員の体験型の講義は、生徒が理解した実感を持

ちながら取り組んでおり、新たな発見や知識を得なが

ら、もっと学びたいという意欲を引き出していた。

3．3 将来に関わる影響

（１）進路選択への影響

図５は、選択テーマを通して中学生が将来の進路選

択に及ぼした影響についての回答分布を示している。

ここでは、文系・理系の選択（ｌ）、大学の学部・学

科の選択（ｍ）、職業の選択（ｎ）について調査した。

文理選択（ｌ）では、消極的と中庸が70％以上を占め

た。中高一貫校での文理選択が高校２年なので、中学

生では文理選択に対する意識はまだ薄いようである。

大学の学部選択（ｍ）、職業選択（ｎ）についてはさ

らに先の話であり、積極的な回答の割合は少なかった。

一方、文系テーマと理系テーマの比較について、「選

択したテーマについてより深く勉強できる学部に入学

したいと感じた」という設問（ｍ）では、理系テーマ

の方が肯定的な回答をした生徒が多く、統計的な有意

差が確認された。

（２）総合評価・体験型授業の面白さ

図６に中大連携活動への生徒の「総合的な評価」に

関する質問の結果を示す。中学校での通常授業に対し

て、加えられた中大連携活動を面白いと感じられたか

を調査した。60％を超える生徒が、中大連携活動をい

つもの座学の授業よりも面白かったと回答している

（ｏ）。

また、80％強の生徒が、この中大連携の時間をもっ

と増やしてほしいと考えていた（ｐ）。大学教員・中

学教諭の努力で実現している中大連携活動であるが、

生徒に望まれる活動として受け入れられていることが

示された。
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（３）大学教員に対する印象

中大連携では「大学教員が中学生に講義を行うこと」

が特徴となるため、今回は中学生の大学教員に対する

印象を調査した（図７）。「大学教員の話は面白かった」

と感じた生徒は約50％程度となった（ｑ）。また、「大

学教員の話を聞く機会がもっとあれば良い」と思う生

徒は60％程度であった（ｒ）。さらに、「中部大学の他

の先生の授業も聞いてみたい」という質問には、70％

を超える生徒が肯定的な回答をした（ｓ）。

4 生徒アンケート結果の考察

生徒アンケートの調査結果を、主体的・対話的な深

い学び（アクティブラーニング）や課題研究の指導法、

及びSTEAM教育の開発の観点から考察する。

4．1 理系・文系の選択テーマへの関心

（１）社会とのつながりや学ぶ価値

現代の複雑に事象が絡み合う社会課題の解決にあた

り、人間社会との調和的な科学技術の社会実装が重要

となる。サイエンスをベースに、異分野への興味関心、

多様な知の受容力、社会的文脈や社会的課題への感覚

を養う取り組みは、初等中等教育の段階からその重要

性を増している７），８）。

この中大連携活動に参加した大半の生徒が、文系テー

マであれば社会問題や社会、理系テーマであれば科学

技術の役割や意義に対する関心及び理解を深めたこと

は、この活動がSTEAM教育の入口として大いに貢献

したといえる。第一線の研究者である大学教員の講義

は、生徒の予想を超えて、学問の面白さや奥深さを伝

えることができ、また生徒のより深くその分野を学び

たいという態度に結び付いていることが評価できた。

本活動を、活動後の生徒のより深みのある学習に繋げ

られる可能性があるといえる（図８）。

（２）選択テーマと理解の深まり

次に、文系と理系のテーマを選択することによる生

徒の意識の違いの発露について検討する。テーマの内

容の「理解」については、活動終了後に「理解が深まっ

た」という回答は、理系テーマよりも文系テーマの方

が、統計的に有意に値が高かった。これは、文系テー

マで扱う人文・社会科学分野よりも、理系で扱う自然

科学分野の方が、中学生にとって理解がより困難であ

るということを示しているといえる。

この要因の１つとして、人文科学や社会科学で扱う

テーマは、生徒の生活との共通点があるものが多いの

で、中学生にも論理や因果関係が想像しやすかったと

いうものが考えられる。一方、科学についての研究テー

マには、生徒が日常生活では体験しない実験や実習が

あり、メカニズムを理解するよりも未解決の問題があ

ることに興味を持たせるねらいもあったようである。

このような要因により、生徒の理解度に文系・理系の

差が生じたと考えられる。一方、このことは「想像し

大学との連携による中学校でのSTEAM教育の開発
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ていたよりもずっと奥が深く、学ぶ価値のあるテーマ

だと感じた」の回答に文系・理系の統計的な有意差が

見られたことの原因であるとも考えられる。

4．2 興味や主体性の変化

（１）意欲・熱意を持って取り組めたか

教育現場では「学ぶ意欲」が課題とされる。今回の

中大連携活動における大学教員による講義では、第一

線の研究者である講師により「本物との出会い」が工

夫されていた。本物に出会うことは、驚きと感動、そ

して迫力を感じる機会となる。

受講前後で生徒の意識がどう変わったか検討したと

ころ、活動前よりも活動中・後の方が、生徒の活動に

対する情熱が向上しているという結果が出た。これは、

元々テーマや学習内容について情熱を持っていた生徒

の意識をより高めるだけではなく、元々情熱を持って

いない生徒に対して、テーマに対する情熱を引き出す

ことができたということを意味している。その理由と

して、第一線の研究者である大学講師が、生徒に魅力

的なテーマ活動とともに、講師が直接に生徒と語り合

う対話型の講義を通して、生徒に身近な存在として理

解と興味を深めさせる効果があったと考えられる。生

徒の想像以上に、各分野において学問の奥深さを啓発

することができたといえよう。

（２）テーマへの理解・新しい発見

中等教育（中学校・高等学校）で「課題研究」が実

施されるようになった。研究は未解決の問題に解を与

える取り組みで、まだ答えが解らない課題が対象とな

る場合がある。それは「答えを覚えるよりも、考える

プロセスが最も重要である」という科学的な態度を学

ぶ機会を生む。大学教員のテーマは、自らが第一線の

研究者として取り組む課題につながり、未解決の課題

に触れ、考えるプロセスを学ぶ機会となる。この特徴

は、STEAM教育でも重視される。生徒を対象とした

アンケートの調査結果で「学ぶ中で新しい発見や知識

が得られた」という設問に肯定的な回答が多く（80％

超）、「もっと学びたいという気持ちを持った」という

設問にも肯定的な回答が多かった（70％超）のは、上

述の効果と考えられる。

4．3 将来に関わる影響

（１）進路選択への影響

中学生の進路決定の意識に及ぼす影響は限定的であっ

た。この高校進学後の文理選択の意思決定に及ぼす影

響について、調査対象生徒の所属校は中高一貫校で文

理選択は高校２年時であるため、中学生の段階では文

理選択に対する意識がまだ薄いことが原因であると考

えられる。大学の学部選択や職業選択については高校

進学後であるので、中学生の段階では積極的な回答の

割合が少なかった。

本プログラムはもともとキャリア教育に位置付けた

活動ではなく、文系と理系の両方に興味を持つことを

大切にしている。後述の教員ネットワークでは、文理

融合の交流会や文理融合研究も推進されている。

Society5.0に向けた人材育成では、「文理分断からの

脱却」として、より高度な内容を学びたい生徒の条件

整備等を行い、文理両方を学ぶ人材を育成することを

高大接続改革に示している２）。

中学生にとっては、文系・理系の選択がまだ先の話

であり、文系・理系の進路を具体化して自分を位置付

けるのではなく、興味・関心の対象を広げることを大

切にしているようだ。今回の中大連携活動では、自ら

の視野を広げるにあたり、研究者と「深さ」を感じる

体験ができたことに意味があったと考えられる。

「大学で選択したテーマについて、より深く勉強で

きる学部に入学したいと感じたか」という設問は、統

計的に有意に理系テーマの方が肯定的な回答をした。

多くの生徒が消極的な回答をしている中で、一部の少

数の生徒に対して大学進学の意識を持たせるほどのイ

ンパクトは、文系テーマに比べて理系テーマの方が大

きかったといえる。

（２）総合評価・体験型授業の面白さ

今回の中大連携活動の特徴は、大学教員が講師を務

めることだが、体験的な講義内容を工夫していること

とともに、単発の出前授業ではなく「シリーズ講義」

によりテーマへの理解が深められることがある。生徒

は講義内容をもとに、啓明祭での体験的・対話的な出

展内容を創作して発表していた（図９）。

総合的な満足度と評価は総じて高かった。大学教員

が来校して、学年横断的に活動するという非日常的な

活動に刺激を受けたことも相まっていると考えられる。

また、過半数の生徒が、今後も本プログラム時間の増

加を希望している。大学との連携講義により、生徒た

ちが学問の入門的講義に触れる機会を持たせることは、

座学で得られる知識や教養だけではなく、続く高校や

大学での教育に対する意識やモチベーションを向上さ

せるため効果があり、生徒もこのような活動に価値を

感じて「もっと参加したい」と考えていた。
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（３）大学教員に対する印象

講義に対して、話が面白かった、もっと聞きたいと

いう生徒が多かったことは、大学教員が中学生に対し

ても魅力ある授業が実施できた指標となる。中大連携

活動の講師には、研究以外に社会貢献活動に取り組ん

でいる大学教員が多く、中高大連携による教育の重要

性にも理解の深い研究者の協力を得られている。

一方、中学教諭が「中学生教育のプロ」として責任

を持って生徒指導をする立場であるので、大学教員の

役割は中学教諭のサポートとも考えられる。そのため、

大学教員と中学教諭とのコミュニケーションを重視し

て、中大連携活動の担当テーマについて、企画・準備

から生徒指導を含めた実施や学内外との調整に至るま

で、中学教諭の全面的な参画を得られている。中大連

携活動や大学教員への印象について、生徒から肯定的

な回答が得られた陰には、多忙とされる中学校業務に

加えて、意欲的に連携活動に協力してくださった中学

教諭の役割が大きいことは見逃せない。

5 STEAM教育

5．1 Society5.0に向けた人材育成

（１）STEAM教育

新しい時代（Society5.0）の社会像として、定型

型業務や数値的に表現可能な業務がAI技術により代

替が可能となり、産業の変化や、働き方の変化が起こ

るとされる２）。この社会での「人間の強み」として、

現実世界を理解し意味づける感性・倫理観、板挟みや

想定外と向き合い調整する力、責任を持って遂行する

力が挙げられる。中等教育については、リーディング

プロジェクトの「文理両方を学ぶ高大接続改革」の中

で、高校における文理分断の改善、社会のニーズ及び

国際トレンド等を背景に、今後多くの学生が必要とす

るSTEAMやデザイン思考などの教育が十分に提供で

きるよう、大学による教育プログラムの見直しを促進

するとしている。中大連携活動は、この流れを先取り

するプログラム開発と位置付けられる。

STEAM教育は、STEM（Science,Technology,

EngineeringandMathematics）にＡ（Art/Arts）

が加えられたものである。Ａの定義について、総合科

学技術・イノベーション会議は、「STEMに加え、問

いを立て、デザインする力を軸にした、芸術、文化、

生活、経済、法律、政治、倫理観等を含めた広い範囲

として“Ａ”を定義」とし、各教科等での学習を実社

会での問題発見・解決に活かしていくための教科等横

断的な学習の推進が必要としている３）。一方、現在日

本で行われているSTEAM教育の報告を見ると、初等

教育においてはものづくりの活動と結びつけた取り組

みが中心となり、中等教育においては、理科や数学の

学びと結びつけた取り組みが中心となる等偏りがみら

れるようである９）。

（２）新学習指導要領の「総合的な学習の時間」

新しい学習指導要領（2017年改訂）では、主体的・

対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を重視

し、特に、総合的な学習の時間は、探究的な見方・考

え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通

して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考えて

いくための資質・能力を育成することを目標にしてい

る。

探究的な学びは、全ての教科で取り組むこととされ

ており、総合的な学習の時間ではその集大成となる教

科間連携が期待される。多様な課題が生じている今日

においては、これまでの文系・理系といった枠にとら

われずに、各教科等の学びを基盤としつつ、様々な情

報を活用しながらそれを統合し、課題の発見・解決や

社会的な価値の創造に結びつけていく資質・能力の育

成が求められるとしている。今後、「総合的な学習の

大学との連携による中学校でのSTEAM教育の開発
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時間」において教科等横断的な学習や探究的な学習の

充実が図られ、これがSTEAM教育の推進にもつなが

ることが期待される。特に、この特徴を踏まえた課題

研究の実施は重要である。

（３）STEAM教育の実施機会

このように、探究的な学びが全ての教科で推進され

ることは、全ての教科をSTEAM教育の実施機会とし

て捉えることができる。一方、全教科の集大成に位置

付けられる「総合的な学習の時間」は、STEAM教育

の実施機会としてマッチすると考えられる。具体的に

は、生徒が「課題研究」を実施するための環境と指導

法を開発することが重要となるであろう。次節では、

STEAM教育の実施機会として、「総合的な学習の時

間」での「課題研究」の実施について検討する。

5．2 カリキュラム化の可能性

（１）課題研究の指導現場

課題研究のカリキュラム化について筆者の一人は、

高等学校の「総合的な探求の時間」や、文部科学省

「スーパーサイエンスハイスクール」での授業開発に

携わった経験がある10）。それらの経験の中で、課題研

究では、研究テーマを考えさせる指導に悩んでいる教

員が少なくないことが明らかになった。その原因とし

て、生徒ごとに多様なテーマを持たせると、個々の指

導に手が回らず、グループ活動をさせると意欲的な生

徒同士の対立にも対応できなくてはならないというも

のがあげられる。これを解決するための対策として、

教科間連携や地域との共同があり、協力者との調整を

負担にしなければ有効な方法となる。今回の中大連携

活動が、大学との連携により実施されていることは、

地域との協働に取り組む学校の参考となると考えられ

る11）。

今回の中大連携活動では、テーマを担当する大学教

員・中学教員の間に「コーディネータ」を置いた。コー

ディネータは、企画の大枠を調整し、テーマと担当者

が具体化したところで、中大連携の「顔見せ」のミー

ティングを行い、テーマごとの中大間の連絡を共有し

て、テーマごとに、大学教員と中学教諭の準備調整に

問題がないか確認し、きめ細かく相談に乗った。高校

等においてこのようなプログラムを普及展開する場合

にも、コーディネータの存在は重要になると考えられ

る。

（２）シリーズ活動のユニット化

高大連携で大学教員を講師に招く場合、学校への訪

問は１回のみの単発講義が多いようである。持続的に

活動を行うことは、探究活動と創造活動の往還を繰り

返し探究活動の深化と創造活動の拡大につながる12）。

しかし、単発講義では時間的制約が多く、講師が生徒

と探究的な対話をするなど、課題研究のアドバイスま

では困難である。このため課題研究に関わる連携では、

生徒が深く考えられる状況をつくり、探究的な対話を

導くために「シリーズ授業」として実施することで効

果が見られる。中大連携活動においても、シリーズ授

業としての実施効果が見られており、これを普及展開

する手法として「ユニット化」を検討している。

高大連携での実施例であるが、大学教員が１度しか

訪問できない場合にも、４回の授業を用いて「ユニッ

ト」として実施した事例がある（表３）。「事前学習」

は、訪問講義の前にテーマ関連事項をディスカッショ

ンさせるなど、生徒の問題意識を高めて大学教員を迎

える役割を果たす。「事後学習」は訪問講義の後に、

講義の振り返りや、発展的なディスカッションをさせ

る班別の活動が考えられる。班ごとにまとめと発表を

させることで、１回の訪問講義を４回程度の授業によ

る「ユニット」として形成できる。

上述は、訪問講義のユニット化の例であるが、教科

関連系で教諭が外部講師と同様の役割を果たしたり、

地域との協働として講師を見つけたりする発展が見ら

れている。

（３）年間カリキュラム化

学校の探究的学習・課題研究に際するSTEAM教育

の適応において、大学の研究者の持つ研究のノウハウ

を中学・高校の探求的な学習・課題研究の指導法に活

用し、カリキュラム化の手法を開発することは将来必

要となる学校教育の改善に貢献するので重要である。

表４に示すように、課題研究のカリキュラム化では、

４回程度のシリーズ授業を「ユニット」として規格化

し、ユニットの組み合わせで通年の活動を組み立てる

手法が考えらえる。中大連携活動はシリーズ授業のモ

デルケースとして、ユニット化への発展も考えられる。

４回程度の授業として「ユニット」を規格化しておく

ことで、ユニットの組み合わせによる年間カリキュラ

ム化も可能となる。高校での実施例では、「総合的な

中部大学教育研究 No.22（2022）

―8―

表３ シリーズ授業（４回）を「ユニット化」する例



探求の時間」で課題研究を行ったものだが、年間を６

ユニット（１学期に２ユニット、２学期に３ユニット、

３学期に１ユニット）で構成した。中大連携活動では、

事前学習１回、集中講義３回、発表準備４回、発表会

１日、振り返り１回で構成した。科学プレゼンテーショ

ン用の書籍13）も教材としての使用が定着している。本

研究では、カリキュラム開発と普及展開の視点からも、

ユニット化の開発に有用な分析と考察ができたと考え

ている。

「総合的な学習の時間」（３単位）のカリキュラム

開発では、１年目に多様な体験を積むことで興味関心

を高め、まとめと発表の経験を積み、年度末までに２

年生の課題研究テーマを考えて、研究計画を発表した。

テーマと内容の指導に苦労していたので、大学・研究

機関等の研究者との連携は有用と考えられる14）。

5．3 大学教育への影響

（１）大学でのアクティブラーニング促進

大学の役割に、教育・研究・社会貢献があるが、中

大連携活動は、社会貢献としてのボランティア活動で

はなく、大学教育にも有用な活動と捉えることができ

る。大学では、「何を教えたかでなく、何をできるよ

うにさせたか」を重視している。中大連携活動では、

中学生に教えるだけでなく、体験を通して知識を定着

させ、生徒が主体的に啓明祭での出展内容を創作し、

来場者との積極的な対話ができるようにした。生徒の

状態や変化を中学教諭と共有し、何をできるようにさ

せたか、が啓明祭の発表で如実に現れる。このプロセ

スで得られた知見は、大学教育に活用できるものと考

えられる。

（２）大学でのアクティブラーニング促進

研究者は、自らの研究内容を社会にわかりやすく説

明することが求められるようになった。競争的資金の

申請でも研究アウトリーチの実績を記載するようになっ

た。一般に研究者が一般向けと考えて説明しているの

に、内容が難しいと評価される場合がある。一般向け

の科学雑誌では、一般向けは高卒・中卒のレベルでな

く、中学生向けにわかるように制作しているという。

中大連携活動で、中学生向けの講義を実施し、その工

夫した内容が生徒アンケートで「理解できた」と評価

されていることは、講師を務めた大学教員の研究アウ

トリーチ能力の高さを示すものであり、その活動はア

ウトリーチの促進のためにも有用な調査対象にできる。

5．4 ウイズコロナ・ポストコロナの展開

2020年度の新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言

下では、中大連携活動にも大きな制約ができた。対面

授業をzoomミーティングにしたり、大学生・大学院

生のTAを不参加にしたり、体験的な活動計画を大幅

に変更したり、啓明祭の来場者となる小学生親子の参

加を見送り、在校生同士の発表とするなどの対応が見

られた。このことは、全国の高校への訪問講義につい

ても同様の制約があり、多くの高大連携・出前講義が

中止になった。

一方、Zoomミーティングなどのリモート会議が日

常的に利用されるようになり、遠隔での講義や、きめ

細かい事前打合せができるようになった。講義後に生

徒からの相談を受けることや、発表会での講評にも出

張なしでリモート参加できるようになる等、リモート

会議の普及は大学教員の負担を大幅に軽減している。

一方、実験指導や対面での活動も重要であるので、今

後は、リモート講義・実験を効果的に併用したプログ

ラム開発が進展するものと考えている。

6 結論

Society5.0に向けた人材育成で重視されるSTEAM

教育開発の観点から、中学で実施された大学教員のシ

リーズ授業に注目し、生徒アンケートの調査結果をも

とに効果を考察した。

中大連携活動にはSTEAM教育で重視する特徴が見

られ、生徒アンケートの調査結果からも、社会とのつ

ながりや学ぶ価値、意欲や熱意の向上などに効果が見

られた。一方、文系・理系の進路選択への効果は小さ

かったが、このことは文理分断からの脱却の視点から

は望ましいともいえる。

中大連携活動は、大学教員によるシリーズ講義、体

験的な内容とアクティブラーニング、啓明祭での出展

内容の創作と発表などの特徴がある。この活動の特徴

をもとに、STEAM教育開発の観点から「総合的な学

習の時間」での課題研究の指導方法の開発について、

大学との連携による中学校でのSTEAM教育の開発
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表４ ユニットを用いた年間カリキュラム（高１）の例

※ユニットは４－６回の授業で構成する。ユニットごとに、
ワークシートを用いたまとめを行う。



ユニット化によるカリキュラム化を提案し、高校を含

めた普及展開の可能性を検討した。今後、中大連携活

動をSTEAM教育の観点から継続発展させるとともに、

今後、Society5.0に向けた人材育成で求められる

「人間の強み」を発揮する活動として、価値を見つけ

生み出す感性と力、好奇心・探究力を持った人材育成

にSTEAM教育が大きな役割を果たすと考えられる。
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Abstract

The importance of STEAM education has been pointed out in the

discussions on human resource development for Society 5.0.The new

curriculum guidelines for secondary education also propose research

programs.However,teachingmethodsusingSTEAM educationhavenotyet

beenestablishedinschools.TheChubuUniversityHaruhigaokaJuniorHigh

SchoolimplementedvariouscollaborationsbetweentheJuniorHighSchool

andChubu University.Theprogram involveduniversity faculty members

teaching theirrespectivesubjectsofspecialization toasmallnumberof

students（about20）overaseriesofclasses.Basedonthecontentofthe

lectures,thestudentsthemselvescreated,produced,andpresentedtheirown

exhibitsattheculturalfestivalthatfollowedtheclasses.Inteachingjunior

highschoolstudents,whatissignificantisnotwhattheteachertaught,but

whatthey enabled the students to do.The teaching method for this

collaborationwasdevisedfrom a"STEAM education"perspectivethatcanbe

usedtoguidetheresearchprogram forstudents.Therefore,anafter-program

questionnairewasadministered to thestudentsand theresultsofthe

analysiswereusedtodiscusstheeffectivenessoftheprogram.Basedonthe

results,wediscusstheinstructionalmethodsoftheresearchprogram andthe

developmentofSTEAM education.

Keywords

Society5.0,STEAM,Curriculum Development,themedresearchforstudents,ScienceCommunication



1 問題と目的

1．1 新たなキャリア教育科目開発に至る経緯

中部大学におけるキャリア教育は、2010年度に全学

共通教育科目としてキャリア教育科目「自己開拓」が

開設されたことを嚆矢とする。「自己開拓」では、「自

尊感情の向上」や「ライフ・プランの設計」が主な教

育目標とされ、体験学習をベースとした参加型ワーク

ショップ形式による授業が、２コマ連続で８週間にわ

たり展開されてきた（詳細はハラデレック・林・間宮・

小塩（2011）、および、小塩・ハラデレック・林・間

宮（2011）を参照）。

2021年度には開設12年目を迎えたが、大学の置かれ

た環境が日々変化する中、そうした変化に対応すべく

キャリア教育科目の運営方法についてこれまでさまざ

まな改善が進められてきた。たとえば、安定的な授業

開講に向けたキャリア教育を専門とする外部講師から

キャリア教育を専門としない専任教員への授業担当の

移行、受講希望者の大幅な増加に対するクラス数の拡

充、学生の受講機会が損なわれないような開講曜日・

時限の調整、２コマ連続の授業運営による教員負担の

軽減など、さまざまな工夫が取り入れられてきた。た

だし、こうした授業の運営方法についての改善が積極

的に進められる一方で、教育内容については近年のキャ

リア教育の動向を勘案すると検討の余地が残されてい

る。

そもそも大学におけるキャリア教育は、2011年にキャ

リア・ガイダンスの義務化が大学設置基準に導入され

て以来、大学教育に急速に浸透していった。各大学は

キャリア教育を教育課程内で実施すべく、大学独自の

教育を展開してきた。しかし、現行のキャリア教育は、

正規雇用されることを目的とする「正社員モデル」が

前提とされ、就労に焦点化されすぎている（児美川,

2013）。教育の関心が職業準備に過度に傾斜すると、

批判的思考や問題解決能力、社交スキルや労働倫理、

シティズンシップやコミュニティへの責任、体育や芸

術など学校教育が本来果たしうる多様な役割を封殺し、

教育をゆがめてしまう（広田,2015）。こうした指摘

を勘案すると、大学のキャリア教育において教育内容

がワークキャリアに偏重しないように教育内容を設定

することが肝要である。キャリア教育が社会的・職業

的自立を目指す教育であることを踏まえると、仕事な

どのワークキャリアのみならず、生活や生き方に関す

るライフキャリアの視点を重視したライフキャリア教

育の充実は喫緊の課題といえるだろう。

とはいえ「自己開拓」は開設当初から、順調な就職

活動、安定した社会人生活のような目標設定では不十
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要 旨

本研究では、大学におけるキャリア教育の近年の動向を勘案し、従来行われてきた「自己開拓」を発展さ

せるべく、ライフキャリアの教育内容を導入したライフキャリア教育科目「自己開拓」の開発を行い、その

教育効果の検証を行った。その結果、新たに開発された「自己開拓」は、各回の授業プログラムにおいて学

生の授業に対する高いコミットメントやキャリア意識の深まりを促し、授業全体を通して自尊感情の向上、

進路選択に対する自己効力の向上、時間的展望の未来の側面の拡がり、キャリア・アダプタビリティの向上、

さらにはコミュニケーション・スキルの獲得など、十分な教育効果が確認され、教育目標の到達を示すもの

であった。今後も継続的に教育効果の検証を行い、単年度に限定されない教育効果を有しているかについて、

検討する必要性が示唆された。

キーワード

ライフキャリア教育、教育効果の検証、キャリア発達



分であるとして（ハラデレック他,2011）、ライフキャ

リアの視点を踏まえた教育内容が採用されている。た

だし、昨今のライフキャリア教育では、将来を見通す

ことが困難で流動的な社会であることを前提として、

ワーク・ライフ・バランスを踏まえたライフ・プラン

ニングや多様な働き方・生き方の理解、シティズンシッ

プ教育、金銭・金融教育など、ライフキャリアの視点

をより強調したキャリア教育を行うことの重要性が指

摘されている。こうした指摘を踏まえ、従来の「自己

開拓」の教育内容を流動的な社会を前提としたライフ

キャリア教育の視点から捉え直し、教育内容を拡充す

ることが強く求められる。

1．2 ライフキャリア教育「自己開拓」の開発

こうした経緯から、ライフキャリア教育科目「自己

開拓」の教育プログラムが新たに開発された。これま

での「自己開拓」プログラム、および、Amundon&

Poenell（2004）や河﨑（2011）、丸山・河﨑（2016）

などのライフキャリア教育プログラムを参照しつつ、

ライフキャリア教育科目「自己開拓」として独自の教

育内容を設定した（Table1）。

なお、本授業が低年次向けのキャリア教育として位

置付けられることを勘案すると、学生が授業内容を体

系的に理解しやすいフレームワークを設定し、学生に

提示することで、学生の授業理解が進み、キャリア発

達が促されると考えられる。教育目標および教育内容

と照らし合わせた結果、自分自身の特徴を知ること、

生活の中で自身が優先することを理解すること、自分

なりの人間関係を築くコミュニケーション・スタイル

を獲得すること、すなわち、性格、価値観、コミュニ

ケーションを主軸に据え、これらを徐々に深化してい

くというフレームワークを採用した。

また、ライフキャリア教育を行う際には、ワーク・

ライフ・バランスや将来に必要な資金など、学生が体

験したことのない未来の事象を取りあげることとなる。

ただし、学生がそうした事象を自分に引き寄せて考え

ることは非常に難しい。そのため、こうした事象を取

りあげる際には、知識提供にとどめた授業設計がなさ

れる場合も少なくない。本授業では、このような課題

を乗り越えるべく、自己の視点を通した自己理解から

他者の視点を通した自己理解、さらには他者と比較し

た自己理解を経て、自身のライフキャリアに位置づけ

る形での統合的な自己理解を促すように授業計画を設

計した。このように、本授業では、さまざまなライフ

キャリア教育の内容を取り上げる際、必ず当事者意識

をもって考えられるように授業設計を行った。
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Table1

ライフキャリア教育科目「自己開拓」の授業プログラム



教授方法については、従来行われてきた体験学習を

ベースとした参加型ワークショップ形式を踏襲し、グ

ループワーク型のアクティブラーニングを採用した。

また杉本（2019）に倣い、授業で使用するワークシー

トはできる限り抽象度を下げる、個別ワークからグルー

プワークへと展開することでフリーライダーの出現を

抑制するなど、グループワークが主体的な実践となる

ように工夫を施した。

2017年度から開発をはじめ、４年間の試行段階で授

業担当者からの意見を仰ぎつつ、さまざまな調整を加

えた。開発をはじめて５年目の2021年度に、暫定的な

完成に至ったため、３クラスで実施した。

1．3 本研究の目的

以上のように、新たなキャリア教育科目として、ラ

イフキャリア教育科目「自己開拓」が開発されたが、

この新プログラムが、実際に授業の教育目標を達成し、

キャリア発達を促すプログラムとなっているか、その

教育効果についての検証が必要である。従来の「自己

開拓」においては、開発当初から７年間、教育効果の

検証を継続的に実施し、十分な教育効果を有する授業

プログラムであることを明らかにしている（小塩他,

2011;小塩・ハラデレック・林・間宮・後藤,2012;

佐藤・小塩・ハラデレック・林・間宮,2013;佐藤・

小塩・ハラデレック・林・間宮,2014;佐藤・杉本,

2015;佐藤・杉本,2016;佐藤・杉本・寺澤,2017）。

心理的側面の変化に着目した教育効果測定を総括する

と、「自己開拓」の授業を受講することによって、受

講生の自尊感情の向上、進路選択に対する自己効力の

向上、時間的展望の拡がり、そしてキャリア・アダプ

タビリティの向上が見出されている。またこうした短

期的な教育効果のみならず、「自己開拓」を受講した

学生と受講しなかった学生の進路選択状況を比較する

長期的教育効果の検証もなされてきた（杉本・佐藤・

寺澤,2014;杉本・佐藤・寺澤,2015;杉本・佐藤・

寺澤;2017）。その結果、低年次で自己開拓を受講し

た学生は受講していない学生に比べ、３年次の就職ガ

イダンスにより積極的に参加し、卒業時点でより多く

の学生が進路を決定していることが明らかにされてい

る。

そこで本研究では、新たに開発されたライフキャリ

ア教育科目「自己開拓」の教育効果について検証する

ことを目的とする。具体的には、量的調査による １）

授業各回の教育効果の検証、２）授業全体の教育効果

の検証、および、質的調査による ３）授業全体の教

育効果の検証、を行う。調査内容および調査実施デザ

インは、従来の「自己開拓」との比較検討を可能にす

るため、ほぼ同様の手法を用いることとする。

2 方法

2．1 調査協力者

調査協力者は、「自己開拓」の受講者（以下、「受講

群」）120名と全学共通教育科目の受講者（以下、「統

制群」）92名であった。なお、2021年度はコロナ禍で

の制約があり、統制群は比較的目的意識が高く、コミュ

ニケーション能力の高い医療系の学科に所属している

学生に偏っていた。平均年齢は、受講群18.91歳（SD＝

0.92）、統制群19.07歳（SD＝0.94）であった。

2．2 調査内容

授業各回の教育効果を検証するため、授業での学び

に関する調査内容を準備した。

授業での学び キャリア教育科目の授業の教育効果

測定を想定し、授業での学びを測定する尺度を作成し

た。本尺度は、学びへのコミットメント（「授業の目

的を意識して授業を受けることができた」など）とキャ

リア意識の深まり（「自分の人生や将来の生き方に対

する考え方が広がった」など）の２つの側面からなる

10項目で構成されている。授業を受講した自分自身に

どれくらい当てはまるかについて「そう思わない」

「ややそう思う」「そう思う」「とてもそう思う」「非常

にそう思う」の５段階で回答を求めた。この尺度によっ

て測定されたそれぞれの得点が高得点であるほど、授

業を積極的に受講し授業内容の理解・関心を深めたと

捉えていること、また、キャリア意識が深まったと認

識していることを意味する。

さらに、授業全体の教育効果を検証するため、佐藤・

杉本・寺澤（2017）と同様の調査内容を準備した。

ビッグファイブ・パーソナリティ パーソナリティ

を外向性（活発さ、社交性）・協調性（やさしさ、利

他性）・勤勉性（まじめさ）・神経症傾向（情緒的な

不安定さ）・開放性（知的な柔軟さ）の５つの側面か

ら測る、小塩・阿部・カトローニ（2012）による日本

語版TenItem PersonalityInventory（TIPI-J）を

使用した。本尺度は10項目で構成されており、自分に

どれくらい当てはまるかを「全く違うと思う（１点）」

から「強くそう思う（７点）」までの７段階で回答を

求めた。

自尊感情 自分を肯定的に捉え、自信があり、自分

に満足している傾向を意味する自尊感情を測る、自尊

感情尺度（桜井,2000）を使用した。本尺度は10項目

で構成されており、現在の自分に当てはまるかについ

て「いいえ（１点）」から「はい（４点）」までの４段

階で回答を求めた。

進路選択に対する自己効力 進路選択に対する自己

効力尺度（浦上,1995）は、進路選択に対して認知さ

れた効力予期すなわち自己効力を測定する尺度である。
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本尺度は30項目で構成されており、自分にどれくらい

自信があるかを「全く自信がない（１点）」から「非

常に自信がある（４点）」までの４段階で回答を求め

た。

時間的展望 より遠くの将来や過去の事象が現在の

行動に影響するという時間的展望の広がりを測定する

ために、時間的展望尺度（白井,1991）を使用した。

本尺度は19項目で構成されており、今の自分にどれく

らい当てはまるかを「当てはまらない（１点）」から

「当てはまる（５点）」までの５段階で回答を求めた。

また、時間的展望の内容を詳しく検討するため、白

井（1994）の時間的展望体験尺度も加えて使用した。

本尺度は、過去受容・現在の充実感・目標指向性・希

望の４つの側面からなる18項目で構成されており、自

分自身にどれくらい当てはまるかについて「当てはま

らない（１点）」から「当てはまる（５点）」までの５

段階で回答を求めた。

キャリア・アダプタビリティ キャリア・アダプタ

ビリティ（Savickas,1997,2011）とは、「変化でき

る資質、大きな困難なくして新しいあるいは変化した

環境に適応できる資質」であり、関心・コントロール・

好奇心・自信の４次元から構成されている。杉本

（2014）によるキャリア・アダプタビリティ尺度は15

項目で構成されており、キャリアを構築する強みとし

て現在の自分がどれくらい発達させ、できるようになっ

ているかについて、「全くできない（１点）」から「非

常によくできる（５点）」までの５段階で回答を求め

た。

コミュニケーション・スキル 藤本・大坊（2007）

で作成されたENDCORE尺度を使用した。６つのメ

インスキルを測定するものであり、それぞれ「自己統

制」「表現力」「解読力」「自己主張」「他者受容」「関

係調整」について１項目、計６項目で構成されている。

各項目は、「かなり得意」「得意」「やや得意」「ふつう」

「やや苦手」「苦手」「かなり苦手」の７段階で回答を

求めた。この尺度によって測定された得点が高得点で

あるほど、コミュニケーション・スキルが高くなるよ

うに得点化した。

授業における学びへの期待 授業を受講する理由に

ついて、自由記述による回答を求めた。

授業における学びの意味づけ 授業を受講し、学ん

だことはあるか、あるとしたら具体的に何かについて

自由記述による回答を求めた。

2．3 調査手続き・倫理的配慮

授業各回の教育効果を測定するために、授業での学

びに関する調査内容を含んだ質問紙調査を作成し、毎

回の授業で受講群の調査協力者に回答を求めた。具体

的には、授業の最後に振り返りの時間を設け、その場

で質問紙調査が実施された。

さらに、授業全体の教育効果を検証するために調査

内容を含んだ質問紙を作成し、「自己開拓」の授業前

後、および別の全学共通教育科目の授業前後で、受講

群および統制群の調査協力者に回答を求めた。具体的

には、初回の授業で事前テストとして調査内容の各尺

度および授業における学びへの期待に関する質問紙調

査が実施され、最終回の授業で事後テストとして同様

の調査内容の各尺度および授業における学びの意味づ

けに関する質問紙調査が実施された。

なお、調査は匿名で行うこと、調査結果は統計的に

処理され個人が特定されることはないこと、調査への

回答は任意であり、途中で中断することも可能である

こと、授業評価に影響を及ぼさないことを伝えたうえ

で、調査協力に同意を求め、同意が得られた学生にの

み調査を行った。本手続きは、中部大学倫理審査委員

会の審査を受け承認された（承認番号20210059）。

3 結果と考察

3．1授業各回の教育効果

3．1．1 授業での学びの尺度構成

新たに作成した授業での学び尺度について、因子分

析（最尤法・プロマックス回転）を行った結果、固有

値の減衰状況と解釈可能性から２因子が抽出された

（Table2）。第Ⅰ因子は「自分の人生や将来の生き方

にひきつけて考えることができた」「自分の人生や将

来の生き方への関心が高まった」など、授業を受講す

ることで、自分自身のキャリア意識の深まりを認識す

る項目から構成されていたため、「キャリア意識の深

まり」と命名した。第Ⅱ因子は、「授業に積極的に参

加することができた」「授業で学んだ内容について理

解できた」など、授業を積極的に受講し授業内容の理

解・関心を深めたと捉えている項目から構成されてい

たため「学びへのコミットメント」と命名した。

想定通り、「学びへのコミットメント」と「キャリ

ア意識の深まり」の下位尺度が得られたため、内容的

妥当性を有すると考えられた。そこで、これらの信頼

性を確認すべく、第１回から第15回について、各下位

尺度の信頼性係数（α係数）を算出したところ、非常

に高い値が得られた（学びへのコミットメント:α＝

.92～.96;キャリア意識の深まり:α＝.93～.97）。以

上より、授業での学び尺度は一定の妥当性・信頼性を

有すると考えられる。
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3．1．2 授業での学びの推移

授業各回の教育効果を検討すべく、授業での学び尺

度のそれぞれの下位尺度得点の加算平均点を算出し、

各下位尺度得点とした。授業各回の各下位尺度得点の

平均値をFigure1に示す。

第１回のオリエンテーションを経て、第２回以降、

学びへのコミットメントについては4.00点（４：とて

もそう思う）以上と、学生の授業での学びに対するコ

ミットメントが非常に高いと評価されていた。また、

同様に第２回以降、キャリア意識の深まりについては、

3.50点（３：そう思う、４：とてもそう思う）以上、

とりわけ他者を通してキャリアを理解すること、そし

て基礎的な自己理解を他者や自身のライフキャリアを

通して理解することを教育内容とした第10回以降は

4.00点（４：とてもそう思う）以上となり、キャリア

意識の深まりが非常に強く認識されたことが示された。

3．2 授業全体の教育効果

3．2．1 各変数の尺度構成

TIPI-J、自尊感情尺度、進路選択に対する自己効

力尺度、時間的展望尺度、キャリア・アダプタビリティ

尺度の信頼性を確認すべく、先行研究に倣い、TIPI-J

については下位尺度ごとの項目間相関および事前テス

トと事後テスト間の相関を、TIPI-J以外の尺度につ

いては信頼性係数（α係数）を算出した。

TIPI-Jについて、下位尺度ごとの項目間相関は、

外向性でr＝－.58（事前）とr＝－.62（事後）、協調

性でr＝－.14（事前）とr＝－.06（事後）、勤勉性で

r＝－.36（事前）とr＝－.32（事後）、神経症傾向で

r＝－.19（事前）とr＝－.25（事後）、開放性でr＝

－.29（事前）とr＝－.28（事後）であった。また、

事前テストと事後テスト間の相関は外向性で r＝.82、

協調性でr＝.55、勤勉性でr＝.62、神経症傾向でr

＝.51、開放性でr＝.69であった。先行研究同様、内

的整合性は高くならず、再検査信頼性が高かったため、

一定の信頼性を有すると考えられる。

自尊感情尺度については、α＝.82（事前）とα

＝.85（事後）の信頼性係数が得られた。進路選択に

対する自己効力尺度については、α＝.90（事前）と

α＝.91（事後）の信頼性係数が得られた。時間的展

望尺度については、α＝.85（事前）とα＝.87（事後）

の信頼性係数が得られた。また、下位尺度ごとに信頼

性係数を算出したところ、過去受容でα＝.62（事前）

とα＝.70（事後）、現在の充実感でα＝.78（事前）

とα＝.78（事後）、目標指向性でα＝.61（事前）と

α＝.54（事後）、希望でα＝.73（事前）とα＝.77

（事後）と一定水準の値が得られた。キャリア・アダプ

タビリティ尺度については、関心でα＝.75（事前）

とα＝.80（事後）、コントロールでα＝.65（事前）

とα＝.78（事後）、好奇心でα＝.80（事前）とα

＝.78（事後）、自信でα＝.70（事前）とα＝.69（事

後）と一定水準の値が得られた。すなわちこれらの尺

度についても、十分な信頼性を有することが確認され

た。

3．2．2 各変数の授業を通した変化

尺度が十分な信頼性を有することが確認されたこと

から、変数ごとに加算平均点を算出し各尺度得点とし

た。そのうえで、各尺度得点を従属変数とし、群（受

講群・統制群）× 調査時期（事前・事後）の２要因

混合計画の分散分析を行った。各平均値（標準偏差）

とF値および有意水準について、Table3に示した。

3．2．2．1 パーソナリティの違いと変化

分析の結果、外向性は群と時期の交互作用が有意傾

向であり、開放性は群と時期の交互作用が有意であっ

た。そこで、単純主効果の検定を行ったところ、外向

性は受講群において授業前より後で得点が有意に高かっ

たが（p＜.01）、開放性は受講群において授業前より

後で得点が有意に高いだけでなく（p＜.001）、授業

後において受講群が統制群より得点が有意に高かった

（p＜.05）。また、神経症傾向については時期の主効

ライフキャリア教育科目「自己開拓」の開発および教育効果の検証
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Table2

授業での学び尺度の因子分析結果
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果がみられ、授業前より授業後で神経症傾向の得点は

有意に低かった（p＜.05）。これらのことから、自己

開拓の受講は、外向性と開放性を高め、とりわけ開放

性については、事前にみられなかった差が拡がり、自

己開拓の受講者はより高い開放性を有することが示さ

れた。本結果は、従来の自己開拓に一貫してみられる

効果ではないことから、今後も同様の効果が確認され

るようであれば、新プログラムの特徴的な効果である

と考えられる。なお、神経症傾向については自己開拓

の受講者と統制群に差はなく、受講するか否かにかか

わらず神経症傾向を低めることが示された。自己開拓

が設置されてから、しばしば神経症傾向が比較的高い

学生が自己開拓を受講する傾向があったが（佐藤他,

2013;佐藤他,2014）、今年度はそのような特徴はみ

られなかった。

3．2．2．2 自尊感情の変化

分析の結果、群と時期の交互作用が有意であった。

そこで、単純主効果の検定を行ったところ、自尊感情

は受講群において授業前より後で得点が有意に高く

（p＜.001）、授業後において受講群が統制群より得点

が高い傾向にあった（p＜.10）。このことから、自己
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4.42 (1.49) 4.43 (1.40) 1.06 3.97 * 3.60 †

4.05 (1.59) 4.33 (1.69)

5.12 (1.07) 5.23 (0.97) 0.01 1.85 0.03

5.12 (1.03) 5.21 (1.07)

3.23 (1.27) 3.23 (1.19) 0.09 0.00 0.00

3.17 (1.20) 3.17 (1.35)

4.73 (1.26) 4.63 (1.26) 2.02 5.45 * 1.66

4.62 (1.07) 4.29 (1.20)

4.16 (1.41) 4.08 (1.34) 0.98 3.84 † 9.18 **

4.11 (1.21) 4.49 (1.23)

3.15 (0.57) 3.12 (0.58) 0.50 3.91 * 8.11 **

3.10 (0.54) 3.27 (0.58)

2.59 (0.46) 2.60 (0.41) 0.18 21.03 *** 17.16 ***

2.46 (0.41) 2.68 (0.50)

3.29 (0.67) 3.19 (0.69) 0.32 0.13 4.17 *

3.15 (0.63) 3.22 (0.69)

3.45 (0.89) 3.35 (0.84) 0.01 0.34 1.45

3.39 (0.83) 3.43 (0.93)

3.47 (0.90) 3.32 (0.92) 0.36 0.12 4.92 *

3.27 (0.91) 3.38 (0.84)

2.91 (0.99) 2.92 (0.85) 1.28 3.62 † 3.36 †

2.66 (0.93) 2.88 (0.95)

3.27 (0.90) 3.20 (0.89) 0.04 0.22 2.81 †

3.20 (0.90) 3.32 (0.96)

3.01 (0.79) 3.10 (0.82) 0.02 14.65 *** 5.29 *

2.86 (0.78) 3.23 (0.86)

3.15 (0.90) 3.13 (0.93) 0.00 6.39 * 8.14 **

3.00 (0.81) 3.31 (1.00)

3.25 (0.86) 3.13 (0.88) 0.16 4.96 * 17.29 ***

3.04 (0.85) 3.43 (0.81)

3.19 (0.77) 3.04 (0.73) 0.06 1.45 14.42 ***

2.95 (0.70) 3.23 (0.77)

4.99 (1.66) 4.51 (1.62) 4.02 * 0.08 10.32 **

4.13 (1.52) 4.53 (1.63)

4.36 (1.55) 4.35 (1.45) 2.37 1.80 2.18

3.88 (1.53) 4.16 (1.62)

5.07 (1.38) 4.76 (1.37) 0.40 0.18 10.13 **

4.60 (1.38) 5.00 (1.40)

4.32 (1.54) 4.47 (1.28) 0.00 3.20 † 0.14

4.28 (1.44) 4.51 (1.56)

5.25 (1.34) 5.06 (1.29) 1.29 0.39 5.10 *

4.78 (1.37) 5.12 (1.53)

5.04 (1.41) 4.88 (1.23) 1.15 0.77 5.10 *

4.57 (1.42) 4.95 (1.55)

Note: † p  < .10, * p  < .05, **p  < .01, ***p  < .001

F
Mean (SD ) Mean (SD )

Table3

各変数における群ごとの平均値（標準偏差）と分散分析の結果



開拓の受講者は、自尊感情を高め、受講しなかった者

よりも高い自尊感情を有することが示された。これは、

従来の自己開拓で示されてきた効果と同様であり、新

プログラムも今年度の受講者においては自尊感情を高

める効果が示された。

3．2．2．3 進路選択に対する自己効力の変化

分析の結果、群と時期の交互作用が有意であった。

そこで、単純主効果の検定を行ったところ、進路選択

に対する自己効力は、授業前において受講群が統制群

より得点が低い傾向にあり（p＜.10）、受講群におい

て授業前より後で得点が有意に高かった（p＜.001）。

つまり、受講前に自信をもって進路選択ができると強

く思えない学生が「自己開拓」を受講しているが、受

講した結果、進路選択に対する自己効力を受講してい

ない学生と同水準にまで高めていることが示された。

これは、従来の自己開拓で示されてきた効果と同様で

あり、新プログラムも今年度の受講者においては進路

選択に対する自己効力を高める効果が示された。

3．2．2．4 時間的展望の変化

分析の結果、群と時期の交互作用が有意であった。

そこで、単純主効果の検定を行ったが、有意な単純主

効果は認められなかった。つまり、自己開拓の受講に

よって時間的展望に変化は認められなかった。従来の

自己開拓は受講者において時間的展望が拡がることが

示されてきたことを勘案すると、新プログラムは時間

的展望に変化をもたらすには不十分であるといえる。

ただし、時間的展望の変化をより詳細に明らかにす

るため、時間的展望の下位尺度ごとに検討したところ、

現在の充実感で群と時期の交互作用が有意であり、目

標指向性と希望で群と時期の交互作用が有意傾向であっ

た。そこで単純主効果の検定を行ったところ、希望は

有意な単純主効果が得られなかったが、現在の充実感

は統制群において授業前より授業後で得点が低い傾向

にあり（p＜.10）、目標指向性は授業前において受講

群が統制群より得点が低い傾向にあり（p＜.10）、受

講群において授業前より後で得点が有意に高かった

（p＜.01）。すなわち、自己開拓の受講者は、授業前、

将来を自ら目標をもって切り開いていくという自信を

あまり持つことはできていない。しかし、大学生活が

進むにつれて自己開拓を受講していない学生が現在の

充実感を低下させていく中で、自己開拓を受講するこ

とによって、将来を自ら目標をもって切り開いていく

自信を高めることができ、現在の充実感を受講してい

ない学生のように下げることなく維持していることが

示された。このことから、従来の自己開拓が時間的展

望全般を拡げる効果を有していたのに対し、新プログ

ラムは今年度の受講者においては、とりわけ時間的展

望の未来の側面により効果を示したといえる。新プロ

グラムは、キャリア・ストーリーやライフ・プランニ

ングの内容を取り上げる際、シティズンシップを含め

たワーク・ライフ・バランスや様々な働き方や生き方

など、卒業後の自分を想定する内容を設定したこと、

さらにはそれらを自己と関連付けて考えることができ

たことが教育効果としてあらわれたものと考えられる。

3．2．2．5 キャリア・アダプタビリティの変化

分析の結果、キャリア・アダプタビリティの４下位

尺度すべてで群と時期の交互作用が有意であった。そ

こで、単純主効果の検定を行ったところ、キャリア・

アダプタビリティのすべての側面で、受講群において

授業前より後で得点が有意に高かった（ps＜.001）。

また、好奇心は、授業後において受講群が統制群より

も有意に得点が高かった（p＜.05）。自信は授業前に

おいて受講群は統制群より有意に得点が低く（p＜

.05）、統制群において授業前より後で得点が低い傾向

にあり（p＜.10）、授業後において受講群は統制群よ

り得点が高い傾向にあった（p＜.10）。つまり、「自

己開拓」を受講することによって、キャリアにおける

新しいあるいは変化した環境に適応できる資質である

関心、コントロール、好奇心、自信が高くなることが

示された。これは、従来の自己開拓で示されてきた効

果と同様であり、新プログラムも今年度の受講者にお

いてはキャリア・アダプタビリティを高める効果が示

された。

3．2．2．6 コミュニケーション・スキルの変化

分析の結果、コミュニケーション・スキルの自己統

制、解読力、他者受容、関係調整で群と時期の交互作

用が有意であった。そこで、単純主効果の検定を行っ

たところ、これら４つのコミュニケーション・スキル

で、事前において受講群は統制群よりも得点が有意に

低く（自己統制のみp＜.001、その他はps＜.05）、

受講群において授業前より後で得点が有意に高かった

（解読力のみp＜.01、その他はps＜.05）。また、自

己統制は、統制群において授業前より後で得点が有意

に低く（p＜.05）、解読力は、統制群において授業前

より後で得点が有意に低い傾向にあった（p＜.10）。

自己主張は有意な交互作用は認められなかったが、期

間の主効果が有意傾向であり、授業前より後で得点が

高い傾向にあった（p＜.10）。つまり、自己開拓を受

講する前の学生はコミュニーション・スキルにおける

自己統制、解読力、他者受容、関係調整について得意

であるとは認識していなかったが、自己開拓の受講に

よって、こうしたコミュニケーションについて得意で
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―19―



あるとの認識が高まることが示された。従来の自己開

拓では、本結果とは逆に受講することで自身のコミュ

ニケーション・スキルに対する評価が低下する結果が

得られている。佐藤他（2017）では、自己開拓でグルー

プワークを行うことによってスキル自体は向上するも

のの、スキルの程度を他者との比較によって評価する

ようになるため自己評価が下がると解釈された。新プ

ログラムは今年度の受講者において、従来の自己開拓

とは異なり、コミュニケーション・スキルの獲得にと

どまらず、その認識まで高める効果を示したものと考

えられる。

3．3 受講前後の学びへの期待および学びの意

味づけ

自己開拓を受講した学生において、授業を受講する

前の学びに対する期待、および、受講した後の学びの

意味づけを検討するため、それぞれの自由記述回答に

ついてKJ法により、カテゴリーの分類を行った。な

お、分類については、佐藤・杉本（2016）、佐藤他

（2017）に倣い、自己理解、コミュニケーションを大

分類カテゴリーとして分類し、それぞれの分類の中で

さらに小分類カテゴリーへの分類を行った。そのうえ

で、各項目の未回答者を除く回答者数で各カテゴリー

に分類された回答数を除して、それぞれのカテゴリー

の回答率を算出した。大分類・小分類のカテゴリー、

カテゴリーの回答例、および、回答率をTable4に示

す。

3．3．1 受講前の学びへの期待

分析の結果、受講前の自己開拓での学びへの期待と

して、約７割の学生が自己理解を、約４割の学生がコ

ミュニケーションを挙げていた。また、単位・資格取

得など、自己理解やコミュニケーション以外の授業へ

の期待を有している学生も３割程度確認された。

自己理解については、自分を知ること、自分を見つ

めなおすこと、新しい自分の発見、他者から見た自己

理解、苦手なことの克服、自分の将来との関連づけ、

就職・就職活動の準備という小カテゴリーに分類され

た。７割の学生が学びへの期待として自己理解をあげ

ていたことから、自己開拓の履修を希望する学生は自

己理解を促すことに期待している者が比較的多いが、

自己理解に対する目的はさまざまあり、自分を知りた

いという内発的な目的以外にも、苦手なことの克服や、

将来の自分について考えること、就職・就職活動の準

備を想定した外発的な目的も見出された。また、新し

い自分を発見したい、他者から見た自己理解を促した

いというように、新たな経験や他者との関わりを通じ

て、より深い自己理解をしていきたいと授業に期待し

ている学生も散見され、本授業の体験学習をベースと

した授業形態に期待している学生が少なからずいるこ

とが示された。

コミュニケーションについては、コミュニケーショ

ン能力の向上、多様な他者との交流、自分と異なる他

者の視点の理解、自分の得意なグループワークのある

授業形態という小カテゴリーに分類された。４割の学

生が学びへの期待としてコミュニケーションをあげて

いたことから、自己理解ほどではないがコミュニケー

ションに関することを学ぶことに対する期待を一定数

有しており、自身のコミュニケーション能力の向上の

みならず、多様な他者と交流したい、他者の視点を理

解したいというように自己開拓で展開されるグループ

ワークで、知らない他者と関わることに期待している

ことが示された。

3．3．2 受講後の学びの意味づけ

分析の結果、受講後の自己開拓での学びの意味づけ

として、９割弱の学生が自己理解を、７割強の学生が

コミュニケーションを挙げていた。自己理解について

もコミュニケーションについても、受講前の学びへの

期待では得られなかった小カテゴリーが見出された。

自己理解については、受講前の学びへの期待でも見

られた自分を知ること、自分を見つめなおすこと、新

しい自分の発見、他者から見た自己理解、苦手なこと

の克服、自分の将来との関連づけの小カテゴリーのほ

かに、自己理解の再確認、自己理解の重要さ、生きる

うえでの大切なことへの気づきといった小カテゴリー

が新たに見出された。９割弱の学生が自己開拓で自己

理解に関することを学んだと認識していたことから、

新たに開発された自己開拓のプログラムは、自己理解

を促す授業として多くの学生に学びの意味づけをもた

らす授業であったことが示された。とりわけ、本授業

では自己理解を深めるべく、教育内容を必ず当事者意

識をもって考えられるように授業設計を行ったことが、

教育効果としてあらわれたものと考えられる。また、

自分を知ること以外にも、新しい自分の発見、他者か

ら見た自己理解については、授業前の学びへの期待を

５ポイント以上上回る回答率を示していた。他方、自

己理解の重要性や生きるうえでの大切なことへの気づ

きのように、これからの自分の人生において自己理解

に対する重要性を認識した学生も少なからず確認され

た。これらのことを勘案すると、本授業はただ自己の

理解を促すだけでなく、今後の人生の中で自発的に自

己理解を深めていこうとする動機づけにまで影響を及

ぼす可能性が示された。一方で、受講前の学びへの期

待で見出された就職・就職活動の準備については、受

講後の学びの意味付けではカテゴリーとして見出され
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なかった。新たに開発された自己開拓は、就職や就職

活動などワークキャリアと密接に関連する内容に偏重

せず、ライフキャリアの視点を重視した授業内容を取

り入れている。その結果、ワークキャリアに関する学

びの意味づけがなされなかったものと考えられる。

コミュニケーションについては、受講前の学びへの

期待でも見られたコミュニケーション能力の向上、多

様な他者との交流、自分と異なる他者の視点の理解の

小カテゴリーのほかに、コミュニケーションの大切さ

といった小カテゴリーが新たに見出された。７割強の

学生が自己開拓でコミュニケーションに関することを

学んだという認識をしていたことから、コミュニケー

ライフキャリア教育科目「自己開拓」の開発および教育効果の検証

―21―

Table4

学びへの期待および学びの意味づけに関する自由記述回答の分類カテゴリーと回答例



ションについても新たに開発された自己開拓のプログ

ラムにおいて多くの学生に学びの意味づけをもたらす

授業であったことが示された。とりわけコミュニケー

ション能力の向上と自分と異なる他者の視点の理解に

ついては、授業前の学びへの期待から５ポイント以上

上回る回答率を示したことから、期待以上に学生のコ

ミュニケーション能力を向上させ、コミュニケーショ

ンを取るうえで重要な自他の違いについて理解できた

ものと考えられる。なお、コミュニケーション能力の

向上については、授業前の学びへの期待で記述されて

いた全般的で漠然としたコミュニケーションの向上だ

けでなく、学んだ内容として具体的なコミュニケーショ

ンにまで言及されていた。そこで、コミュニケーショ

ン能力の向上の小カテゴリー内でさらに分類したとこ

ろ、全般的なコミュニケーション能力の獲得以外にも、

グループワークでのコミュニケーション・スキルの獲

得、他者に合わせたコミュニケーション・スキルの獲

得、聞くことの大切さとスキルの獲得、自分から話し

かけるスキルの獲得、初対面の人とのコミュニケーショ

ンへの慣れとスキルの獲得、自身の特徴を踏まえたコ

ミュニケーション・スキルの獲得、といったより具体

的な内容に分類された。自己開拓は、従来から普段関

わりのない他者との交流を授業に組み込んできたが、

新プログラムにおいてもその方針を積極的に踏襲した。

昨今、大学生であっても同質性の高い友人関係が築か

れ、多様な関わりを築くことの難しさが指摘されてい

る（cf.辻,2016）。しかし、少なくとも自己開拓を受

講する学生は、外集団との交流の機会を望んでおり、

さらに、新たに開発された自己開拓プログラムによっ

て外集団との交流を促した結果、特定のコミュニケー

ション能力が著しく向上したと考えられる。

4 まとめ

4．1 新プログラムの教育効果

近年のキャリア教育において、ライフキャリアの視

点を重視したライフキャリア教育の必要性が指摘され

ている。本研究では、こうしたキャリア教育の現状を

勘案し、従来行われてきた自己開拓にライフキャリア

の教育内容を導入したライフキャリア教育科目「自己

開拓」の開発を行い、その教育効果の検証を行った。

教育効果の検証の結果、新しく開発された自己開拓

プログラムの各回の授業での学びは学生に高く評価さ

れており、授業への高いコミットメントを促し、キャ

リア意識を深めることが示された。とくに本授業では、

自己理解を深めるために、授業前半では自己や他者の

視点から自己理解を促し、そうした自己理解に基づい

て、授業の後半では他人のライフキャリアと比較しつ

つ自身のライフキャリアを考えたり、他者と異なる自

分がいかにライフキャリアを構築するかを考えたりと、

現実的なライフキャリアを想定しつつ統合的な自己理

解をはかった。授業後半で、キャリア意識の深まりが

非常に強くみられたのは、こうした段階的な自己理解、

および、ライフキャリアと自己との関連付けが、効率

的に自己理解、ひいては、キャリア発達を促すことに

つながったものと考えられる。

また、授業全体の教育効果については、量的な調査

による効果検証から、自尊感情の向上、進路選択に対

する自己効力の向上、時間的展望の未来の側面の拡が

り、そしてキャリア・アダプタビリティの向上など、

従来の自己開拓とほぼ同様の十分な教育効果が確認さ

れた。なお、コミュニケーション・スキルについては、

これまでの効果検証とは異なり、コミュニケーション・

スキルの向上が確認された。こうした結果は、自由記

述回答に基づく質的な調査による効果検証からも支持

される結果であり、学生は自己開拓を受講することで、

自己理解を深め、コミュニケーション能力を向上させ

ていることが明らかとなった。これらのことから、新

たに開発されたライフキャリア教育科目「自己開拓」

は十分な教育効果を有する可能性が示された。

ところで本授業では、就職や就職活動といったワー

クキャリアに関する教育内容に偏らないよう、ライフ

キャリアの授業内容による構成を行った。具体的には、

授業後半で多重役割を援用することで市民性の役割を

担うライフキャリアを展望したり、将来生活に使用す

る資金を考えさせることで多様な働き方について理解

を促したりするなどのワークを取り入れている。ライ

フキャリア教育科目「自己開拓」は低年次向けのキャ

リア教育科目であることから、受講生が現在の大学生

活、そして卒業後の生活を主体的に考え、行動化に向

け準備をしていけるよう授業を構成する必要がある。

そのためには、学生の能動的な授業参加を促すべく、

できる限り学生の授業に対する心理的な抵抗感を低減

することが求められるが、ワークキャリアに偏ったキャ

リア教育は時として、学生の心理的な抵抗感を引き起

こす可能性がある（cf.杉本,2019）。しかし、本授業

で得られた教育効果を勘案すると、ライフキャリア教

育の視点を重視した教育内容を設定した本授業は、学

生の心理的な抵抗感を引き起こすことなく、能動的な

授業参加を促したものと考えられる。

4．2 今後の課題

本研究では新たに開発されたライフキャリア教育科

目「自己開拓」について十分な教育効果が示されたが、

それらは今年度の受講生でのみ見られる効果とも考え

られる。今後は従来の自己開拓と同様、継続的に教育

効果の検証を行い、単年度に限定されない教育効果を
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有しているかについて検討する必要がある。

また本研究では、自己開拓の新プログラムにおいて、

従来の自己開拓と同様の教育効果が示されたが、従来

の自己開拓と比較して同等以上の教育効果を有してい

るかについては検討がなされていない。こうした効果

量の大きさについても今後検討の余地があるだろう。

なお本研究では、コロナ禍の制限があり、統制群の

協力者に学科の偏りがみられた。その結果、授業開始

前の時点で、統制群の進路選択に対する自己効力、時

間的展望の目標指向性、キャリア・アダプタビリティ

の自信、コミュニケーション・スキルにおいて、受講

群より高い傾向がみられた。それにより、授業期間を

通しての変化が統制群で十分にみられなかったとも考

えられる。コロナ禍の制約を乗り越えるのは非常に困

難であるが、受講群と統制群の協力者の構成にも十分

配慮し教育効果の検証を継続することが求められる。
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Abstract

Consideringtherecenttrendsincareereducationintheuniversity,this

studyredesignedthecareereducationsubject“Self-MotivationDevelopment,”

whichincludestheeducationalcontentoflifecareerandverifieditseffect.

Thus,therecentlydesigned“Self-MotivationDevelopment”stimulatedhigh

commitmentanddeepeningofcareerawarenessineveryclassprogram,as

wellasthesufficienteducationaleffectlikeimprovementofself-esteem,

improvementofself-efficacyinchoosingacareerpath,expansionoffuture

aspects of time perspective, improvement of career adaptability, and

acquisition ofcommunication skillswereconfirmed throughouttheclass

program,showingtheachievementoftheeducationalgoal.Consequently,the

needforcontinuousverificationoftheeducationaleffectinthefutureand

examiningwhetherithasaneducationaleffectthatisnotlimitedtoasingle

fiscalyearwasnoted.
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lifecareereducation,verificationofeducationaleffects,careerdevelopment



実践研究・実践報告



1 はじめに

2011年度の全学共通教育のカリキュラム改訂以来、

全学英語教育科（現人間力創成教育院・語学教育プロ

グラム・英語）では全学共通教育科目のスキル教育科

目として「英語スキルⅠ／Ⅱ」を実施し、その成果や

課題について検討すると同時に、その成果を本誌や学

会等で発表してきた（今村・大門，2020、大門他，

2010;2011;2012;2014;2015;2016;2017;2018、和

田他，2013a;2013b、Imamuraetal.,2019、Wada

etal.,2014）。2017年度には到達度確認テスト（共通

テスト）の改訂を行い、翌2018年度からは改訂版を用

いて授業を行っており、同年および2019年度の結果に

ついては大門他（2019,2020）で報告し、2017年度ま

でに見られた問題点が概ね改善されたことを報告した。

遠隔授業のため到達度確認テスト等が実施できなかっ

た2020年度については、当該のテストに関する結果を

報告することができなかったが（大門他，2021）、

2021年度は対面授業が基本となったので、その報告を

行いたい。

2 授業の概略と実施したテスト

「英語スキルⅠ／Ⅱ」の受講生は、入学時に行われ

るフレッシュマンテストの成績によって、上級、中級、

初級の３つのレベルに分けられる。教科書および教材

は全学英語教育科（現語学教育プログラム・英語）の

教育方針に沿ったものである。2011年度と2012年度に

は既存の教科書を、2013年度からは独自に作成した教

科書を使用している。

当初から、学習の到達度を測るために、各学期の最

後に、（ⅰ）読解方略（リーディング・ストラテジー）

に関する問題、（ⅱ）文法に関する問題、（ⅲ）語彙に

関する問題、の設問からなる到達度確認テストを実施

してきたが、2017年度に改訂を行い、（ⅲ）を秋学期

に独立して行う語彙テストとして実施し、各学期の最

後に行う到達度確認テストは（ⅰ）読解方略に関する

問題と（ⅱ）文法に関する問題に限定した。また、そ

の内容についても、より応用力を測る問題に改訂した

（大門他，2019;2020）。

さらに、秋学期には授業内容とは独立した実力テス

トを実施し、フレッシュマンテストの成績と比較する

ことで、英語力の変化の確認を行っている。

以下、３節、４節、５節では、それぞれ、到達度確

認テストの結果、語彙テストの結果、フレッシュマン

テストと実力テストの結果について報告する。遠隔授

業となった2020年度はフレッシュマンテスト以外のテス

トは実施されなかったが、一年間を置いて実施された

2021年度の数値が2019年度の数値と変化しているかど

うかの比較も行う。６節では、到達度確認テストおよ

び語彙テストがフレッシュマンテストおよび実力テス

トとどれくらい相関しているかを検討し、これらのテ

ストがどれだけ受講生の実力を反映しているかという

点について確認する。７節は成績に関する報告である。

3 新版到達度確認テストの結果

3．1 春学期

レベル毎の到達度確認テストの結果を表１から表３
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に示す。有効数は初級が73（2019年度は156）、中級が

1904（2019年度は1731）、上級が251（2019年度は272）

であった。表の一行目における「春方略」「春文法」

の部分は新版の到達度確認テストにおける「読解方略

問題」および「文法問題」を、またその後の「21」「19」

は、それぞれ「2021年度」「2019年度」を指す。2019

年度の数値は、大門他（2020）で報告したものである。

また、数値は全て100点満点に換算してある。

なお、2021年度の数値の分析に用いたのは、SPSS

Statistics27（MacOSX版）である。

詳細は大門他（2020）に譲るが、2018年度、2019年

度に実施された新版のテストで見られた改善点、すな

わち、（ⅰ）「零点」の受験者は一部のレベルに限定的

である、（ⅱ）標準偏差の値の差は旧版のテストより

少なくなっている、という傾向は続いていた。なお、

2019年度の値と比べて初級の数値が高めで中級の数値

が低めなのは初級に割り振られた受講生の数が少なく、

逆に中級に割り振られた受講生の数が多かったためだ

と考えられる。

3．2 秋学期

次に秋学期の到達度確認テストの結果を表４から表

６に示す。有効数は初級が70（2019年度は152）、中級

が1836（2019年度は1694）、上級が249（2019年度は

262）であった。数値は全て100点満点に換算したもの

である。

春学期よりも全体的に得点が低めなのは、秋学期の

問題には春学期の既習内容も含まれるため難易度が上

がるからだと考えられる。春学期のテスト結果に関し

て述べた旧版テストからの改善点２点は今回のテスト

でも見られた。

平均点は2019年度よりも高い傾向にあるが、得点の

ばらつきは、特に中級において大きくなっているよう

である。2019年度と比べて初級の数値が高めなのは春

学期と同じ理由だと思われる。一方、中級の数値につ

いて文法ではほぼ変わらず、読解方略ではむしろ高め

になっている点についてはうまく説明がつかない。こ

の点については今後注視していきたい。
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表１ 春学期の到達度確認テストの結果（初級）

表２ 春学期の到達度確認テストの結果（中級）

表３ 春学期の到達度確認テストの結果（上級）

表４ 秋学期の到達度確認テストの結果（初級）

表５ 秋学期の到達度確認テストの結果（中級）

表６ 秋学期の到達度確認テストの結果（上級）



4 語彙テストの結果

2018年度より実施をはじめた語彙テストの結果を表

７から表９に示す。有効数は初級67（2019年度は151）、

中級1843（2019年度は1687）、上級247（2019年度は

262）であった。

2019年度と比べ、初級の数値が高めで中級の数値が

低めなのは、春学期の到達度確認テストと同じ理由で

あると思われる。

5 フレッシュマンテスト・実力テストの結果

新入生は入学時に全員フレッシュマンテストを受け

るが、一年次の秋学期、11月末から12月初旬に、二年

次のクラス分けの参考資料として、また、入学時から

の英語力の変化を測るために、実力テストを受けるこ

とになっている１）。このテストは、フレッシュマンテ

ストと比較可能な内容であるため、両テストの得点は、

受講生の実力の伸長を知る参考資料として用いている。

両テストの数値を表10に示す。

平均点では若干の伸びが見られるが、統計的に有意

に差があるかどうかをWilcoxonの符号付き順位和検

定を用いて分析した２）。その結果、.05の水準で有意

であることが分かり、2019年度と同一の傾向が見られ

た。この点は喜ぶべきであろう。

6 テスト間の相関

2018年度、2019年度の到達度確認テストについては、

旧版のものと比べ、フレッシュマンテストや実力テス

トとの高い相関が見られる傾向にあり、より受講生の

実力を反映していることが確認された。この点につい

て確認したところ、表11に示すように、2021年度につ

いても同じ傾向が見られた。

7 成績について

2019年度までは出席率と成績の関係を検討し、単位

の取得に至らなかった受講生の大部分は出席回数自体

に問題があったことを指摘した。2021年度の成績につ

いては教室指定上の問題で出席率データが必ずしも実

態を反映したものでないため、成績と出席率の関係に

関する正確なデータを提示することができない。した

がって、ここでは、それぞれの評価を受けた人数と、

それが全体に占める割合（括弧内）のみを示すことに

する。また、比較のために、2019年度の数値も合わせ

て示す（表12）。

2021年度の全学英語教育に関する報告

―29―

表７ 語彙テストの結果（初級）

表８ 語彙テストの結果（中級）

表９ 語彙テストの結果（上級）

表10 フレッシュマンテストと実力テストの結果

表11 フレッシュマンテスト／実力テストと

到達度確認テストとの相関



2019年度は、秋学期と比べて春学期の方がＳ評価の

受講生の割合が高いのに、2021年度はその逆になって

いる、Ａ評価の受講生については2021年度の春学期の

割合が高く、Ｅ評価については2021年度の秋学期の受

講生の割合が高い、といった違いがあることは指摘で

きるが、その理由について考察することは難しい。し

たがって、ここではデータの提示にとどめておきたい。

8 結語

一年のブランクの後の対面授業実施であったが、概

ね2019年度と同じような状況に戻ったと思われる。成

績については2019年度以前のような検討はできなかっ

たのは残念であった。今後もデータ収集、分析、検討

を重ねて、より良い教育体制の構築を目指していきた

い。
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注

１）「実力テスト」は、2012年度までは「プレースメ

ントテスト」と呼ばれていた。

２）非正規分布をなしていたため、ノンパラメトリッ

クな検定を行った。検定方法はSPSSがデータに基

づいて自動的に選択したものである。

参照文献

今村洋美・大門正幸（2020）「中部大学におけるオン

ライン全学英語教育の取り組み－教員間連携に焦点

をあてて－」大学英語教育学会第35回中部支部大会

（オンライン開催）での口頭発表.

大門正幸・今村洋美・西村智・野田恵剛・山田伸明

（2010）「大学英語教育に関する基本方針について－

専門教育機関としての大学における英語教育の在り

方を巡って－」『中部大学教育研究』10,23-28.

大門正幸・柳朋宏・西村智・野田恵剛・山田伸明

（2011）「全学英語教育に関する中間報告」『中部大

学教育研究』11,87-94.

大門正幸・今村洋美・西村智・野田恵剛・山田伸明・

柳朋宏（2012）「平成23年度秋学期の全学英語教育

に関する報告」『中部大学教育研究』12,81-89.

大門正幸・今村洋美・西村智・野田恵剛・山田伸明・

和田珠実（2014）「平成25年度の全学英語教育に関

する報告」『中部大学教育研究』14,29-37.

大門正幸・今村洋美・西村智・野田恵剛・山田伸明・

和田珠実（2015）「平成26年度の全学英語教育に関

する報告」『中部大学教育研究』15,65-74.

大門正幸・今村洋美・加藤由崇・西村智・野田恵剛・

和田珠実（2016）「平成27年度の全学英語教育に関

する報告」『中部大学教育研究』16,89-97.

大門正幸・今村洋美・加藤由崇・西村智・野田恵剛・

和田珠実（2017）「平成28年度の全学英語教育に関

する報告」『中部大学教育研究』17,35-44.

大門正幸・今村洋美・加藤由崇・西村智・野田恵剛・

和田珠実（2018）「2011年度～2017年度の全学英語

教育に関するまとめ」『中部大学教育研究』18,1-6.

大門正幸・今村洋美・西村智・野田恵剛・和田珠実

（2019）「2018年度の全学英語教育に関する報告」

『中部大学教育研究』19,1-7.

大門正幸・今村洋美・加藤由崇・西村智・野田恵剛・

和田珠実（2020）「2019年度の全学英語教育に関す

る報告」『中部大学教育研究』20,31-36.

大門正幸・今村洋美・西村智・和田珠実・加藤由崇・

中島眞吾（2021）「2020年度の全学英語教育に関す

る報告－オンライン授業への取り組み－」『中部大

学教育研究』21,13-20.

和田珠実・大門正幸・今村洋美・西村智・野田恵剛・

山田伸明（2013a）「平成24年度の全学英語教育報

告」『中部大学教育研究』13,79-85.

和田珠実・今村洋美・大門正幸（2013b）「中部大学

におけるEGAPを意識した全学英語教育カリキュラ

ム改革」大学英語教育学会第52回国際大会（於京都

大学）での口頭発表.

Imamura, Hiromi; Wada, Tamami; Ohkado,

Masayuki（2019）“ Utilizing a Tailor-made

Textbook Focusing on EGAP ata Japanese

University,” poster presentation atJACET

Seminar2019,TamagawaUniversity,Japan.

中部大学教育研究 No.22（2022）

―30―

表12 それぞれの評価の割合（春）
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Abstract

Since 2011,the division of English Education（Language Education

Program,English,SchoolofGeneralEducation）hasbeenprovidingeducation

basedonthenewlyestablishedpolicyasinreportedinOhkadoetal.（2010）.

Wehadalsobeenreportingtheresultsofthenewcurriculum asmeasuredby

thecombination oftwoexisting testsand twonewly created tests:the

freshmantestandtheproficiencytest;andtheachievementtestandthe

vocabulary test.Thispracticewasdiscontinued in 2020becauserelevant

classeswereallheldonlineduetothespreadofCOVID-19andthetestswere

notconductedintheregularfashion.However,face-to-faceclasseswerere-

establishedin2021andalmostalltheclasseswereconductedasbefore.In

thispaper,wereporttheresultsoftheabove-mentionedtestsandseeifthere

arenotabledifferencesbetweentheresultsin2021andthosein2019.

Keywords

EnglishEducation,AchievementTest,FreshmanTest,ProficiencyTest,VocabularyTest



1 OhioProgramforEnglishLanguage

Teaching（OPELT）

The OPELT,born ofa collaborative effort

between Chubu University and its partner

university,OhioUniversityintheUnitedStates,is

comprisedoffivefull-timeinstructors.Since1990

OPELThasservedChubuUniversitybyproviding

highly-qualified,native-levelfluentEnglishspeaker

TESOL（TeachingEnglishtoSpeakersofOther

Languages）professionalsintheirgeneralEnglish

classes.TheOPELTmissionexpandedin1998when

thePreparationforAcademicStudyinEnglish

Overseas（PASEO）wasestablished,whichallowed

OPELT tofurtherfulfillitsmissiontoChubu

University.Namely,thethreeprincipalgoalsofthe

programare:

・Toprovidehigh-quality,comprehensiveEnglish

language instruction to Chubu University

students,faculty,andstafftoassistthemintheir

academicandoccupationalpursuits.

・To promoteinternationalization and greater

cross-cultural understanding by providing

opportunitiestoexploreAmericancultureand

gainvaluableexperienceusingEnglishinsideand

outsidetheclassroom.

・ To empower students with the necessary

languageandculturalskillsandtheconfidenceto

work,travel,andorstudyabroad.

2 ProgramforAcademicStudyinEnglish

Overseas（PASEO）

PASEOisanon-intensive,elective,English-as-a-

foreign-languageprogram.Studentswhoenrollin

theprogramareplacedintooneoffiveproficiency

levels（1islow,5high）.Studentsadvanceinlevel

based on their performance in class and by

instructorevaluation.According to enrollment

reportsonfile,thefivelevelswereoriginallybased

onprofessionalstandardsestablishedbyTESOL

andACTFL（AmericanCouncilontheTeachingof

ForeignLanguages）guidelines.However,records

ofspecificallywhichguidelinesorhow previous

facultyusedthem tocreatefivedistinctlevelsfor

thePASEOdonotexist.

Generally,theprogramattemptstoofferclasses

attimesthatdonotconflictwithstudents'regular

academicormajorcourses.Studentsmaytake

PASEO coursesforuniversitycredit.Since2006
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Abstract

ThisreportprovidesasummaryoftheOhioProgram ofEnglishLanguage

TeachinganditsPreparationforAcademicStudyinEnglishOverseas（PASEO）

program inthe2021academicyear,April2021-March2022,alongwithsome

enrollmentdata.DespitetheongoingCOVID-19pandemiccausingmultiple

transitionsbetweenin-personandonlineclasses,thePASEOprogram sawan

increasein enrollmentoverthepreviousyear,returning topre-pandemic

numbers.
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Englishlanguageeducation,OhioProgramofEnglishLanguageTeaching（OPELT）,

PreparationforAcademicStudyinEnglishOverseas（PASEO）



PASEO courseshavebeen included in Chubu

University'saccreditationstatusandcounttowards

students'GPA.Studentswishingtoearncredit

mustregisterofficially through theuniversity

website,Tora-Net.

PASEOofferstwomaintypesofcoursesateach

ofthelevels:onefocusingonacademicskillsand

theotheroncontent-basedlearning.Theskills

courses,（ListeningandSpeakingandReadingand

Writing）are90minutes,twiceaweek.Theytarget

onelevelonly.Thecontentcoursesare90minutes,

onceaweek,andtargetatwo-levelrange.Class

sizesarecappedat25students,butin2021the

averageclasssizewasninestudents.Thissmaller

class size,compared to other classes at the

university, creates a more ideal learning

environmentastheinstructorhasmoretimeto

dedicatetoeachindividualstudent.Studentsare

providedampleopportunitiestouseEnglishinclass

tocommunicatewithclassmatesandtheinstructor.

Althoughtheprogramisdividedintofivelevels

and offers25differentclasses,asfarasthe

universityregistrationsystem isconcerned,there

areonly threePASEO classeseach semester:

Academic Listening and Speaking, Academic

ReadingandWriting,andContent.Thismeans

thatastudentcanonlyearncreditforaPASEO

courseonceforeachthespringandfallsemesters.

E.g.,AstudenttakesLS1（A）inspringandLS1

（B）infallandsubsequentlymovesuptoLevel2.If

thestudentoptstotakeLS2（A）inthefollowing

yeartocontinuetheirEnglish studies,he/she

cannottaketheclassforcredit.

Following a completely onlineyearin 2020,

PASEOclasseswentbacktotheclassroomforthe

majority of2021.Chubu University adopteda

hybrid policy throughouttheyearwith some

classeskeepingtheirdistance-learningformatand

others being held in-person,specifically labs,

experiments,seminars,andlanguageclasses.The

universityadvisedallinstructorstopreparetheir

classestobeofferedinbothformatsinorderto

enableflexibilityinthecaseofanotherstateof

emergencyandtoaccommodatestudentswhocould

notordidnotwishtoattendin-personclasses.

In accordance with the university's COVID

measures,PASEOclassformatsfortheyearwere

asfollows:

・Spring2021

�Weeks1-5－ In-person

�Weeks6-10－ Online

�Weeks11-15－ In-person

・Fall2021

�Weeks1-2－ Online

�Weeks3-15－ In-person

Although PASEO used the LMS（Learning

ManagementSystem）Schoologyin2020,being

largelybackintheclassroomin2021,therewasno

program-widemandateaboutwhichLMStousein

2021anditwaslefttoeachinstructor'sdiscretion.

Furthermore,Schoology changed itspolicy in

August,2020tonolongerallow anynew free

teacheraccounts,whichmeantthesystem was

financiallyandpracticallynolongerviableforthe

program.Theuniversitycontinuedtoofferuseof

bothitsin-houseLMS,CoursePowerandGoogle

Classroom.PASEO teachersmainlyusedGoogle

ClassroomandSchoologyastheirLMSsduringthe

year.

Thefall2021semestersawunfortunatelylower

enrollmentinthehigherlevelsthanusual,which

led to thedecision to closethreehigher-level

Contentcoursesections（StoryWriting,Cultural

Identity,and Grammar for Writing） and to

combineLevels4and5ofReadingandWriting.The

followingfactorsareassumedtohavehadaneffect

onenrollment:

・Reduced institutionalknowledge among the

student body in regards to the program's

existence and its complicated separate

registrationproceduresdueto

�falloutfrom theclosureoftheLanguage

Center（LC） catching up, i. e. most

upperclassmenwhohadtakenPASEOhoused

undertheLChadgraduated.

�afullyearofonlineclassesin2020withnoin-

person registration and no word-of-mouth

assistancebetweenstudents.

・LoweredinterestinEnglishlanguageandculture

dueto

�cancellation ofmost or allstudy-abroad

opportunitiesin2020-2021.

�lowerenrollmentintheEnglishLanguageand

CultureandInternationalStudiesdepartments

becauseofthepandemic'spressureonairline,

travel,andhospitalityindustries.
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・Thenew PASEO PlacementTestworkingas

designed,makingitmoredifficultforfreshmen

totestintothehigherlevels.

・ The addition of five new courses to the

curriculum.

3 CurriculumandProgramReview

Since2019theOPELTfacultyhaveconducteda

yearlycurriculumreview,whichlargelyfocuseson

theskills-focusedcourses,ListeningandSpeaking

（LS）andReadingandWriting（RW）.Subsequent

tothe2021review,thedocumentunderwentafew

minorchangesandshufflingofleveldescriptors,

butremainedlargelythesame.However,therewas

adifferenceofopinionbetweenfacultyastothe

document'susefulnessinguidingteaching,andin

theimplementationofextensivereadingintheRW

classes.

Futurecurricularreviewshouldaim toachieve

thefollowinggoals:

・DefineandstandardizeSLOs（StudentLearning

Outcomes）and objectivesforeach leveland

course,includingnarrowingthescopeofSLOsto

realisticallyachievablemeasurableoutcomesin

15or30classes.

・ Modify or revise the current curriculum

documenttomakeitmoreusefuloraccessibleto

encouragebuy-infromallfaculty.

・Considerthemeritsofconsolidatingthecurrent

fivelevelsintothree.Thisitemwasdiscussedin

2021butwasultimatelytabled.

Fivenewcontentcourseswerelaunchedin2021.

Allofthecoursesreceiveddecentreviewsincourse

evaluationsandwillbecontinuedin2022.Thefive

coursesandtheircreatorsareasfollows:

・PopCultureThroughEntertainment－ Olga

Sormaz

・GrammarforWriting－ KevinJambor

・AllAbouttheUSA－ ClayCampbell

・CurrentIssues－ RobCampbell

・PresentationSkills－ NoahRich

InMarch2022,KevinJamborreworkedanold

Content course,Amazing Stories,to replace

Writing Fundamentalsasa classwhich could

accommodatevery low levelstudents.Student

repliestoaCenterforInternationalAffairs（CIA）

surveyin2021indicatedthatthehurdletojoinan

English-onlyclasswasquitehigh,andthatthere

wasademandforaPASEO-style,communicative

classroom experiencethatallowedforsomefirst

languagesupport.AmazingStorieswaspilotedin

spring2022.

In ordertohelpandencourageadoption of

extensivereadingacrosstheprogram,thedirector

alsoutilizedsomeoftheOPELTbudgettopurchase

moregradedreadersforteacherstouseintheir

PASEOclasses.

Regular teacher-teacher and director

observationswerebeguninFall2021inorderto

increasesharing,communication,andtoimprove

ourteachingpractice.InMarch2022thedirector

createdanobservationform forprogram useto

hopefully:

・makeobservationsshorterandeasier,sowecan

observeLSandRW classes.

・promptmeaningfuldiscussionsbetweenfaculty

onteachingpractice.

・helpfacultyprovideeachotherclearactionable

feedbackonareasforimprovement.

・ be used not as an evaluation or for

accountability.

4 Orientation,Registration,and

PlacementSystem

DuringFebruaryandMarchof2021,theOPELT

facultycollaboratedtodesign,write,record,and

pilotanoriginalonlineplacementtest,thePASEO

Placement Test （PPT）, which was then

implemented to place all incoming students

startingwiththeSpring2021semester.Thefirst

twosemestersofplacementseem toindicatethe

testworksasdesigned,althoughitmayprove

beneficialtoadjusttheoriginalcutscores,which

werederivedfrom asmallsamplesizeofstudents

usedtopilotthetest,inordertohaveitbetter

matchourlevels.

Tocontinueimprovingthefollowingstepsare

proposed:

・simplifyingtheoverallsystem.

5 ProgramEvents

The program's large-scale special events

remainedcancelledin2021becauseoftheongoing

COVID-19pandemic.However,inthefallsemester,

AReportonPASEOClassesin2021
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incoordinationwiththeCIA,theConversation

Room was started. OPELT instructors host

informal60-minutesessions（3:30-4:30pm）onceor

twiceamonth.ThishasreplacedtheCoffeeHour

startedin2019.

・PASEOParty（spring）－ CANCELED

・EnaRetreat（fall）－ CANCELED

・CoffeeHour（weekly）－ DORMANT

・ConversationRoom（～4daysperweekduring

semester;schedulevariespermonth）

6 Summary

TheOPELTcontinuestofulfillitsmissionto

Chubu University despitethechallengesofits

faculty'slargelyindependentyetdual-department

assignment.Courseevaluationresponsesshownear

unanimouslypositivereviewsandareatestament

thatPASEO remainsapopularandrewarding

opportunityforstudents.

7 EnrollmentData

EnrollmentforFall2021（242）nearlyreturnedto

pre-pandemicFall2019numbers（255）,butbecause

ofthefiveextraclasses,thenewPPT,andfewer

higher-levelstudents,theaverageclasssizeislower

thantwoyearsago,15.3inFall2019vs8.5inFall

2021.TheCollegeofBioscienceandBiotechnology

addedPASEOtoalistofclassestheirstudentsneed

tofulfillagraduationrequirementin2021;thus,

theirnumbershavemorethandoubledover2019

and2020thisyear:33→ 30→ 78.

Successesindicatedbyenrollmentdatainclude:

・Reducingstudentscutfrom ahighof142in

Spring2019downto0inFall2021.

・Reducingstudentswhodropaclassdownfroma

highof102inSpring2019to53inFall2021.

・Increasingenrollmentfromdepartmentsoutside

ofHumanitiesandInternationalStudies,viz.

Engineering,BioscienceandBiotechnology,and

LifeandHealthSciences.
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Table1 PASEOEnrollmentSummary2021

Figure1 EnrollmentbySchoolYear2021
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Figure4 ChubuUniversityGenderRatio2021
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2021年度のパセオ教育に関する報告

ジャンボル ケビン＊1

＊1 人間力創成教育院 語学教育プログラム（英語）講師

要 旨

本稿では、2021年度（2021年4月から2022年度3月まで）のオハイオ英語教育プログラム（オペルトOPELT）

および同プログラムの海外英語留学準備カリキュラム（パセオPASEO）の概要とその受講者データについ

て報告する。コロナ禍において、対面授業から遠隔授業に切り替えて実施しなければならなくなったにもか

かわらず、パセオの受講者数はコロナ前と変わらない水準まで復活したことなどがわかった。

キーワード

英語教育、オペルト（OPELT）、パセオ（PASEO）



1 はじめに

筆者は2022年春学期にフランス・ペルピニャン大学

からの交換留学生をTAに迎え、全学共通教育科目の

二つのフランス語「フランス語入門Ⅱ」「実践外国語

Ａ」の授業を担当した。留学生TAと共に行ったこれ

らの授業を通じて、全学向けの第二外国語教育のあり

方や異文化交流の意義について、非常に多くの学びが

得られたため、本稿で報告する。

2 交換留学生TAを迎えて

2021年11月、国際センター、国際・地域連携部国際

連携課より連絡を頂き、中部大学が交換留学協定を結

んでいるフランス・ペルピニャン大学修士課程の学生、

ルカ・リコルさんが来日するとのことで、人間力創成

教育院語学教育プログラム（外国語）に所属する筆者

に指導教官を引き受けてほしい旨の依頼を受けた。期

間は2022年春学期の間である。ルカさんは新型コロナ

感染症流行によって何度も来日延期を余儀なくされた

にもかかわらず、数年越しに日本での留学を強く希望

してきた熱心な学生とのことであった。

2022年３月下旬、コロナ流行状況には関係者全員最

後まで気を揉まされたが、ルカさんは無事来日を果た

し、直後に国際センター担当者の方とZoom三者面接

を行って、彼の研修時間割を決定した。ルカさんは、

国際センターで日本語を週10コマ程度履修し、その他

に日本文化研修、茶道華道実習、奈良研修旅行に参加

予定とのことであった。そして筆者が指導するのは、

人間力創成教育院語学教育プログラム（外国語）が担

う全学共通教育科目「フランス語入門Ⅱ」と「実践外

国語Ａ」でのティーチングアシスタント（TA）とし

ての実習ということになった。（その後、国際センター・

ConversationRoomでの会話TAも週１コマ行ってい

た模様であった）。

2．2「フランス語入門Ⅱ」「実践外国語Ａ」の

授業

「フランス語入門Ⅱ」には、今学期27名の登録者が

いた。全員に「入門Ⅰ」の受講経験がある。「フラン

ス語入門Ⅰ」は、毎学期10クラスが開講され、計390

名ほどが受講している。単純に計算すると、これら

「入門Ⅰ」の受講生の中から１割弱がさらにフランス

語学習を続けようと考え「入門Ⅱ」を履修していると

いうことになる。クラスの中には、スペイン語話者２

名と、ドイツ語の履修経験のある工学部３年生、マレー

シアからの交換留学生（マレー語、中国語、英語、日

本語が堪能）がおり、多言語的に開かれた雰囲気であっ

た。「実践外国語Ａ」は２年に一度開講される「入門

Ⅱ」よりさらに一段階上のクラスになる。こちらは８

名の受講者で、一層少人数であったが、中には中国語

が母語の学生（日本語、英語も堪能）、フランス留学

経験のある学生、すでにこの授業を受けたので単位は

取れないが、また受講したいということで自主的に受
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フランス交換留学生TAとの授業

－「フランス語入門Ⅱ」「実践外国語Ａ」の実践報告－

鈴木 順子＊1

要 旨

フランス交換留学生をTAに迎えて行われた2022年春学期のフランス語授業は、ネイティブ発音が聞ける

ことや質問への丁寧な対応などから、学生からの評価が大変高かった。主担当教員にも余裕が与えられ、ピ

アレビューやペアワーク、会話創作・実演などの新たな取り組みが可能となった。さらにTAがフランスや

出身地域について複数回報告してくれたことで、異文化に対する理解を深める機会、他者への想像力を育む

貴重な契機が与えられた。

キーワード

第二外国語教育・人文知・交換留学生ティーチングアシスタント（TA）・ペアワーク・ピアレビュー

＊1創造的リベラルアーツセンター、人間力創成教育院リベラルアーツ教育プログラム 語学教育プログラム（外国語）准教授



講している国際関係学部の３年生などがおり、こちら

も多言語に開かれた雰囲気があった。

使用テキストは、両方のクラスとも、会話練習を重

視しながら、週一回の第二外国語授業でこなせる範囲

の文法事項の習得を目指したものが選ばれている。下

の図１は、その一つで、生活に密着した単語の確認、

例えば色の名前を言わせたり、フランス語で自己紹介

をさせたりするところから始まる。

筆者が今学期両授業を担当するにあたっては、中部

大の学生が第二外国語を選択する動機、学習に際して

のニーズや興味を考えて、１）できるだけフランス語

を学んだ経験が楽しい記憶になるような授業にするこ

と、そのために、例えば学部が異なる者同士でペアを

組んで会話練習を行うなどの工夫をすること、２）多

言語に触れることの重要性や、英語圏ではない文化に

触れることの面白さができるだけ伝わる授業にするこ

と、この二点を目指した。そのため、あいさつや自己

紹介の仕方を学ぶことを中心に取り上げ、他方文法事

項の解説や単語の暗記は必要最低限にするよう心がけ

た。

3 フランス人TAによって可能になったこと

初回授業（４月半ば）においてルカさんに自己紹介

をしてもらったところ、母語のフランス語以外に、地

域言語のカタルーニャ語、英語、スペイン語が話せる

とのことであった。彼にとってはこの時が学生との初

めての顔合わせで、多少緊張しているように見えた。

初回は、黒板の字も小さかったが、注意しなくても数

回後の授業では大きく読みやすい字で板書してくれる

ようになった。右上の図２は、フランス映画では何を

観たら良いかという質問を学生がした際に、すぐにい

くつもの映画タイトルを板書してくれている様子であ

る。

ルカさんは常にさまざまな授業アイデアを提案して

くれた。特に臨機応変にスマートフォンやインターネッ

ト資料を授業中に活用することが上手であり、早くも

初回からスマートフォン画面に色を表示するといった

方法を用いていた。それにより図１に示すテキストの

色の名前の学習が容易となった。そのため、ルカさん

との授業では、終始それらのツールを積極的に用いる

ことにした。（彼によれば、フランスでは、公立高校

入学時に全員がノートパソコンを所持し授業に臨むと

のことである。購入には補助金が出る。）

また、授業中積極的に質問などをしていた学生には、

授業後自分から英語で話しかけ雑談していた。個々の

学生をよく見て丁寧に対応しており、また大変フレン

ドリーで親しみやすい人柄であったため、学生にはと

ても身近に感じられ信頼できるTAだったと思われる。

3．2 フランスに関するプレゼンテーション

学期中パワーポイントを用いながらフランス文化に

ついてのプレゼンテーションをするよう依頼したとこ

ろ、５、６月末に行ってくれた。発表に際してはルカ

さんがフランス語で話し、筆者が逐語訳をした。

まず５月末に、フランスの学生生活について発表が

あった。特に学生が聞き入っていたのは日本との違い

であった。例えば、フランスには大学入試がないが

（バカロレアという全国統一の高校卒業資格試験を通

過できれば基本的に全国どこの大学にも入学できる）、

入学後の進級の厳しさは有名で、ルカさん自身も失敗

体験があるということを話してくれた。最初に入学し

たのはモンペリエ大学という南仏でも有数の有名大学

の理系学部だったが、残念なことに２年次に進級でき

なかった。進路変更を余儀なくされ、改めてよく自分

の適性を考え直し、語学が好きで能力も高いことに気

づいて、ペルピニャン大学という実家に近い大学の英

文学部に入り直したところ、その後は大変うまくいっ

ているとのことだった。「自分はモンペリエ大学で失

敗した後、実はパリのソルボンヌ大の文学部に行こう

としたのですが、こちらはコロナの影響でパリに足を

運ぶことが許されず、エントリーできませんでした。
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図１ 「実践外国語Ａ」テキスト

図２ お薦めフランス映画を板書



でも今では、地元のペルピニャン大学に行ったことを

よかったと思っています。なぜなら、そのおかげでペ

ルピニャン大にある日本との交換留学制度を使ってこ

こに来られ、皆さんに会えたわけですから」と言って

いた。ルカさんは20代前半で学生たちとの年齢も近い。

日仏の学校制度の違いはあるものの、進路選択におい

て挫折があった場合、そこでどのように頑張るか、自

分の失敗談を正直に語ることで多くを教えてくれた。

ルカさんがコロナに負けず日本に来たいと希望し続け

ていた理由、動機も、理解できるように思った。

発表後には、学生から多くの質問が出た。エクセル

にまとめて彼に送ったところ、すべてに対して次週丁

寧に答えてくれた。その中からいくつか選んで紹介す

る。

１）「日本とフランスの大学を比べて双方の良い所と

悪い所を教えてください」

ルカさんによれば、フランスには大学入試というも

のが存在せず、バカロレアを取得できればどの大学で

も入れ（しかし前述の通り進級が厳しいが）、また学

費がかからないのが良いとのことだった。日本の良い

ところは、大学内にコンビニや銀行など便利な施設が

あり、部活やサークル活動が盛んであることが良いと

思う、ということだった。

２）「フランスは学費が実質無償ということですが、

学費が無償ということはその分授業の質が低くなるの

ですか？教授たちはタダ働きなのですか？」

ルカさんは、フランスの大学がほぼすべて国立であ

り、教授職は給与面でもかなり優遇された職業である、

と言った。フランスでは教育は社会が行うものと考え

られており、家庭が行うものと考える日本とは、根本

的に教育観が大きく異なることに学生たちは驚いてい

た。

３）「部活は何があるのか知りたいです」

フランスには大学に部活やサークルというものがな

く、スポーツや文化活動は、地域が運営する団体に加

入して行うという説明があった。

４）「日本は高校生までは髪色やメイクに厳しいです

が、フランスではどうですか？」

ルカさんにとっては、「髪を染める」というのはショッ

キングピンクなどの派手な色にすることを意味するら

しく、黒髪から明るめの茶色にする程度のことを念頭

に質問した学生とははじめ話が噛みあわなかった。教

室に一人として同じ髪の色の学生がいないフランスの

教室風景と日本のそれとの違いが思い起こされ、この

すれ違い自体が筆者自身には興味深かった。ルカさん

の答えは「目立つ色に染めるときには親の許可があれ

ばOKだろう。学校ではまあ問題ない」とのことだっ

た。

二つ目のルカさんによるプレゼンテーションは６月

末に行われ、自分の故郷であるカタルーニャ地方につ

いて語ってくれた。カタルーニャ地方がフランスとス

ペインのはざまで困難な歴史を背負わされてきたこと、

現在もそれが続いていることがわかる大変貴重なもの

だった。自らの、フランス人でありカタルーニャ人で

もあるというアイデンティティの複雑さについても語っ

てくれた。例えば親友は同じカタルーニャ人だが、ス

ペイン人だということである。しかし学生の側にヨー

ロッパの歴史や地域問題についての基本的な知識が欠

けており、筆者も時間の制約から詳しい解説を補足で

きなかったため、当事者の生の証言、せっかくの貴重

な話も学生側の理解は浅いものになってしまったかも

しれない。しかし、カタルーニャ州旗の成り立ちや意

味を聞く学生もいて、これに対してルカさんは丁寧に

説明してくれた。学生の側からは例えば以下のような

感想が出た。

１）「フランスが日本と違い多様性のある国だからな

のかどうかは分かりませんが、スペイン語や英語を話

せるというのは旅行や海外での仕事で役に立つ様なこ

とを自然に話せるようになるということで羨ましいと

思いました」

これに対しルカさんは、「フランス人すべてが必ず

しも語学が得意なわけではありません。自分はたまた

まカタルーニャ地方の出身であり、多言語の環境にあっ

たからだと思います。一般的なフランス人の中には、

世代によりますが、実は英語が話せるのに積極的には

話さない人も多いです」とのことだった。

２）（ルカさんが、父親がカタツムリ料理をしてくれ

る話をしたことに対して）「カタツムリを取って食べ

ていることに驚きました。釣りをしてお魚を食べると

同様に、カタツムリをとって食べることは普通にされ

ているのですか？」

ルカさんの答えは「はい」だった。気をつけるべき

は、小さいカタツムリは取らないこと、大きいカタツ

フランス交換留学生TAとの授業
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図３ フランスでの学生生活について紹介



ムリを選ぶのが良い、なぜならよく熟れているからと

いうことだった。

３）「フランス人が外国に旅行する際にはどこが人気

ですか？」

EU圏内であれば、自由に往来できるということで、

フランス人にとってはEU圏内の旅行が手軽で人気だ

ということであった。そしてペルピニャン在住のルカ

さんにとっては、フランス・パリよりもスペイン・バ

ルセロナの方が距離的にも心理的にもずっと近く（バ

ルセロナはカタルーニャ州の州都）、例え国内であっ

てもパリにはこれまで２回しか行ったことがないが、

国外でもバルセロナには数えきれないほど行っている

ということだった。ペルピニャンに住んでいて都会で

遊ぼうと思うならまずバルセロナに行くとのことであっ

た。これも学生たちにとって国境の意味を問い直すきっ

かけを与えてくれるエピソードだったのではないか。

これらの他にも、「ルカさんの発表を聞いて、フラ

ンス人全体の性格は集団主義より個人主義的な考えな

のではないかと思いました。日本では集団主義の性格

の人が多いので真逆の考え方の国同士だなと思いまし

た」のような感想もあった。

4 TAがいることで可能となった取り組み

ルカさんには、学期中、宿題などの提出物や小テス

トの採点添削を依頼した。彼はフランス流に、テスト

は20点満点でつけ、また、正解に�マークをつけてい

たので、学生たちは返却された答案の見方に慣れるま

で少し時間がかかったようだったが、大きな問題はな

かった。おかげで筆者の授業後の負担はかなり軽くなっ

た。

そのため、生じた時間で様々な新しい試みができた。

例えば、学生に２人１組で会話を作って演じてもらう、

という取り組みを行った（２回目の小テストと期末テ

スト時）。会話の創作時のアドバイス、発音や演技の

指導もルカさんと二人で行った。想像以上に、学生ら

も楽しみながら工夫を凝らしてやってくれたように思

う。どのペアも完璧に会話を暗記してきていた。これ

もルカさんがいてくれたため、二人で手分けをして発

音をチェックしたり、些細な質問にも答えたりするな

どのきめ細やかな対応・指導ができたからである。

ピアレビュー（図４）の試みも初めて可能になった。

学生同士が上記の会話演技を採点し合い、それを筆者

やルカさんの採点に加えて実際の成績に加えるという

ものである。採点要素は、「暗記度」「表現力」「発音

の正確さ」の三項目で、それぞれ５点満点でつけても

らった。教員だけが採点を行うよりも、相互採点の方

が、採点者になっているときには熱心に聞くことにな

る。また採点される側になっているときにも、仲間に

採点されるということで練習時のモティベーションが

上がり、適度の緊張感が保たれる。相互採点は総合的

に、大変良いように見受けられた。確かに、「自分で

も正しく発音できているかどうか自信がないのに、人

を採点できない」という意見もあった。そのため、

「ネイティブのように発音できているとか、絶対的に

正しい発音である、ということではなく、適度なスピー

ドで聞き取りやすかったか否か、言っていることが伝

わったか否かで考えてほしい」と説明した。

また、普段なかなか板書する余裕のない、最新のフ

ランス語の言い回しや、流行りの単語などもルカさん

は適度に板書してくれ、学生には好評だった。

映画鑑賞の時間も取ることができた。ルカさんが映

画好きな様子だったので相談したところ、いくつか候

補を挙げてくれ、最終的に、ディズニー系のアニメー

ション映画「レミーのおいしいレストラン」（2007年、

原題は「ラタトゥイユRatatouille」。南フランスの家

庭料理名）に決まった。これをフランス語版日本語字

幕で鑑賞した。パリのレストランを舞台にしたコメディ

である。学生には大好評だった。

ルカさんが授業中の教材提示や検索にスマートフォ

ンをツールとしてよく使っていることから、学生にも

授業ツールとして大いに使ってもらうことにした。下

記の図５は、ルカさんが提供したSNS画面である

（ルカさんの飼い犬が迷子になったが、運よく見つかっ

たことを報告する投稿）。ルカさんにならい、自分の

飼っているペットの写真をスマートフォン画面に出し、

２人１組の会話で用いることにした。それぞれが自分

の飼っている動物（飼っていない人は架空、インター

ネット上の写真で可）をスマートフォンで提示しなが

ら「かわいいね」といった感情表現を入れつつ会話を

作るようにした。

例えばペットの名前を紹介させた時のことであるが、

飼い猫の名前が「ムー」だと言う学生に、ルカさんが

その意味を聞いたところ「ムーはムーミンからとった」

という説明であった。それに対しルカさんは、ムーミ

ン（Moomine,Moomintroll）について小説として
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図４ ピアレビューのための採点表



もキャラクターとしてもまったく知らなかったため、

「それは何か」とたずねた。こうした場合、自分たち

の間で広く共有されている知識や慣習であっても、場

所が変われば常識ではないことに気づかされ、その際

には、簡単な文法や言葉を駆使してできるだけ相手に

ニュアンスが伝わるように工夫をしなければならない。

そのような難しいが貴重な機会が、ルカさんのおかげ

でこのケース以外も多々得られた。学生たちにとって

はルカさんと話すことで、自分たちの文化、常識を客

観的に見る機会が大いに得られたことと思われる。と

ころでルカさんの飼い犬の名前は「リュセット」で、

これはカタルーニャ語で「光」という意味だというこ

とだった。

4．2 TAからの提言

「日本の学生はなぜ授業中発言をしたがらないので

すか？間違えて単位を落とすのが怖いからですか？」

これはルカさんが筆者に「最後に一つお聞きしたいこ

とがあります」と改まって前置きしてからした質問で

ある。筆者とのフランス語の授業のみならず、他の授

業を見学した際にも同じことを感じ、滞日中最も疑問

に思ったことの一つだという。残念ながら、日本の学

生は、小中高時代に教室内で教師が正解としたこと以

外のことを言ったり予期しない質問をしたりすると怒

られるということを多くの人が長く体験してきたため、

大学生になっても、恥をかきたくないと言う気持ちか

ら発言を控える人が多い、おそらくそれは単位を落と

すことが怖いからというよりは、学生同士の間ででき

るだけ目立ちたくないと感じてのことではないか、と

説明した。

ルカさんは納得し、日本人が外国語に弱いのはその

せいではないかと思うと言った。彼によれば、フラン

ス人も、外国語習得は他国に比べると得意ではないが、

フランスの場合には、特に上の世代に自国中心主義が

強く、それが語学学習欲を弱めているということだっ

た。

ルカさんは、滞日中、授業と並行して修士論文を執

筆しており、それは外国人向けのフランス語の教授方

法論についてだった。彼は「メソード・アクショネル

（lam・thodeactionnelle）」がフランスで最近最も行

われている方法であることを教えてくれた。これは、

調べてみると、行動中心主義（アクショネル）なアプ

ローチに基づいた授業のことで、「学習の中心はあく

まで学習者であり、彼らのニーズや興味をできるだけ

正確に把握した上で授業を組み立てること」を念頭に、

「外国語教育を通して学習者が身につけるべき最も大

切なことは、外国語の能力そのものというよりはむし

ろ、21世紀のヨーロッパ市民として不可欠な異文化間

意識を備えたバランスのよい人格形成であり、母語や

文化の異なる他者と理解し合い、共通の目的達成のた

めに協力し合えるようになること」を目標に掲げる教

授方法論だということである。（参考：小西英則

「Robert,Jean-Pierre,Rosen,Evelyne,Reinfardt,

Claus（2011）.FaireclassesenFLE-Uneapproche

actionelleetpragmatique.Paris:Hachette,192p.

の 書 評 」《 Revue japonaise de didactique du

fran・ais》10巻1-2号、2015年、pp.177-179.https://

doi.org/10.24495/rjdf.10.1-2_177最終アクセス2022

年９月20日）

手法としては、グループワークの重視なども掲げら

れており、日本における第二外国語教育にも応用でき

そうなヒントが多々あり、さまざまな気づきが得られ

た。教育法の更新には常に努めていきたいと改めて感

じた。

学期末に行われた「学生による授業評価」において

は、驚くほど留学生TAについて評価が高かった。回

答者のほぼ全員が自由記述欄に何らかのコメントを残

してくれた。

自由記述回答者24名の中で、多かった評価意見をま
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図５ 身近なSNSを教材に



とめると以下のようになる。なお、否定的な意見はな

かった。

１）ネイティブの発音に毎回触れられたことがよかっ

た（同意見13名）

２）発音、文法、単語知識などについて質問した際の

対応が丁寧で優しく、質問がしやすかった（同意見12

名）

３）フランス文化、フランス内地域文化を知ることが

できた（同意見８名）

詳しくは、Tora-netPortal→リンク「授業評価・

授業改善アンケート」→「魅力ある授業づくりのため

に」→ログイン（学内者限定）→「鈴木順子2022年春

学期」をご覧いただきたい。

こうした留学生TAへの学生の満足度の高さが、授

業運営全般に対する肯定的評価にもつながったことは

明らかである。筆者に余裕が与えられ、新しい試みも

行えたため、「実践外国語Ａ」については、「この授業

に取り組む教員の熱意ある態度を感じましたか」「授

業を理解させるためのいろいろな手段・工夫は適切で

したか」「教員は学生の反応を確かめながら授業を運

営していましたか」「この授業は総合的に魅力的な授

業でしたか」に対して全員が最高点の５点をつけてお

り、「フランス語入門Ⅱ」については、それぞれ平均

獲得ポイントが4.78,4.67,4.73,4.63点となった。

（図６は最終授業で撮影したルカさんと学生たちの様

子である。）

5 おわりに

ネイティブのTAとのペアで行う授業は筆者にとっ

て初めてであったが、これほど学生から好意的な反応

が得られるとは思っていなかったし、また筆者にとっ

ても大いに助けられ、かつ学びが多い学期になり嬉し

い驚きであった。ネイティブTAと複数で受け持つ授

業は学生にも日本人教員にも大変実りの多いものであ

ることがわかった。このように教員に余裕を与え、そ

れによって学生一人一人を大事にできる授業は大変貴

重であると思う。

最後に、第二外国語教育について、2022年７月２日

に中部大学創造的リベラルアーツセンターが行ったシ

ンポジウム『リベラルアーツと自然科学』のパネリス

トによる対談の中で、次のような発言があったので紹

介したい。パネリストの一人である長谷川眞理子氏

（総合研究大学院大学学長）が次のように述べている。

「語学というのは、言語の体系が違うと人間の自分自

身や世界に対する見方や考え方がどれほど違うのかを

学ぶものであり、単にフランス語がぺらぺらになると

かいうことではない。（略）広く深い物の考え方がで

きる人間になると、一市民として、これからの社会に

おいて直面する諸問題に対し、何ものにも惑わされる

ことなく自分自身の判断を下すことができるようにな

る。そういう人間になることが最終目的」であると。そ

れを受けて司会者の石井洋二郎氏（創造的リベラルアー

ツセンター長）が「他者への想像力が不可欠です。だ

からこそ『人間知＝ヒューマニティーズ（Humanities）』

を涵養するリベラルアーツ教育が重要」と述べていた。

（詳細は『リベラルアーツと自然科学』水声社、2022

年冬刊行予定を参照のこと。）

たった半年の第二外国語学習で何が得られるのかと

思われる向きもあるかもしれないが、短い期間ではあっ

ても、世界にはこれほど自分とは違うものの見方をし

ている人がいるということを知る大事な経験を、第二

外国語の授業では積むことができる。そしてそれは他

者への想像力を持つ人間を育てる貴重な一歩になると

思う次第である。今回の留学生TAとの授業は、こう

した異なる他者と出会う人間知（ヒューマニティーズ）

としての第二外国語授業に多少なりとも近づけたので

はないかと感じている。

次はいつになるかはわからないが、こうした留学生

TAを迎える機会が今後も続くことを心より願いつつ、

本学における全学共通教育科目のフランス語授業につ

いては、上のような理念のもとで今後も引き続き取り

組んでいきたい。

最後になったが、中部大学における交換留学生制度

を支え、コロナ禍でも力を尽くされている国際関係学

部国際学科の先生方、国際センター・国際・地域推進

部国際連携課の胡桃澤様、岡島様他の皆様に心から敬

意を表したい。

ルカさんは中部大学では熱心に日本語の勉強も並行

して行っていて、教員免許を取得したら再度日本に来

てフランス語を教えることを願うと言っていた。これ

は彼と日本で出会った人皆の願いでもあるかと思う。
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図６ ルカさんと学生たち
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1 はじめに

中部大学では、情報化社会に対応すべく2004年度新

入生から個人でPCを全員に所有させ、履修申告や講

義などで活用している。人間力創成教育院 情報教育

プログラムでは、１年次の春期と秋期にPCを用いた

情報教育の導入講義の情報スキル入門と情報スキル活

用を開講している。特に春期に開講される情報スキル

入門は、ほぼ全ての新入生が履修するため、基本的な

コンピュータの使い方やOfficeアプリケーションの使

い方などについて学部学科を問わず統一的に教えるこ

とが可能である。

2 新入生のPC所有と情報教育

新入生を対象とした情報スキル入門はPCを使用す

る講義である。情報スキル入門では基本的なPCの使

い方、インターネットの接続方法、Officeアプリケー

ションやツールの説明を行う。

2．1 これまでの経緯

中部大学では、情報化社会に対応すべく2004年度新

入生から１人１台のPCを所有させており、それに伴

い大学キャンパス内でもPCが使用できるように情報コ

ンセントや電源コンセントの敷設（10号館）やコンピュー

タに関する相談室CCC（Computer Consultation

Center）の設置、eラーニング教材、Webシラバス、

Web履修申告などが整備された。それまで開講され

てきた「情報処理入門」の名称を変更し、「コンピュー

タ入門」「コンピュータ活用」とした１－３）。現在、CCC

はCSD（ComputerSupportDesk）、「コンピュータ

入門」「コンピュータ活用」は、「情報スキル入門」

「情報スキル活用」となっている。「情報処理入門」や

「コンピュータ入門」では、教科書は市販の「情報処

理（第２版）」を使用していた４）。「情報処理（第２版）」

の内容は主にコンピュータの基礎知識や情報システム

など情報処理に関する内容のため、PCの初心者や文
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2022年度入学生を対象とした情報スキル入門の教科書の改訂

－遠隔講義に対応した教科書とカリキュラム－

藤井 隆司＊1・鈴木 知治＊2・鈴木 肇＊3・山田 裕子＊1

要 旨

中部大学では、2004年度の新入生から全員がノートPCを所有して活用している。2020年度春学期、新型

コロナウイルス感染拡大の影響により、急遽、遠隔講義での実施となった。遠隔講義では、講義がリアルタ

イムで実施される「オンライン型」と講義資料や録画済みの動画が事前にインターネット上に置かれ、受講

生が好きな時間に受講する「オンデマンド型」で講義が学生に提供された。どちらの講義の場合でもPCと

インターネット環境が必要であり、PCを使いこなすスキルも一定程度必要となる。しかし、新入生の中に

は、はじめて自分のPCを持つ学生やPCに対して苦手意識を持つ学生も多く、インターネット接続やWebメー

ルの設定、ソフトウェアのインストールなどをすべて自身で設定することは非常にハードルが高い。我々、

人間力創成教育院 情報教育プログラムは、新入生のPC導入講義の情報スキル入門と情報スキル活用を担当

している。情報スキル入門は、新入生のほぼ全学生が履修しており、かつ全学でPCを活用させる講義であ

るため、この講義中に遠隔講義用のソフトウェアやツールの説明をすることで、他の遠隔講義をスムーズに

受講できるようになるのではと考えた。そのために、新入生が遠隔講義やレポート提出に対応できるように

従来の教科書の内容の大幅な見直しと修正、加筆を行った。また、2022年度から開始となったAI数理デー

タサイエンスプログラムに関連して、最近の情報化社会の流れの１つでもあるAIについても教科書に加筆

した。これらについて報告する。

キーワード

情報スキル入門、コンピュータ教育、コミュニケーションツール

＊1工学部 講師 ＊3AI数理データサイエンスセンター 教授

＊2人間力創成教育院 情報教育プログラム 教授



系の学生向けではなかった。そこで、2012年３月に講

義担当者が各章を執筆した教科書「情報スキル－情報

基礎と応用－」（図１）を作成し、2012年度の新入生

から新しい教科書とシラバスで講義を行った。

2．2 遠隔講義

2020年度春学期、新型コロナウイルス感染拡大の影

響を受け、遠隔での講義実施となった。これは、一部

現在も取り入れられ、新しい講義スタイルとして定着

している。遠隔講義では、コミュニケーションツール

を使用して、リアルタイムで講義を実施する「オンラ

イン型」と講義資料や録画済みの動画が事前にインター

ネット上に置かれ、受講生が講義時間に制約されるこ

となく受講することができる「オンデマンド型」があ

る。オンライン型、オンデマンド型のいずれの講義の

場合でも必ずPC環境が必要であり、PCスキルも必要

となる。遠隔講義では、講義開始の連絡や内容、使用

する学習支援ツールなどが事前に学生宛にメールで通

知される。そして当然のことながら１回目の講義から

すべて遠隔講義のためのツールが使われる。しかし、

入学して間もない新入生には、これら（大学からのメー

ルを読み、どの学習支援システムを使用するかを理解

し、必要なソフトウェアをインストールする）を理解

して実行することは、ハードルがとても高い。さらに、

遠隔講義では、課題の提出をデジタルデータとするケー

スが非常に多い。課題提出も講義によって提出方法が

異なる。そのため、新入生の導入教育のしかも早い段

階において、メールを読み、学習支援システムを使用

し、必要なソフトウェアをインストールし、使用方法

を理解することが非常に重要となる。

遠隔講義で主に使用されるシステムとツールは下記

のものがある。

学習支援システム

・CoursePower

・BlackBoard

・GoogleClassroom

コミュニケーションツール

・メール（Tora-netメール）注１）

・GoogleMeet

・Zoom

上記のように複数のソフトウェアがあり、それぞれ

の学科や科目、担当教員によって講義で使うソフトウェ

アが異なる。また、学生への連絡や質問などは一般的

にメールが使用されるが、教員から学生へメール送信

する場合、学生のメールアドレスは学籍番号を元にし

たものとなるため、入学後に初めて利用できるように

なる。また、メールの閲覧方法についてもWebを使

用して確認する方法、スマートフォンにアプリをイン

ストールする方法など様々な方法がある。しかし、こ

れらの詳細な説明会が事前に開催されることはなく、

講義担当の教員からのメールが確認できていないとい

う学生からの相談も受けることがある。

2．3 情報スキル入門の教科書（変更前）

情報スキル入門の教科書「情報スキル-情報基礎と

応用-」では、中部大学内でのインターネット接続方

法やメールの書き方、Officeアプリケーション実習な

どを採用した。独自の教科書を用いることにより、

OS（Windows）や講義で使用するOfficeアプリケー

ションなどのバージョンアップにも柔軟に対応可能と

なっている。変更前の教科書の内容は下記となる。

第１章 はじめに

第２章 コンピュータのしくみ

第３章 ネットワーク・中部大学のネット利用

第４章 PCとネットワークを安全に使うために

第５章 ネットワークの情報の利用

第６章 ソフトウェアのインストール

第７章 コンピュータのデータの取り扱い

第８章 電子メール、Webサービスとインターネッ

トの歴史

第９章 Word（基本操作）

第10章 Wordを使ったレポート作成について

第11章 表計算ソフトウェアExcelの基礎

第12章 表計算ソフトウェアExcelの応用

第13章 プレゼンテーション

第14章 情報と社会

付録 e-learningシステムを使用した学習

教科書は全部で14章の構成となる。そのため、全15
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図１ 情報スキル教科書



回の講義に対して、ほぼ１週につき１章の内容を行う

ようになっている。見直し前の教科書の内容は、一般

の情報処理学習に使用される章立てに、大学で使用す

るネットワークやメールの使用方法を追加した形で構

成される。また、PCが４月の講義開始までに調達で

きない学生も当時は多く、１回目と２回目の講義では、

PCを使用した実習は行わない内容とした。

2．4情報スキル入門の教科書（変更後）

2020年度以降、多くの講義が遠隔講義となり、初回

からPCとネットワーク接続が必須となった。また、

講義開始時までにほとんどの新入生はPCを用意する

ことができているため、講義の初回からPCを使用す

ることも可能となった。そのため、情報スキル入門の

早い段階で遠隔講義用のソフトウェアやツールの説明

を行うことで、他の遠隔講義や教員との連絡がスムー

ズになると考え、講義の第１週目、２週目に配置した。

2022年度新入生用に教科書の構成を下記に示す（新た

に追加された章・内容が改訂された章を太字で示す

）５）。

第１章 はじめに

第２章 授業で使うネットワーク

第３章 PCとOfficeアプリケーションの操作

第４章 PCとネットワークを安全に使うために

第５章 情報社会と著作権

第６章 ネットワークサービスとソフトウェアの利用

第７章 コンピュータのしくみ

第８章 コンピュータのデータの取り扱い

第９章 インターネットの歴史とWebサービス

第10章 Word（基本操作）

第11章 Wordを使ったレポート作成

第12章 Excel（基礎操作）

第13章 Excel（応用）

第14章 PowerPointを用いたプレゼンテーション

第15章 情報と社会

付録Ａ e-learningシステムを使用した学習

付録Ｂ Macの基本的な操作方法

全体の構成については以前の内容を踏襲しつつ、講

義の早い段階で大学から学生に対して配付された大学

のメールアドレスを使用したメールの送受信、遠隔講

義用のツールについての説明、Officeアプリケーショ

ンの確認を行う。情報スキル入門の早い段階で遠隔講

義用のソフトウェアやツールの説明を行うことで、他

の遠隔講義や教員との連絡が可能となる。変更後の教

科書、講義内容では、新入生が遠隔講義へのスムーズ

な出席、レポート提出、教員と学生の間のコミュニケー

ションを円滑に行えるようになる。また、2022年度か

ら開始したAI数理データサイエンスプログラムに関

連して、最近の情報化社会の流れの１つでもあるAI

とデータサイエンスについても簡単な説明と事例につ

いて掲載した。

3 教科書で新しく追加・追記した内容

今回、教科書の構成について、遠隔講義用のソフト

ウェアやOfficeアプリケーションを早めに使いこなせ

るように見直しを行った。追加・追記した項目（章）

は、下記の通りである。

・はじめに（１章）

・授業で使うネットワーク（２章）

・PCとOfficeアプリケーションの操作（３章）

・情報社会と著作権（５章）

・情報と社会（15章）

・Macの基本的な操作方法（付録Ｂ）

以下に追加した項目について説明する。

3．1 はじめに（第１章）

情報スキル入門の１週目の講義内で、本学の遠隔講

義に必要な学習支援システムとコミュニケーションツー

ルの説明を行う。これらは、本学の遠隔講義を受ける

にあたり、必ず知っておかなければならない内容であ

るため、特に新入生には周知する必要がある。そのため

新しい教科書の第１章に、これらのツールの簡単な説明

と使用方法について追記を行った。学習支援システムは、

CoursePower、BlackBoard、GoogleClassroomがあ

り、これらは講義の資料配付や課題の提出で必要とな

る。またコミュニケーションツールとしてTora-net

メール、GoogleMeet、Zoomについて記載した。

3．2 授業で使うネットワーク（第２章）

２週目では、講義で使うネットワークとして、大学

のネットワーク（有線LAN：e-Net、無線LAN：CWN）

の接続方法、Tora-netポータル、コミュニケーショ

ンツールについて学習する。また、ここで教員とのメー

ルのやりとりをマスターさせることを目的として教科

書の第２章の加筆を行った。

Tora-netポータルの各メニュータブの内容につい

て説明、休講・補講の情報や講義室変更など学生への

メッセージを確認する方法の説明を行う。次にTora-

netメールを使用して自身のメールアドレスの確認を

行い、署名の設定を行う。メールの書き方（簡単なマ

ナー）についてもここで学習する。

これにより、遠隔講義についての教員からの連絡を

受信する方法、担当教員への連絡方法、CoursePower

やメールでの課題提出方法について学習する。
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また、各自のスマートフォンでも大学からのメール

を確認することも可能であると説明する。

3．3 PCとOfficeアプリケーションの操作（第

３章）

遠隔講義が増えた際に、それぞれの講義でレポート

課題が課されるケースが非常に多くなった。これは対

面講義の時には、手書きのレポートや小テストを実施

していたものをデジタル化したケースが考えられる。

そのため、Officeアプリケーションについても早急に

実施する必要があると考え、３週目とした。第３章で

は、各自のPC内に作業用フォルダを作成させること

や、Officeアプリケーションが各自のPCにインストー

ルされているかの確認と簡単なファイルの作成（Word、

Excel、PowerPoint）と保存する実習を行うこととし

た。学科のなかには、課題のファイル提出時にWord

形式ではなく、PDF形式での課題提出を求められる

場合もある。そのため、今回変更した教科書には、

Wordの実習では通常のファイル形式での保存方法と

PDF形式ファイルでの方法を学習する方法を記載し

た。ただし、時間の都合で１回の講義内でWord、

Excel、PowerPointの３本のソフトウェアについて説

明する必要があるため、それぞれのソフトウェアにつ

いての詳しい説明は、後半の実習で学習させるとして、

ここでは基本操作の説明のみとした。

3．4 情報社会と著作権（第５章）

著作権の学習については、以前の教科書では第４章

の「PCとネットワークを安全に使うために」の中に

セキュリティや情報倫理の中で一部として掲載してい

た。しかし、最近の音楽や映画、ソフトウェアの違法

コピーや不正取得問題や、レポートなどでの引用や参

考文献など、大学生活において、著作権は非常に密接

に関連する内容が多いため、新たに第５章として独立

して章を設けた。

3．5 情報と社会（第15章）

第15章は、まとめの章であり、教科書の内容を網羅

した章であった。しかし、2022年度新入生から文部科

学省の「数理・データサイエンス・AI教育プログラ

ム認定制度」が適用される６）ことに合わせて、AIや

データサイエンスについての内容を追加した。この制

度は学生の数理・データサイエンス・AIへの関心を

高め、かつ、それを適切に理解し活用する基礎的な能

力を育成するため、数理・データサイエンス・AIに

関する知識及び技術について体系的な教育を行う大学

等の正規の課程（教育プログラム）を文部科学大臣が

認定及び選定して奨励するものである。これにより、

数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な能力

の向上及びその機会の拡大を図ることを目的としてい

る７）。情報スキル入門は、数理・データサイエンス・

AI教育プログラムの修了認定を取得するための必須

科目に指定された。これに従い、教科書のデータサイ

エンスと情報倫理に関する内容を強化した。具体的に

は「データサイエンスとAI」「情報倫理とAI倫理」に

ついての項目を追加した。

3．6 Macの基本的な操作方法（付録Ｂ）

毎年、ある一定数の学生がApple社のMacintosh

（以下Mac）で受講している。学部や学科により、入

学時に個人が用意するPCの必須条件は異なるが、

Apple社のMacは不可と明記しない学科もある。そこ

でMacの環境にも柔軟に対応できるよう、Windows

操作方法と同様にMacの基本的な操作方法も教科書内

に掲載した。さらに、アプリのインストール方法やエ

ディタなどのユーティリティについても簡単な使用方

法を付録として追加した。これにより、Windowsを

前提として書かれている教科書の実習はMacでもほぼ

同様に実習できるようになった。

4今後の情報スキル入門

2022年４月から高等学校では「情報Ⅰ」が共通の必

須科目となった。また、2025年からは大学入学共通テ

ストにおいても「情報」が出題されるようになる。今

後の情報教育は、GIGAスクール構想のもとで、初等

教育の段階から情報の教育を受けた学生が入学してく

ることとなる８）。そのような学生に対して「今までの

ようなPC初心者向けの講義内容でよいか。」など、情

報スキル入門の内容についても一部見直す時期である

と考える。幸いにも、情報スキル入門の教科書は担当

教員が執筆と編集を行っており、内容についても今回

の遠隔講義対応のように柔軟に変更が可能である。そ

のため、今後の情報スキル入門のあり方についても議

論を行い、その時代に合った内容に適宜変更していき

たい。

5おわりに

2020年度春学期、新型コロナウイルス感染拡大の影

響から、ほとんどの講義が遠隔講義となった。遠隔講

義では、「オンライン型」「オンデマンド型」といった

形態で講義が学生に提供された。オンライン型、オン

デマンド型いずれの講義の場合でもPCが必ず必要で

あり、ある程度のPCスキルも必要となる。また、遠

隔講義の場合、WordファイルやPDFファイルなどデ

ジタルデータとして課題提出が課されるケースが非常

に多くなる。しかし、新入生の中には、はじめて自分
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のPCを持つという学生も多く、インターネット接続

やWebメールの設定、ソフトウェアのインストール

など非常にハードルが高い。そこで新入生のPCを用

いた情報教育の導入講義である情報スキル入門の講義

を利用して遠隔講義の導入教育を行うことを考えた。

情報スキル入門は、新入生のほぼ全学生が履修してお

り、またPCを活用させる講義の性質上、ここで遠隔

講義用のソフトウェアやツールの説明を行うことで、

他の遠隔講義をスムーズに開始できると考えられる。

そのため、2022年度の教科書を作成するにあたり、従

来の教科書の構成と内容の大幅な見直しを行い、新入

生が遠隔講義へのスムーズな出席、レポート提出、教

員と学生の間のコミュニケーションを円滑に行えるよ

うにした。また、2022年度から開始したAI数理デー

タサイエンスプログラムに関連して、最近の情報化社

会の流れの１つでもあるAIについても簡単な説明と

事例について掲載した。2022年度の情報スキル入門を

終えて、章立てや内容に不足や修正点も見られたが、

とりあえずの目標は達成できたと感じている。

PCは今や道具として「使えて当然」となっている。

しかしながら、昨今の学生は、PCよりもスマートフォ

ンの使用に慣れており、PCのタイピング速度やOffice

アプリケーションの利用経験が乏しい。また自分の

PCについて、ウイルスやフィッシングなどの危険か

ら守るセキュリティについての知識もない。これらに

対応すべく、情報スキル入門は内容を逐次見直し、教

科書の内容を改訂することで対応していきたいと考え

る。また、これからは、小中学校のプログラミング教

育の開始により、初等・中等教育の場での情報教育が

盛んになり、高等教育の情報教育のあり方についても

大きく変貌する時期を迎える。また、今年度から始まっ

たAI数理データサイエンスプログラムについても、

本学では文理の枠を超えて教育を行うことになってお

り、その導入としての情報スキル入門がある。これか

らもコンピュータサポートデスクや総合情報センター

など学内のコンピュータ関連部署との情報のやりとり

を行いながら、情報スキルの教科書の作成とカリキュ

ラム構成を実施していきたい。

注

１）Tora-netとは、webを活用した学生サービスシス

テム。履修成績状況、試験時間割の確認などの他、

大学からのお知らせや休講・補講などの情報入手、

webメールなどwebを通じてやりとりすることがで

きるシステム
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RevisingaTextbookof“IntroductiontoInformationand
CommunicationTechnology”forStudentsEnrolledin

academicyear2022:

TheTextbookandCurriculum inConsiderationofRemoteClasses
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Abstract

Allnew studentsatChubuUniversityhavehadalaptopcomputersince

2004.In2020,withthespreadofCOVID-19,wesuddenlydecidedtointroduce

aremotelectureformat.Remotelecturesoffered"onlinelectures,"inwhich

lecturesaregiveninrealtime,and"on-demandlectures,"inwhichlecture

materialsandpre-recordedvideosareplacedontheIntranetinadvanceand

canbetakenatanytime.Asaresult,studentsmusthaveacomputer,

internetconnection,andcomputerskillstoparticipatein remotelecture.

However,therearemanystudentswhohaveacomputerforthefirsttime

andarenotgoodatcomputers.Theymayfinditverydifficulttosetupan

Internetconnection,setupmail,installsoftware,etc.bythemselves.Weare

inchargeof"IntroductiontoInformationandCommunicationTechnology"

and"AppliedInformation andCommunicationTechnology,"twocomputer

introductioncoursesfornew students.Wethoughtthatbyexplainingthe

remoteclasssoftwareandtoolsduringthelectures,otherremoteclasses

wouldgosmoothly.Wemadesignificantrevisions,corrections,andadditions

toexistingtextbookstoensurethatnew studentsarepreparedforremote

classesandreportsubmissions.Wealsoaddedthenewesttopic,AI,tothe

textbook.

Keywords

computereducation,remotelectures,COVID-19,InformationandCommunicationTechnology



1 Introduction

TheCOVID-19pandemicbroughtaboutdrastic

changesinthewaypeopleinteractedatwork,in

public,andatschools.Inordertomitigatethe

spreadofthevirus,universitiesswitchedfrom

face-to-faceclassestoadistance-learningmodel.

Thismovetoonlinechangedthewayteachers

andstudentsapproachedlearning.Teachershad

toreconfigureface-to-facecoursesinawaythat

wouldbeaccessibleonline,andstudentshadto

learnhow todealwithbeingphysicallyisolated

from theirpeers.Astheseverityofthepandemic

began towane,schoolsbegan toreopen their

classrooms and students returned to campus.

However, this return to school has not

necessarilycoincidedwithareturntonormalcy.

This study focuses on the challenges in re-

adaptingtoface-to-facelessons,bybothteachers

and students,in a required generalEnglish

courseforengineering studentsataJapanese

university.

2 BeforeCOVID-19

Before discussing the challenges of the

transitionfrom remotelearningbacktoface-to-

facelearning,itisimportanttounderstandhow

andwhy thecoursewasdesignedin thepre-

pandemicera.Thecoursewascreatedin2014to

―53―
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BacktotheClassroom:

bringinglessonslearnedfrom distancelearningback
intotheblended-learningclassroom

ALLEND.Patrick＊1 andOGURISeiko＊2

Abstract

TheCOVID-19Pandemicrequiredmanycoursestomigratefrom face-to-

facelearning toaremotelearning model.Thisstudy followsageneral

Englishcurriculum forroboticmajorsatChubuUniversityanddetailsthe

wayitchangedfrom face-to-faceclassroomstodistancelearningandback

again.Thefocusofthestudyisnotonlyonhowthecurriculum changedand

adaptedtofacenew challenges,butwhatlessonswerelearnedduringthe

changes.Itexplorestheeffectschangesin curriculum havehad on the

studentsin thesecondyearprogram in 2022,whojusttook thecourse

remotelyintheirfreshmanyearandjustfinishedtheirfirstsemesterofface-

to-faceinstruction.Thestudyaddressesboththeirperceptionofthecourseas

awholeandtheirmotivationinEnglishlearning.Thestudyaimstoserveas

asmallcasestudyinhow teachersandstudentscanadapttounexpected

changesinmethodsofstudyandhighlightboththegradualandnon-linear

natureofthelanguagelearningprocess.Finally,theexperiencesemphasize

theimportanceofflexibilityandpatiencewhenitcomestoEnglishlanguage

pedagogy.

Keywords

blendedlearning,remotelearning,motivation,teacherroles,coursedesign



fulfillthetwo-yearEnglishlanguagerequirement

forroboticengineeringstudents.Themaingoal

wastohelpstudentslearnpracticalEnglishfor

thepurposeofutilizingitintheirfuturecareers

in robotics. Other aims include increasing

opportunitiesforstudentstolearntogether,as

thefieldofroboticsengineeringoftenrequires

collaborationsamongmanyworkers,andhelping

to familiarize students with using computer

technology for the purposes oflearning and

communicating.

Studentsentering thecoursemostly havea

beginnerlevelorlowerproficiency in English

andaretypicallynotconfidentabouttheirown

abilitytobecomeanEnglishspeaker.Few are

ableto successfully self-regulatetheirEnglish

studyandmostlackthemotivationtotryself-

study.Intheinitialyearoftheprogram in2014,

roughly 99%（n=80）oftheincoming freshmen

reported that they felt either anxious or

reluctanttolearnEnglish.Moreover,manyof

thestudentsentering theprogram stillreport

thattheyfeelanxietywhenitcomestolearning

Englishasevidencedbytheincomingfreshmen

studentsof2021infigure1below where73%of

studentsindicatedbeingeither“alittleanxious”

or“veryanxious”aboutlearningEnglishbefore

enrollingattheuniversity.

Inordertoaccommodatethestudents’needs,

severalmoregoalswereadded to thecourse.

First,istocreateafoundationofbasicEnglish

skillsforthestudentstobuilduponandincrease

theircommunicativeabilities.Second,istohelp

easethestudents’anxiety andreplaceitwith

confidence in their ability to learn English.

Third,istoteachstudentsgoodstudyhabitsso

theycangrowintoself-regulatedlearners.

2.1 Pre-COVIDCurriculum Design

Thecurriculum isa blended-learning model

thatutilizesan onlinelistening and speaking

training application calledATR CALL Brix,a

web-based learning platform with a learning

managementsystem（LMS） called Glexa,and

twoface-to-facelessonsthatworkintandem to

reach learning targets in the courses. In

addition,thecurriculum alsoutilizesco-teaching

withaJapanesenativeteacher（JNT）andan

English native teacher（ENT）. Students are

separated into four differentlevels based on

standardizedtestscoresandteacherevaluations.

Duetoconcernsthatstudentsmightnotbeable

tostayfocusedforafull90-minuteclass,the

classesaredividedintotwo45-minutesessions:a

classwith theJNT focused on inputand a

workshop with the ENT focused on output.

Freshmen also attend a computer-assisted

languagelearning（CALL）courseforanextra90

minutesperweekwiththeJNT.Thisset-upcan

beseeninfigure2.

Blendingtheonlineandface-to-facestudyis

doneinacyclicalmannertohelpreinforceeach

learning target and scaffold each learning

activity into thenext.In thelong-term,this

cycletakesclassroom activities,cyclesthem into

self-regulatedlearning（SRL）activities,andthen
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Figure1:AnxietyfelttowardlearningEnglish

beforeenteringuniversity（Oguri&Allen,2021）

Figure2:Learningstructure2014-2019,2022



recycles them back into more classroom

activities,eachcycleaddingmoretothelearning

target.Eachlearninggoalisthencycledintothe

nextlearning targetas depicted in figure 3

below.

Figure 4（above） shows how lessons also

proceed through a repeating cycle of input,

practice,output,andintakethatslowlybuilds

upon itselfwith thegoalofsteadily building

student language competence. This circular

designiscalledcyclicalblended-learning.Itisa

methodthatwasdevelopedforthiscurriculum

undertheassumptionsthatlearningisbestdone

incrementally and thatlong-term retention is

better achieved through repetition than from

linearprogression.

3 RemoteLearningDuringthePandemic

Duetothelockdownsimplementedduringthe

COVID-19pandemic,universitiesbegan moving

toremotelearning.Thesechangesrequiredthe

curriculum toberedesignedinawaythatwould

continuetoallow cyclicalblendingwithoutthe

face-to-face classroom component.The answer

wastousevideo-conferencingsoftware（Zoom）

toholdsynchronousgrouplessons.

Theoverallcurriculum designremainedmostly

intact,butwithmoreweightputontheonline

learning.Thiswasmostlyachievedthroughthe

useoftheLMS,puttingupdetailedlecturenotes

and lessons and generally strengthening the

autonomous learning elements of the course,

including the listening/speaking training

softwareandaconversionofself-reflectionforms

from paper-basedtoonlineformat.

Finally,thetwo45-minuteface-to-facelessons

werechangedintoafewshortconversationswith

theinstructorsviaZoom inorderforstudentsto

practicewhattheyhadstudiedandforteachers

tocheckstudentprogressandconnectwiththe

students.

In thefirstyearofremotelearning（2020）,

studentshadone-on-oneinterviewswiththeENT

forroughly10-minuteconversationsonlytwicea

semester（figure6）.Asitwasthefirstattempt

atremotelearning,theteacherswereunsureof

how well students would adapt to remote

learningandwantedthecoursetomoveabit

slower than previous years. This way the

teacherscouldbesurethatnostudentwasleft

behindduetotheirleveloftechnicalexperience

orfamiliaritywithonlinelearning.Onemajor

factor was the unreliability ofmany ofthe

students' internet connections. One-on-one

conversationsallowedforteacherstobeableto

addresstheseissues.However,thisformathad

severaldisadvantages.

BacktotheClassroom
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Figure3:Long-term cyclicalblending（Ogurietal.,2018）

Figure4:Short-termcyclicalblending（Ogurietal.,2018）

Figure5:Remotelearningschema（Oguri&Allen,2021）



First,teachershadtorepeatthesamesetof

instructions or explanations to each of the

roughly90studentsintheclassatthebeginning

ofeach conversation,reducing theamountof

timeeachstudenthadforlanguageuse.Also,

studentsthathad noZoom appointmentwere

lessproductiveastheywouldlosesightoftheir

goalsbetween sessions.Moreover,studentsin

earliergroupswereabletosharedetailsofthe

interview contents,allowinglatergroupstobe

able to better prepare and giving them an

advantage over the earlier groups. Finally,

severalstudents were observed to be a bit

anxiousaboutmeetingwiththeinstructoralone.

In orderto addresstheseissues,theZoom

sessions were changed from individual

conversationstogroupconversations（figure7）.

TheENTwouldstillspeaktostudentsoneata

time,butstudentscouldlistenandlearnfrom

theirpeersaswellasmakecommentsorreactto

their peers’dialogues.Furthermore,the JNT

wouldprovidelanguagetips,vocabulary hints,

andgiveextraculturalinformationinthechat

tohelpfacilitatethestudentsastheyspoke.This

format helped build a stronger since of

community in theclassand also allowed for

moreopportunitiestomeetduringthesemester,

increasing from only 2sessionsin 2020to 6

sessionsinthespringof2021and7inthefall.

Althoughmoresessionscouldhavebeenadded,it

wasbelievedthatkeepingsmallergroupswould

improvethequalityofeachsession.

Overall,theremotelearning classesof2020

and2021weremostlysuccessfulinmeetingmost

ofthecurriculum goals.Intermsofattitudes

toward learning English,99%（n=84） of the

sophomore class of 2021 indicated a positive

changeintheirattitudetowardEnglishlearning.

Inaddition,theiroverallproficiencywithEnglish

showedanoverallincreaseovertheirtwoyears

ofremotestudyinthecourseasevidencedby

theirComputerAdaptedEnglishProficiencyTest

（CASEC）scoresasseeninfigure8.

4 BacktotheClassroom

4.1 Adifferentclassroom

Studentshavereturnedbacktoface-to-facefor

thiscoursestarting in thespring semesterof

2022.Thisalsomarkedareturntotheoriginal

curriculum design used before the pandemic,

albeitwithseveralrestrictionsonwhatactivities

canbedoneduetoprecautionsagainstCOVID-

19.Beforethepandemic,groupworkwasalarge

partofthe curriculum,butsocialdistancing

requirements make it more difficult to put

students in groups while maintaining a safe

distancewithlimitedspaceintheclassroom.In

addition,studentsareencouragedtonotmove

aroundtheclassroom asmuch,sominglingand

relayactivitiesarenoteasilyutilized.Theuseof

facemasksalso preventsstudentsfrom being

abletoseemouthmovementduringspeechand

makesitabitmoredifficultforquieterspeakers
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Figure7:IndividualZoominterview（Oguri&Allen,2021）

Figure8:Classof2020CASECscores（Allen&Oguri,2022）

Figure6:IndividualZoominterview（Oguri&Allen,2021）
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tobeheard.Furthermore,moreruleslead to

moretimeneeded forclassroom management;

somestudentsarelesscautiousaboutproper

mask usage and socialdistancing and need

reminders.

4.2 Generalbenefitsofface-to-face

Despitetheselimitations,thereturntoface-to-

faceallowsformoreopportunitiesto connect

withthestudents,toobservetheirlearning,for

studentstopracticethelanguage,andawider

varietyofteachingmethods.

A returntotheclassroom meansmoretime

with the students. During remote learning,

studentsmetinsmallermanageablegroups,and

thus were only able to learn together a

maximum of7timesinasemesterinsteadofthe

15opportunitiesbeing on campusprovides.In

addition, monitoring students working in

distanced pairs or individually is more

manageablewhen thereisaphysicalpresence.

Physicalpresencealsomakesitfareasiertosee

how thestudentsapproach theirlearning and

whatlearning strategiesthey areusing.For

example,teachersareabletoseewhetherornot

students are taking notes during class when

theirentireworkspacecanbeobserved.Thisis

especially true when contrasted with remote

learning.Itisquiteeasyforstudentstohave

multiplecomputerwindowsopenduringaZoom

lesson.Theycouldbelookingatsocialmediaor

playingagamewithZoom inthebackground

withouttheteachernoticing,something much

moredifficulttodowheninclass.

4.3 Adaptingfrom remotetoin-class

Studentsthatspenttheirfreshmanyearinthe

remoteclasshavehadtoadjusttolearningina

face-to-faceenvironment,aprocesswith which

somestudentshavehaddifficulty.Onedifficulty

someofthesophomorestudentshaveisbeing

consistentwiththeironlinework.Onthesurface

thisseemsquitesurprising.Onewould think

thatstudentsshouldbeaccustomedtodoingthis

work from their previous experience during

remoteclasses.However,thesestudentsbuilta

habitofdoing their onlinework during the

designatedclasshour.Thisisnotpossibleduring

face-to-facelessons,sothestudentsseem tobe

strugglingtofindtimeoutsideofclassestodo

theirhomeworkandself-regulatedstudy.

Inconsistencywithdoingtheonlineworkalso

makestheface-to-facelessonsmorechallenging

forthestudents.Itisexpected thatstudents

havesomefamiliaritywithlearningtargetsfrom

lessonpreview contentdoneonlinebeforeclass,

andthatthestudentsarepreparedtoengagein

classactivities.When they havenotdonethe

work,someunderstandablystruggleduringthe

lesson.

5 LessonsLearned

Theexperienceofchangetoandbackfrom a

distancelearningmodelhashighlightedseveral

aspects of language teaching. First is to

remember that learning is not necessarily a

linearprocess.Althoughweliketothinkthat

studentsareprogressing with each classand

eachlesson,learningcanhappeninchunksand

spurts.Whatlookslikeasetbackmightinstead

beanaturalpartofanaturallearningprocess.

In addition, as D・rnyei（2001） suggested,

motivation isa gradualprocess.So,teachers

shouldbepatientwith theirstudentswhen it

seemstheyarestruggling.However,theyshould

alsobeactiveinreflectingonhowtobettermeet

studentneeds.Inotherwords,teachersneedto

beabletoidentifywhatissuesareurgentand

what can wait.This comes through careful

observationandalittlebitofpatience.

Beingflexibleisalsoimportantinthefaceof

limitations.Whensocialdistancinglimitsgroup

work,onethingwewereabletodoisutilize

languagelabheadphonestomakegroupswithout

students needing to get closer. In-class

microphoneswereavailabletothequietstudents

whohaddifficultybeingheardthroughmasks.

Inaddition,mask-freepronunciationlessonsare

stillprovidedtothestudentsviaZoom inorder

to address pronunciation issues. Finally,

materials were altered in a way that

accommodatedtherestrictions.

Theremoteexperiencealsoshowedthateven

positivechangescanhaveunexpectedresults.The

remote learning classes worked well for

familiarizingstudentswithonlinelearningand

BacktotheClassroom
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self-regulatedstudy,butitdidnotnecessarily

preparethem foramorecarefulmanaging of

theirtimewhentheyreturnedtotheclassroom.

Anotherexamplecomesfrom studentsbecoming

accustomed to the immediate feedback many

onlineactivitiesprovide,lendingthem tobeless

patientandperhapsalittleshort-sightedwhenit

comestoEnglishgoals.Teachersneedtofind

waystohelpconnectlongerterm assignments

andgoalstotherestofthecourseinaway

studentscan easily understand.Thissaid,the

studentsin thesecond yearprogram in 2022

havehadonlyonesemestertoadjustbacktothe

face-to-facestyle,andareexpectedtoimprove

overtime.

In the end,changing from face-to-face to

remoteandbackagainwasachallengeforboth

teachersandstudents.However,steelistempered

inafire;challengesarelearningopportunities

thatcanleadtobetterclassesandoutcomes.
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英語対面授業の再開

－遠隔授業の経緯を活かしたブレンディッドラーニング－

D.パトリック・アレン＊1・小栗 成子＊2

＊1 人間力創成教育院 語学教育プログラム（英語）講師

＊1 人間力創成教育院 語学教育プログラム（英語）教授

要 旨

新型コロナ禍の到来により、多くの授業は対面から遠隔授業への変更を求められた。本稿は、中部大学ロ

ボット理工学科における英語プログラムが、対面授業から遠隔へ、そしてまた対面授業へどのように授業工

夫を試みて最善を尽くしたかを報告するものである。また、本稿では新たな境遇にどのように挑んだかとい

う方法論ばかりでなく、遠隔授業期間に我々が得られた教訓についても着目し、またその一方で、学生は遠

隔授業の間に授業をどうとらえていたか、英語学習に対する動機づけはどうであったかについても、特に本

年度２年生授業を受講している学生について述べていく。この研究は思いがけず変化を強いられた折に、教

員や学生がどのように学習方法を変化・適応し得るのかを紹介するものであり、また、語学習得の道のりが

いかにゆっくりで、非直線的なものかを示すケーススタディだとも言える。さらに、一連の変化の経験から

は、英語教授法においていかに柔軟性と忍耐が重要であるかも明らかになっている。

キーワード

ブレンディッドラーニング、遠隔授業、モチベーション、教師の役割、コースデザイン



1 はじめに

1．1 背景

2018年春学期のある日、高校との接続教育に力を注

いでおられた山田公夫理事（当時）が語学教育センター

（当時）を来訪された。当時副センター長を務めてい

た筆者は「少しでも英語を聞ける・話せるようにする

授業を提供したい」という思いを伺った。2014年度の

学科設置から実践してきたロボット理工（以下ER）

学科での英語教育プログラムでの様子を踏まえ、それ

に類似した授業方法を高大連携英語に活かすことはで

きないかという相談でもあった。

1．2 提案

「少しでも変化を」という授業を目指すのであれば、

次の要素が必要であろうと提案をまとめてみた。

（ａ）人数制限（20-30名程度）

（ｂ）高校教員との授業時間内、授業前後における連

携

（ｃ）CALL教室の活用

（ｄ）Web学習プラットフォーム（Glexa）やe-Learning

教材（ATRCALLBRIX等）を活用したブレ

ンド型授業の実施

（ｅ）外部客観テストの導入

（ｆ）教員のチーム化

90分授業に15週着席しているだけでは、英語力をつ

けていくことは難しい。また、例えば英検３級から英

検準１級を目標とするような英語レベル格差がある場

合、１つの教材で一斉指導をしたとしても、何に照準

を定めて指導をしてよいのか分からないまま15週が過

ぎていくこともある。授業の質を高め、学習者１人ず

つと向かい合えるように、というのが（ａ）の理由で

ある。

高校とは異なるタイプのアクティビティを通して動

機づけに努めながら、e-Learning教材への橋渡しを

対面授業で行い、自分の英語レベルに適した学習を、

各自のペースで進めていけるように導こうとする場合

には、（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）が必要である。また、そ

れぞれが「学校の成績」ではなく、自分の英語力の現

状を知った上で、学習目標を立てていくために、（ｅ）

が必要である。

１つの授業を１人が永遠に担当することはできない。

高大連携授業というプログラムの１つとしての英語授

業は、個人のものではないはずである。そのようなプ

ログラムを１人で担当するのは負担でもあるし、担当
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中部大学春日丘高校との高大連携協定にもとづく授業（英語）

－2019年度からの試み－

小栗 成子＊1

要 旨

本学では併設校との間で、長年にわたって様々な教育を連携して実施してきている。そのうち春日丘高校

との2017年度連携協定にもとづいた授業では、大学での英語科目を先取りして履修することができる実践が

開始された。本稿は、筆者が担当を引き継いだ2019年度から2022年度春学期に至るまでの変遷について記録

するものである。2019年度に37名を対象に始まった本授業は、2020年度春学期には新型コロナ禍に直面し一

旦閉講となった。2020年度秋学期は、タブレット端末活用が高校側に導入されたことを受け、44名の受講者

と遠隔授業を実施した。52名が受講した2021年度は、新型コロナ感染拡大予防の観点から一教室の集合人数

を半分にできるようにし、対面・オンライン学習のブレンド型授業を実施した。2022年度には62名が対象と

なったことから教員が２名に増員され、２パターンの授業のブレンドを工夫した授業を行っている。本稿で

はこの３年半の授業方法の変遷に焦点を当てながら、どのように授業が実践されてきたかを報告する。
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の交代によってプログラムは持続性を失うこともある。

また、担当者が同じ孤独さや負担を感じる繰り返しに

なることもあり得る。授業担当者が１人だとしても、

教員が数人でチームを作り、進捗状況を話したり、情

報・意見交換をしたりしていくことができれば、担当

者が孤独に陥ることはなく、客観性を保ちながらプロ

グラムを進めていけるし、１つのプログラムが「使い

捨て」になることも、方向性を誤ることもないのでは

ないだろうか、というのが（ｆ）の理由である。本授

業の実践が開始されるまでに、（ａ）－（ｅ）は実現し

たが、（ｆ）は実現しなかった。

1．3 授業目標

本授業では、ER学科英語プログラムが軸としてい

る次の目標を、高大連携英語授業に前倒して実践する

ことができないかを模索した。

① 心理的バリアの軽減

② 未開発能力の育成

③ 学習基盤の形成

④ 自己調整能力の育成

⑤ 異文化受容力・適応力の育成

⑥ 言語観の育成

⑦ 自律的学習者の育成

本授業は、ことばとしての英語への関心や多様な人々

や異文化への関心を広げることをめざし、同時に高校

と大学との橋渡しという役割を担い、大学入学後、そ

して大学卒業後にも持続できる学習力をつけるための

スタート地点に立つことに重点を置いている。自分の

力を形成しようとする学習姿勢、大学やその後の環境

で出逢う人々と学び合おうとする力、定期試験や入試

を目標にした高校までの学習習慣から一歩踏み出し、

自分に必要な学習力を形成・維持していけることを、

本授業は長期的な目標としている。

1．4 授業コンセプト

週１回、90分の授業において、単にリスニングやス

ピーキングをするだけでは、前述の目標を達成するこ

とは難しい。

図１は、インテイク（定着）はインプット→練習→

アウトプットをスパイラル型（循環的）に行うことで

叶うというコンセプトを表すものである。インプット

から定着までの段階は直線的に達成できるものではな

く、インプットしたことは行ったり来たりを何度も繰

り返しながらようやく少しずつインテイクされていく

という考え方であり、これを2014年度からER学科の

英語プログラムのコンセプトとしている。本授業では、

図１のコンセプトを高校生用に応用してみることとなっ

た。

2 授業方法

2．1 学習環境

本授業の拠点は、192Ｄ（CALL教室）である。CALL

とはComputerAssistedLanguageLearningの略で、

コンピュータを介して語学学習を支援するシステムが

備わった教室のことである１）。外観はパソコンが並ぶ

マルチメディア教室のようであるが、CALLの特徴は

それだけではない。語学を支えるCALLシステムの特

徴には次のようなものがある。

① 教卓コンソールから受講者画面・音声をモニター

することができる。これにより、教員は教卓にい

ながら全体を観察しつつ、ヘッドセット・マイク

を介し、インカムで個別指導をすることができる。

② 受講者同士をペアやグループ（10人まで）にす

ることができ、その学習の様子もモニターしたり

介入したりすることができる。また受講者側から

は、そのやりとりを録音し、教員へ提出すること

もできる。

③ 受講者側からの質問を「Callボタン」で受ける

ことができる。これにより挙手をしづらい受講者

でも、周りに気兼ねすることなく質問したりする

ことができる。

「CALLを活用する」ことは、e-Learning教材の利

用手順を説明するためだけではない。全員の様子を瞬

時に把握するとともに、個々の状態も理解し、指導し

ていけることで、限られた授業時間を充実させるのに

役立てられるのがCALL環境である。

2．2 自主学習環境

2019年度のスタート時は、まだ高校でのタブレット

端末活用は導入されていなかった。自律的学習者の育

成を目標に含めている本授業では、家庭学習は不可欠
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図１ スパイラル型ブレンド教育のコンセプト（Oguriet.al.2018）



である。家庭では学習ができない場合や、キャンパス

にいる時間を有効活用したい場合に応じられるよう、

不言実行館内ラーニング・コモンズでノートパソコン

とマイク付ヘッドセットを借りて学習できる環境を整

えて頂き、受講者に実際に見学をさせて紹介した。

（図２参照）

2．3 教材

本授業では、高校生がそれまでの英語学習経験とこ

れからの学習目標を結びつけられるよう、その橋渡し

をするための教材選びをした。2019年度当初の授業で

は、オンライン教材ATRCALLBRIX（以下Brix）

をメイン教材として活用することにした。

ATRCALLは、ATR（国際電気通信基礎技術研究

所）での20年間に及ぶ音声言語学習機構に関する研究

の成果から誕生した、コンピュータを利用した英語学

習システムである。ATRは英語の「音」にフォーカ

スする学習メソッドを取り入れてe-Learning教材を

用意しているのが特徴である。英語を「聞く」「話す」

「読む」「書く」の４技能を鍛えられるコースで構成さ

れており、学習管理システム（LMS）には、英語力

分析機能、多角的な学習解析機能、教員側がレッスン

を組み換え新規コースを作成できる機能等も備わって

いる。この機能を活用すると、既成のコースを授業目

的に即したレッスン構成にして独自のコースを設けて

いくことができる。

本授業の受講者層は、英検ではおよそ３級から準１

級まで、TOEICにおいては200点台から600点以上と

いう差がある。Brixでは、構成するコース、順序、

分量、学習期間などをカスタマイズできる柔軟性があ

る。LMS機能により、学習の進捗状況や問題点を把

握し、授業での指導に反映することができるばかりで

はない。本授業でBrixコースの使用を決定づけたの

は英語を聞くだけでなく、発音してみる機会を確保で

きる点である。単語単位や文単位で発音すると、シス

テムが即座に100点満点のスコアをフィードバックし

てくれる。また、モデル音声と学習者自身の発音上の

特徴も確認し、比較することができる。

3 授業概要

3．1 2019年度授業

2019年度の高大連携英語科目「資格英語Ａ」「資格

英語Ｂ」は、37人を対象として始まった。「資格英語」

は本学２年次以降の学生に開講されている選択科目で、

「資格英語Ａ」で英検、「資格英語Ｂ」でTOEICの試

験対策を学ぶものである。英検は高校生にとってもす

でに馴染みのある資格試験である。しかしTOEICは、

ビジネス、貿易、流通といったトピックを扱うもので、

職場でのコミュニケーションを対象としている資格試

験である。高校生にとっては、ハードルが少し高い内

容である。

そこで本授業では「英検受験を視野に入れた英語基

礎力の強化」「TOEIC受験を視野に入れた英語応用力

の強化」とし、誰もが自分の英語レベルからスタート

でき、自分のペースで進めていくようにした。

パソコンの操作やe-Learning教材に不慣れな受講

者でも、授業時間に実習することができれば、自信を

持って自主学習することができる。そこで、授業では

解説と実習を組み合わせて進行し、e-Learning教材

の進捗状況に合わせて、語彙学習や発音レッスン、文

法解説、口頭での文法ペアレッスン、リスニング力を

高めるための段階的なレッスン等を補足した。

これは、図３が示すような循環型のオンラインでの

学習と対面授業での学習を組み合わせたブレンディッ

ドラーニング授業である。英検やTOEICのリーディ

ングなどでハードルが高そうなものについては、解説

と実習の中で逐語訳しない読解方法や音読レッスンを

取り入れただけでなく、資格試験一色の授業にしない

よう、異文化への関心を広げるための取り組みなども

適宜取り入れた。（図４、図５参照）
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図２ 不言実行館ラーニング・コモンズを見学する受講者

図３ 循環型授業のコンセプト



受講者に同行して下さる高校側の英語教員とは、授

業時間内に情報交換をし、受講者の高校英語授業での

様子や受講者にとって困難な点や期待できる点などを

伺うことができ、受講者の現状に寄り添った授業計画

を立てていくのに役立てることができた。2019年度に

は、紙媒体での「授業ふりかえり」カードも用意した。

各自のその日の学習を５段階評価で表したり、その日

にしたことを記録させたりしたほか、自由記述欄も設

けた。このカードを授業後に回収し確認することで、

受講者自身がその日の学習をどう感じたかを確認する

ことができた。オンラインでこうした情報を収集する

ことも容易だが、敢えてこの授業では、授業の締めく

くりに手書きしたものを手渡しで提出させることを意

図的に選んだ。

3．2 2020年度授業

2020年度春学期、コロナ禍に直面し大学全体の授業

が遠隔授業へと授業方法の見直しを迫られる中、本授

業は閉講となった。2020年度秋学期は、タブレット端

末活用が高校側に導入されたことを受け、44人を対象

にタブレット端末を利用した遠隔授業を実施した。本

来であれば、秋学期に「資格英語Ｂ（TOEIC）」を開

講するところであるが、「資格英語Ａ（英検）」を経て

「資格英語Ｂ（TOEIC）」を受講するのと、いきなり

「資格英語Ｂ（TOEIC）」を受講するのとでは学習の

抵抗感に大きな差がある。そこで、教務支援課などと

調整をし、秋学期ではあるが「資格英語Ａ（英検）」

を受講してもらうことになった。

受講者は高校の教室に集まり、高校側の担当教員に

は教室内でのサポートをして頂いた。筆者はZoomを

介して遠隔で授業を開始した。受講者がオンラインで

の受講に慣れた頃、取り出し教育の要素を加えてみる

ことにした。高校で教室とは別のスペースを確保して

頂けることになり、遠隔個別指導をそこで行うことに

なった。各授業日に指導対象グループを数人ずつ決め

ておき、順に呼び出して１人10分程度の個別指導を行

い、全体に課題として示しておいた音読教材の個別指

導をしたり、英語学習の状況を確認したりした。

さらに英語学習上の質問がある場合は、高校側の教

員にも質問対応をして頂いた。図６はその授業構成を

示すものであるが、この学期からは、授業と授業の間

に、また授業時間内に高校側教員と密に情報共有や意

見交換をする必要があり、メールやメッセージングア

プリSlackで、高校側の教員とコミュニケーションを

行った。

個別指導の時間は、遠隔授業の長所や短所を把握す

る貴重な機会となった。説明不足な部分を発見するこ

ともあり、それによりさらに資料を作成して配付する

というインタラクティブな流れも作ることができた。

このような別室での遠隔個別レッスンは学期中２回ず

つ行い、その変化を見守ることができるようにした。

たった２回の機会とはいえ、個別指導を機に授業中の

集中度が高まったケースもあった。

この学期の授業のコンセプトは、図７のように表さ

れる。この学期、受講者と対面できたのは、学期末の

一回であった。外部テスト（CASEC）の実施を、総

合情報センターの教室で行った時のみであった。
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図４ CALL機能を使用しない口頭文法ペアレッスン

図５ CALL機能を利用した音読ペアレッスン

図６ 2020年度秋学期の授業構成



3．3 2021年度授業

2021年度にも受講者が増加し、52人が対象となった。

2021年度春学期は、2019年度のようなCALL教室での

対面授業を予定していたが、CALL教室は47席しかな

い。また、新型コロナ感染拡大の心配はまだ消えず、

感染拡大予防の観点から試験座席にするなど、集合人

数を少なくする対策をする必要もあった。

解決策は、対面・オンライン学習のブレンド型授業

であった。春学期は、19号館192Ｄ（CALL）教室の

ほか、Wi-Fiが使える10号館の講義室を利用すること

になった。受講者は高校からタブレット端末を大学へ

持参し活用した。筆者はCALL教室で授業を行い、高

校側の教員に講義室での遠隔受講を見守って頂いた。

52人のうち半数をCALL教室に、半数を10号館に指

定席で入れ、①CALLでの対面受講と②演習室での遠

隔受講を週交代でする「ハイブリッド型ブレンディッ

ドラーニング」の実践の開始となった。循環型コンセ

プトは、2019年度と同様の考えに戻すことができた

（図３参照）。図８は、この年度の授業構成を示すもの

である。

新型コロナの感染状況が少し落ちついてきた秋学期

は、CALL教室に隣接する19号館の演習室を利用する

ことにした。これにより、192Ｂ・Ｃ（演習室）と192Ｄ

（CALL）の３教室にいる受講者の様子を、高校側教

員が観察することができるようになった。（図11、図

12参照）
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図７ 2020年度秋学期の循環型授業コンセプト

図８ 2021年度の授業構成

図９ CALL教室での対面授業受講の様子

図10 タブレット端末利用受講の様子（1024講義室）

図11 タブレット端末利用受講の様子（192Ｂ演習室）

図12 タブレット端末利用受講の様子（192Ｃ演習室）



3．4 2022年度授業

2022年度には、受講者が62名となった。そのため教

員も大学側２名、高校側２名となった。大学側の教員

は、2014年度からER学科の英語プログラムに筆者と

取り組んできているアレン講師２）と筆者の２名体制と

なった。これにより、2019年度より筆者が１名体制で

行なってきたインプットとアウトプットの循環を、ア

レン先生がアウトプットに、筆者がインプットに重点

を置き、2021年度のハイブリッド型ブレンディッドラー

ニングを応用して授業を構築することができないかと

検討した。

図13は2022年度春学期からの授業構成で、「スーパー

ハイブリッドローテーション」と名付けている。感染

拡大予防対策がまだ必要であることから、62名の受講

者を４つのグループに構成することにした。

2014年度から筆者とアレン講師で担当してきている

ER学科の英語プログラムでは、例えば40人のクラス

を２つに分け別々に担当することを避けている。クラ

スを半分ずつ（45分ずつ）担当し、授業時間の中ほど

で受講者が教室を入れ替わるということで、２名の教

員からアウトプット重視、インプット重視の指導を受

けられるようにしている。本授業でもこの方法を応用

し、45分で教室を入れ替わる授業を構成してみること

になった。

2022年度は62名を４つのグループに分け、15-16名

の少人数での授業を構成している。たとえばGroup1

からスタートした受講者は、教員Ａ（アレン）が45分

間アウトプットを重視したアクティビティを展開する

（図13参照）。新型コロナ感染拡大予防の観点から、ス

ピーキングアクティビティをするとはいえ、教室を自

由に活発に動き回るタイプの授業はまだ実践しづらい。

さらには、皆がマスクを着用しており、発話の状況を

把握することも以前より困難である。そのため、アウ

トプット重視の授業をLL教室（192Ａ）３） で行うこと

にした。

図14、図15は、LL教室での授業の様子を示してい

る。このような学習を45分間過ごした後、このグルー

プは、隣室の演習室（192Ｂ）へ移動することになる。

そこでは、高校から持参しているタブレット端末を利

用し、教室のWi-Fiを介してオンライン受講をするこ

とになる（図16参照）。一方、演習室（192Ｂ）からス

タートするグループは、45分間のオンライン受講を先

にし、その後LL教室へ移動してアレン講師のアクティ

ビティ指導を受けることになる。

筆者が担当するGroup3-4も、同様に受講者が授業

半ばで教室を入れ替わる。オンライン受講から始めて

いるGroup3は、授業の後半でCALL教室（192Ｄ）

のグループと入れ替わり、CALLで対面にて指導を受

けることになる。Group1-2、Group3-4は、週ごと

に入れ替わり、教員Ａ-Ｂ両方の授業を交互に受けて

いる（図13参照）。「スーパーハイブリッドローテーショ

ン」の仕組みは、このように２タイプの体制のローテー
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図13 2022年度の授業構成

図14 LL教室での一斉指導の様子

図15 LL教室でのペアワークの様子

図16 オンライン受講の様子（192Ｂ演習室）



ションとなっている。

Zoomを介して４つの教室の様子を映像のみ演習室

のスクリーンに映して「つながる」ことで、大学側教

員２名が他の教室の様子も把握できるようにしている

ほか、受講者も他の教室での同級生の様子からそれと

なく刺激を受けられるようにしている。高校側教員２

名には、演習室を中心にサポートをお願いしているほ

か、随時、LLやCALLの授業観察をして頂くことで

授業内容を理解して頂き、サポートに役立てて頂こう

としている。

3．5 2022年度授業での変更点

本授業では、2022年度から大きな変更が生じた。2019

年度から2021年度までの３年間は、選択科目「資格英

語Ａ（英検）」「資格英語Ｂ（TOEIC）」の単位認定を

受けられる授業であった。高校3年生が、大学２年生

以降を対象とする「資格英語Ａ・Ｂ」を受講すること

は、少しギャップがあり、特に「資格英語Ｂ（TOEIC）」

の内容が受講者の英語レベルや関心に沿っていないこ

とも明らかとなっていた。それでは英語学習への心理

的バリアを低減し、「少しでも英語を聞ける・話せる

ようにしたい」という本来の目標に近づくことは困難

であった。また、試験対策的な授業を受講することは、

高校生にとって「試験のための英語学習」以外を経験

できないことにもなっていた。

そこで、関係各所と調整の末、2022年度からは本学

１年生向けに開講されている「英語スキルⅠ」「英語

スキルⅡ」の単位認定とすることに変更をして頂くに

至り、内容はER学科の英語プログラムを応用したも

のとすることになった４）。これにより、受講者は１年

次における必須科目の単位の「先取り」に挑めること

になった。

2022年度の循環型授業のコンセプトは、図17のよう

に修正され、試験対策から英語コミュニケーションの

素地形成と、授業内容が変更になった。受講者数の増

加から教員増員によるインプット・アウトプット両面

のデュアル指導へと変更になり、２つのオンライン教

材利用をもとにした「ハイブリッドローテーション」

が構成されることになった。Web学習プラットフォー

ム「Glexa」を、指導と学習を結ぶ拠点としているこ

とには変わりはない。

図17が示す「対面アクティビティ（アウトプット中

心）」は、2022年度からの新しい要素である。アウト

プットアクティビティには、空所補充、インフォメー

ションギャップやすごろく、クイズなどが含まれ、ペ

ア・グループワークを通して、「文法や語彙選択の方

法を学び使う」ことができるようにしている。

4 授業内容と成果

4．1 学習環境とオンライン教材の活用

本学特有の環境で授業を受けられることも、高大連

携授業の魅力であろう。本授業はLL教室やCALL教

室が備えている機能を最大限に活用した授業を実践し

ようとしている。

CALL教室の利点は2.1で述べた通りである。最大

のメリットは、全体と個人の状況を瞬時に把握できる

ことである。2019年度の場合は37人が集合する授業で

あったが（図18参照）、一斉指導、ペア指導、個別指

導といったバリエーションを組み合わせながら、受講

者の学習・理解状況に沿った指導を織り交ぜていくこ

とが容易にできた。
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図17 2022年度の循環型授業コンセプト

図18 CALL教室での全体指導の様子（2019年度）

図19 ソフトレコーダーを使ったレッスン（2019年度）



教卓コンソールで全体を把握しつつ、個別対応もす

るということは、CALLシステムが得意とするところ

である。学習を個別にさせながらその様子をモニター

し、適宜助言をしたり、滞っている部分では励ましを

したりということも容易にできる。ペア・グループワー

クにおいても、指導を加えながら学習を進めさせるこ

とが可能で、さらには2020年度に更新されたシステム

では、ペア・グループワークの間に受講者側から録音

をすることができ、それを提出させることも瞬時に行

うことができる。コロナ禍以降のマスク着用が語学指

導をしづらくしていても、ヘッドセットとマイクを介

することで、小声でも聞き取りやすいやりとりが可能

である。

図19で受講者が使用しているのは、CALL教室に備

わっているソフトレコーダー機能（PC@LL）に含ま

れる「リズムレッスン」教材で単語や文の発音を練習

したり、録音して提出したりすることができるもので

ある。本授業でも「声を出す」ことに慣れるための指

導に、CALL教室にしかないこの教材の活用を取り入

れている。

2022年度からの教員２名体制では、図13が示してい

るようにCALL教室とLL教室の両方を活用している。

本授業では、「学習ターゲットに適切に向かうことが

できているか」「解説は充分であったか」などの確認

を、CALL教室やLL教室のモニターシステムを活用

して行っている。CALL教室で受講者画面と音声を、

LL教室では音声をモニターすることができる。これ

により教室を直接巡回することと、モニターシステム

を使った巡回を使い分けて、場面に適した指導方法を

選ぶことが実現できている。

4．2 e-Learning教材

2019年度の開始時から、本授業では紙媒体のテキス

トは使用していない。2022年度の「英語スキルⅠ，Ⅱ」

では、英語でのコミュニケーション素地形成に不可欠

な基礎力とは何か、また受講者の進路分野に関わらず

必要なことは何かを熟考し、文法に焦点を当てた教材、

GrammarExplorer（センゲージ出版）のLevel1を

選定した。

GrammarExplorer（以下、GEX）は文法事項の

説明を英語で読むことから始まり、リスニング・スピー

キング・リーディング・ライティングの中で文法の使

い分けを習得するように工夫されている教材である。

本授業ではそのオンラインワークブック（MyELT）

のみを使用している５）。MyELTでの学習は、テキス

トと併用するとかなりの量の演習を行うことができる

が、MyELTのみを使用しても、１レッスンを受講す

るのと同時に、テキストと同様の解説（PDF）を必

要に応じていつでも確認することができる（図20参照）。

「どこでも」「いつでも」学習を、自分のペースで継続

していけることを重視して、本授業ではMyELTを利

用することになった。

教員はMyELTが用意している全教材から必要なレッ

スンを選び、開講期間や開講順序、受講回数制限を決

めて受講者に公開するだけで良い。教材は全て自動採

点され、MyELTに備わっているLMSを使って進捗状

況のレポートをダウンロードすることができる。

本授業ではMyELTでのレッスン内容に合わせて、

e-Learning教材につながる橋渡しをインプット側の

授業で行っている。アウトプット側の授業では、学習

中の文法事項を使って話す・書く側面のアクティビティ

に重点を置いている。

図21は、2022年度春学期の受講者62名が１学期間に

どのくらいの時間をMyELTでの学習に要したかを表

している。春学期に扱ったのは、24レッスンの課題構

成であったが、学習に要した時間の平均は、約10時間

であった。この教材の受講回数は３回に設定してあっ

たため、受講者によっては繰り返し受講をした場合も

考えられる。15週の授業期間に無理のない程度の分量

であったといえる。

中部大学教育研究 No.22（2022）

―68―

図20 MyELTで学習する様子（192Ｄ CALL）

図21 MyELTでの合計学習時間（2022年度春学期）



図22はMyELTで受講者がどのくらいの平均点を得

られていたかを表している。最低は43点、最高は98点、

平均は70点であった。受講者がそれぞれの英語力に合

わせ、自分のペースで学習を進めていけることは、レ

ベルが高めの受講者も飽きてしまわないし、英語学習

に抵抗がある受講者も苦しみすぎずに過ごせたことが

この結果から観察できた。

4．3 ATRCALLBRIX

Brix６）の特徴は音声面でのトレーニングに強いこ

とであるとすでに述べた。その他、語順整序をするレッ

スンで受講者は英語の文構造を学んだり、同時に音声

で発音を確認したりすることができる（図23参照）。

文法空欄補充の学習や読解レッスン、試験対策レッ

スンの中では、解説・重要語彙表現・解答戦略もその

場で確認することができる。最も受講者が手応えを感

じるのは、リスニング空欄補充レッスンで、聞く・文

法を適用する・つづるという要素が盛り込まれた課題

は、受講者の文法力や語彙力の確認としても役立つも

のである。

2019年度から2021年度までの「資格英語Ａ・Ｂ」で

は、Brixの英検コース、TOEICコースを活用し、英

検では３級・準２級・２級・準１級から、TOEICで

は390点達成・460点達成・600点達成のコースから受

講者が英語力に合わせてコースを選び、学習を進める

ことができた。2020年度からは、受講者が取り組みや

すいように「トリミング機能」を使って短期間に修了

できる教材を作成し、各自のペースに合わせて学習を

進めた。

本授業用に構成したBrixコースは、2019年度に英

検・TOEIC関連で13コース、遠隔授業であった2020

年度秋学期には、多様なレベルの教材を用意する必要

があったことから27コース、2021年度には受講者レベ

ルの格差拡大に伴い30コース設置した。

2022年度はMyELTで文法を中心とした学習をして

いるが、そこで不足している要素である「音声を発す

る練習」を補うため、Brixも併用している。2022年

度春学期は、「語彙を強化したい」という要望を受け、

Brixの英検準２級「出る順パス単」のコースから音

声面を重視した教材をカスタマイズし、短時間に挑め

るよう用意した。2022年度春学期は、６コースの課題

のうち、７割以上の受講者が80％以上の課題に取り組

んでいた。

4．4 Glexa

Web学習プラットフォーム Glexa７）は、教員が教材

を作りやすいWebプラットフォームで、本授業でも

「ホームルーム」として活用している。毎回の授業は、

ここから始まり、ここで終わる。他の教材に不足する

部分の独自教材をここに用意して取り組ませたりして

いる。2022年度も、他の教材に結びつけるための資料

提示や、発音のウォームアップ、そして小テストなど

をGlexaで行っている。活動フォーム機能を用いるこ

とで、2020年度からはSelf-Reflection（学習のふりか

えり）を記録させ、受講者が自身の学習の足跡を残し

ていけるようにもしている。これは2019年度に始めて

いた、紙媒体での「学習の記録」をデジタル版にして

発展させたものである。

4．5 さまざまな教材の主体的な活用

英語というと真っ先に「語彙力がない」と嘆く受講

者は、本授業でも少なくない。そこで授業では辞書を

どのように使うと語彙を「もっと楽しく」学べるかを

繰り返し指導している。辞書を引くのではなくパソコ

ンやタブレット端末、スマホ、webで語彙検索してし

まうのは、大学生の授業でもよく見かける光景である。

辞書にはこんなに情報が満載である、ということを紹

介しながら、語彙検索、翻訳アプリと辞書との違い、

書籍辞書と電子辞書、web上の辞書の長所・短所につ

いて伝えていくうちに、目の前にパソコンがあっても
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図22 MyELTで獲得した平均点（2022年度春学期）

図23 Brixでの語順整序学習（2019年度）



書籍辞書を開いている様子を見ることが増えたり、タ

ブレット端末と電子辞書を並べて使い分けている様子

が増えたりした。

2020年度から開始されたタブレット利用は、共有利

用という段階であるため、自分に合うような辞書アプ

リ等をインストールすることはできない。そのためタ

ブレットのかたわらで電子辞書や書籍辞書を使う姿が

あるわけである。

4．6 外部テスト活用

本授業では、2019年度の開始から、毎学期末に

CASEC（英語コミュニケーション能力判定テスト）８）

を活用している。CASECの最大の特徴は、試験勉強

ができないことである。２番目の特徴は長文リスニン

グとディクテーション（空所補充）の２種類のリスニ

ング問題が出題されることである。受験者個々の解答

の正解・不正解によって、次の問題が選ばれていくコ

ンピュータ適応型のテストシステムである。Webで

の受験は40分から１時間程度で済み、終了と同時にテ

スト結果と助言が提示される。CASECのスコアだけ

でなく、英検の目安級やTOEICのスコア目安、

TOEFLITPのスコア目安も知ることができる。

本授業では学期末にCASECを実施することで、成

績評価の一部とするだけでなく、現状を認識した上で

今後の目標を立てるために役立てられるようにしてい

る。2019年度は７月と翌年１月に実施した。授業開始

から９ヶ月間のスコア推移は、37名のうち、推移なし

または得点向上が28名に見られた（受講者の76％）。

CASECは４つのセクションからなる試験構成である

が、４セクション全てで向上が見られなかったのは、

０名であった。スコアの向上の最高点は、105点アッ

プであった。

2020年度は春学期が閉講されていた。秋学期末だけ

を見ても自分の変化がわからないため、秋学期開始時

10月と翌年１月に実施した。授業開始から４ヶ月での

推移ではあるが、受講者44名のうち、推移なしまたは

得点向上が24名（受講者の55％）に見られた。全セク

ションで向上が見られなかったのは、１名であった。

スコアの向上の最高点は、147点アップであった。

2021年度は、７月と翌年２月に実施した。授業開始

から９ヶ月での推移は、推移なしまたは得点向上が30

名（受講者の58％）おり、全セクションで向上が見ら

れなかったのは、１名であった。スコアの向上の最高

点は、146点アップであった。

本授業の受講者は学期終わりにCASECを受験し自

身の英語力を客観的に測定している。その結果からそ

の後の学期の目標設定を具体的にしたり、新たな意欲

が芽生えていたりしたことが観察できている。高校側

教員は外部テストでの結果に驚かれることがある。学

習範囲がある高校での定期テストの成績と、「範囲」

がないCASECでの結果では、定期テストでは見えな

い受講者の「違った一面」も見えると伺っている。

5 まとめ

5．1 意識調査結果より

2022年度に開始した「スーパーハイブリッドローテー

ション」の受講者に対し、2022年度春学期の最後に

Googleフォームを利用し意識調査を実施した。62名

から回答を得ることができた（回答率100％）。図24は、

「この授業を一学期間受け終わりました。今のあなた

の英語学習に対する気持ちは、次のどれに近いですか？」

という問いに対する回答である。「まだ自信がない」

と回答したのは２名で、60名（97％）が肯定的な回答

をした。

図25は、「この授業を受けて、高校では受けられな

い授業を受けている実感を味わいましたか？」という

問いに対する回答である。「とてもそう思う」「少しそ

う思う」と肯定的な回答をしたのは60名（96％）であっ

た。

「この授業を受講するようになってから、英語や学

習に限らず、自分の中で何か変化したことがあれば、
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図24 2022春学期末意識調査結果（１）

5英語を学習するこ
とが、前より楽しく
なってきている。

16％

1英語の学習は、
まだ自信がない。

3％

2英語の学習を、
前より努力してみ
ようと思うように
なっている。
15％

44英英語語のの学学習習がが、、
前前よよりり嫌嫌いいでではは
ななくくななっっててききてて
いいるる。。
3344％％

33英英語語をを学学習習
すするるここととがが、、前前
よよりり抵抵抗抗ががななくく
ななっっててききてていいるる。。

3322％％

図25 2022春学期末意識調査結果（２）

1全くそう思わない
0％

2あまりそう思わない
2％

3どちらともいえない
2％

44少少ししそそうう思思うう
3322％％

55ととててももそそうう思思うう
6644％％



簡潔に書いてください」という自由記述での問いに対

するコメントには次のようなものが見られた。

① 意識変化

「英語の歌の発音を意識するようになった。」

「高校の英語の授業でも意識して発音をするよう

にした。」「英語の大切さと（学習したことを）実

際に生かす難しさを感じた。」「英語の正しい発音

を恥ずかしがらずにするようになった。」

② 学習意欲

「英語を話せるようになりたいという気持ちが大

きくなった。」「家で英語を学習する時間が増えた。」

「大学と高校の英語は全然違って大学の英語の方

が好きになった。」

③ 自己効力感

「語彙力が付いた。」「発音が良くなった。」

「前よりリスニングが得意になった。」

「高校の英語試験の成績が上がった。」

5．2 今後の課題

受講者数が増加すればレベル差は拡大するし、学習

意欲も多様化する。本授業は、様々な要素をブレンド

することで個別学習を１つのクラスとして束ねて指導

していくことに挑戦している一例である。

受講者は、どの領域へ進学・就職していくのか、ま

だ明確には分かっていないであろう。そのような状況

で授業ができることは、将来の可能性を限定する事な

く可能性を広げていく機会となることなのかもしれな

い。「こんな学習方法もある」というオプションを示

したり、「これができるようになった」という自己肯

定感や「これだけ頑張れた」という誇りを持たせたい

ものである。

併設高校と本学がワンキャンパスにある利点は大き

い。本学の場合、短時間で高校から大学の教室へ移動

して来られることで、時間を効率的に使って、高校の

内外での学習を経験することが容易だ。しかしながら、

春学期末、特に部活動に励んでいる受講者にとっては、

７月に入ると公欠で授業を受けられないという授業ス

ケジュールの問題がある。高校の夏休みに大会へ出場

する部活動の場合、練習と練習の合間に、大学のスケ

ジュールでの授業を受講しに来なくてはならないこと

も見受けられる。落ち着いて勉学にも、高校最後の大

会出場にも専念できるようなスケジューリングはでき

ないものだろうか。

物理的にはつながっているキャンパスが、果たして

人と人との関係にそのまま反映されるかというと、そ

れには人と人との努力が必要であろう。本授業の取り

組みでは、計画段階から「高校側の教員から協力を得

る」ことを前提としていた。見ず知らずの大学教員と

受講者とを結ぶことができるのは、日頃彼らと接して

いる高校側の教員であり、その協力は重要である。コ

ロナ禍の遠隔授業の折から、本授業の教員同士は、メー

ルやメッセージングアプリSlackを媒体として情報共

有に努めている。また、2022年度の授業からは、４教

室にWebカメラを用意し、Zoomを介して他の教室の

映像を映して授業全体を「共有」しようともしている。

このようなつながりだけでなく、大学へ入学する前

後、そしてその後の「連携」力を強化・持続的にする

方策が期待される。「連携」に携わる委員会などには、

本授業の担当者は関わりがないため、果たして学園が

求めている方向へ教育貢献できているのかどうかもわ

からない。

本授業では高校側の教員に多大な協力をして頂いて

いる。大学と併設校の英語担当者が、「連携」し交流

を活性化することへの望みについても、故・山田理事

から伺っていた。小さな交流を持続的に積み重ねてい

くことは、不可能ではないだろう。

前倒しで大学の授業を受講することのメリットは、

大学で自分がしたいことを模索するのにヒントになる

こともあるであろう。入学する学科と、本授業の教員

の連携は残念ながらまだない。高大連携授業を担当す

る教員同士の情報・意見交換の機会もまだない。受講

者には次に「つながる」力を得ていくことを、本授業

をきっかけに始めてほしいと願う一方で、それを支え

る教員同士の「つながる」力が培われていくことが期

待される。

注

１）本学のCALL教室（192D）には、2013年度から

内田洋行のCALLシステムが導入されており、教卓

コンソールと学習者席46席、バリアフリー席１席で

構成されている。

２）人間力創成教育院語学教育プログラム講師。

３）LLとはLanguageLaboratoryの略である。本学

には1976年からLL教室が設置され英語教育に活用

されてきた。現在の192Ａは、 2013年度に更新され

たシステムを備える41席の語学教室である。CALL

教室との違いは、座席の前方を遮るパソコンがない

ことである。各座席のコンソールへ音声教材を配信

しておくことができるため音声面の強化に活用しや

すい。スピーキング等の面でも、ペア・グループを

教員が設定できることから、移動する時間を省いて

効率的にアウトプット練習をさせる際にも活用しや

すいというメリットがある。

４）「英語スキルⅠ」「英語スキルⅡ」を必修単位とし

ていない学科へ入学した場合は、別途調整されるこ

とになっている。
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５） Grammar Explorer Level1（Cengage） e-

Learning教材について、詳しくは公式webを参照

されたい。

６）ATR CALLBRIXについて、詳しくは公式web

を参照されたい。

https://www.uchida.co.jp/education/solution/

atrcall-brix/

７）Glexaについて、詳しくは公式webを参照された

い。

https://www.chieru.co.jp/products/high-school/

glexa/

８）CASECについて、詳しくは公式webを参照され

たい。

https://casec.evidus.com/
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EnglishClassesTaughtUndertheChubuUniversity

－HaruhigaokaHighSchoolCooperationAgreementSince2019
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Abstract

Overtheyears,Chubu University hascollaborated with itsaffiliated

schoolsonavarietyofeducationalprograms.In2017,basedonacooperative

agreementwithHaruhigaokaHighSchool,ChubuUniversitybeganoffering

classesthatallowsHaruhigaokastudentstotakeaccreditedEnglishcourses

attheuniversityaheadoftheiruniversityenrollment.Thisstudyattemptsto

recordhow theEnglishprogram hasproceededfrom Spring2019toSpring

2022.

Theprogram thatstarted with 37studentswastemporarily closed in

Spring2020inthefaceoftheCovid-19pandemic.InFall2020,astheuseof

tabletswasintroducedathighschools,remoteclasseswereconductedfor44

students.With52studentsin2021,inordertohelpmitigatethespreadof

COVID-19,studentsweresplitintotwoseparateclassesandanonlineand

face-to-faceblendedlearningcurriculum wasimplemented.Asthenumberof

studentsroseto62in2022,thenumberofinstructorsintheprogram was

increasedby2andanewdualpatternclassblendwasdeveloped.Thispaper

reportsonhow theprogram hasbeenimplementedoverthepastthreeand

ahalfyearswithafocusonthechangesinteachingmethods.

Keywords

highschool-universitycollaborativeclass,EFLpedagogy,

Englishproficiency,teachingmaterials,teacherroles



教育スケッチ

《海外便り》



1 2019年度後半、コロナ前

ときを遡ること2019年秋、中国嘉興学院および宜賓

学院から計17名の学部学生と引率教員が、10月３日か

ら９日までの滞在日程で応用生物学部にやって来た。

元工学部長でかつての中国連携推進室室長の松尾直規

先生が企画される毎年恒例の研修で、同済浙江学院か

らの学生を対象とした１週間の工学部研修も10月２日

に終わったところであった。朝から夕方まで、本学教

員による専門講義と各研究室訪問と地元企業訪問と、

学内外での行事が丸一日ぎっしり詰まったスケジュー

ルをこなしていた。中部大学が実践する研究・教育を

学んでもらうことはもちろんのこと、教職員及び学生

による交流イベントもいくつか計画されていた。中国

茶パフォーマンス（宜賓学院の崔先生と学生達）と二

胡演奏（学部事務室大竹さんによる）、稲刈り体験

（森山昭彦先生からの招待）、名古屋港水族館の見学

（六車香織先生主催）など、中部大学のホスピタリティ

溢れるおもてなしにとても楽しく学ぶことができたは

ずである。

彼らが母国へ帰り、中部大学での体験が口コミで広

まり、研修に参加していなかった学生達からも本学大

学院への留学希望者が出てくることになった。この年

は応用生物学研究科への入学希望者が３名現れ、３名

とも合格して2021年春の入学許可が下りた。食品栄養

科学科吉村和也先生の植物バイオテクノロジーにすっ

かり魅了され、二人の女子学生が吉村研究室を希望し

ていた。またもうひとりは研修に参加していなかった

ものの、口コミと大学HPを見て、病気の遺伝子診断

の基礎研究に取り組まれている中川研究室を希望して

いた。

世界24か国・地域に58もの大学・研究機関と協定・

提携を結ぶ中部大学では、国際センターの提供する多

様な海外研修プログラムに加え、各学部・研究科によ

る独自企画プログラムも多く実施されていた。学生・

教員の送り出しと受け入れの、双方向の研究・教育連

携が世界中で活発に進められていたのであった。

この頃の私個人の海外連携として、ウクライナ・ス

ミィ州立大学のYelizavetaChernyshさんが４か月間

の研修を終えて帰国するところであった。Yelizaveta

さんは、元現代教育学部教授の宮川秀俊先生が主催し

ていたJICA産業技術教育研修プログラム参加者から

の口コミで中部大学のことを知り、そして応用生物学

部にやってきた若き女性研究者であった。応用生物学

部に滞在し、学部内外の研究者と積極的に交流してネッ

トワークを構築して、2019年10月に帰国した。また、イ

ンド・バーラットヒアー大学のKalaiselviDuraisamy

さんが無事学位を取得でき、ポスドク研究員として本

研究室に招へいする計画を立てようとしていたところ

であった。さらに、アメリカ・フロリダ大学の旧友

KeithChoe先生が翌年にサバティカルを取得できる

ようになったため、本学に来る計画を立て始めたとこ

ろであった。キューバの盟友JansMorffeさんとの共

同研究で、新種の線虫に「チュウブダイガク」という

名前を単に付けただけでニュースになってしまったの

もこの時期であった。Jansさんは２度目の本学訪問

を熱望し続け、２年後くらいに日本に招へいする計画

を立て始めたところであった。加えて、インドネシア・

シャクアラ大学のRinaSriwatiさんが教授に就任さ

れ、盛大な就任式が開催されるので出席できないかと

お誘いがあった。シャクアラ大学は本学部との部門間

協定校であり、研究室間の研究・教育連携だけでなく、

先方の学長訪問団が本学に来られたり、高等教育推進

センターチームが本学教育システムの視察に来られた

りと、かなり有意義な連携が進められていた。Rina

さんは高等教育推進センター副センター長、国際セン

ター副センター長を歴任、その実績から今回Syiah

Kuala大学教授へと昇格されたそうで、中部大学のこ

とを高く評価し、関係をとても大切にしたいという思

いを持ってくれていた。一般に東南アジアの大学で教

授になることは「おおごと」のようであり、とにかく

就任式が盛大に執り行われるらしい。調査や交流を綿

密に計画したうえでの訪問ならまだしも、就任セレモ

ニー出席のためだけにバンダアチェに行くのも時間と

お金が勿体ないと思い（失礼なことすみません）動画

メッセージだけ送った。

アジアの新興国がみるみる発展してゆき、また中国

が名実共に世界の大国となりつつあるなか、日本の相

対的地位が次第に下がっていくことに対する焦りと、
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中部大学の地の利を活かしてもう少しの間は世界に打っ

て出られる可能性があるはずだと、もう暫くこの調子

で海外連携を続けていこうと考えていたところであっ

た。

2 中国からの留学生、コロナの影響に翻弄さ

れる

2019年度に応用生物学研究科で学んでいた中国嘉興

学院からの留学生は、修士２年生１名と１年生４名の

計５名であった。この年に修士２年生だったひとりの

女子学生は、２年間を金政研究室にて応用微生物学を

学んだ。国際センターからの手厚い語学指導と、研究

室の先生および仲間たちによるサポートのもと無事修

士課程を終え、さらに日本企業に就職することもでき

た。また修士１年生に在籍していた４名は、福田研究

室、根岸研究室、金政研究室、そしてわが研究室にそ

れぞれ所属し、初年度は国際センターで語学の修得と

専門講義の受講に奔走しながらも、研究も本格的に始

めていた。本学工学部応用化学科の幅上先生のところ

に訪問・滞在されていた、嘉興学院のXiaojunShen

先生の家族も年末に来日・合流され、「中国では新興

感染症が蔓延し始めている、日本に暫くいられてラッ

キーだ」と呑気に話をしていたことが思い出される。

その後２月頃だったと思われるが、Shen先生はご家

族共に問題なく中国に帰国された。

2020年４月、日本でもロックダウンが実施され、１

か月間学生が大学に全く来られない時期があり、本格

的なオンライン生活が始まった。厳しい行動制限の中

で勉強を継続していかなければならないという状況は、

世界中の学生達が経験したことであろう。実験室に来

て、実験を実施してデータを収集することが重要であ

る生物学研究の進捗に多大な影響を及ぼしたと思われ

る。修士２年時を迎えてコロナ禍が始まった４名の留

学生達は、所属する各研究室によるオンライン指導が

十分行き届いていたことと、苦労して感染症対策をし

ながら実験室運営をされていた先生方のご努力のお陰

で、全員が修士論文を完成させた。但し、この４名は

ともに日本での就職を希望していたが、思うように就

職活動を進めることができず、また中国の親御さんも

遠い異国で生活する子供たちを心配し、ひとまず帰っ

てくるよう勧められていた。日本での就職をあきらめ、

コロナ厳戒態勢が敷かれる国境を何とか越えて４名と

も帰国した。

2020年は当然、海外研修をリアルで実施することが

何一つできず、またこの年に中国から応用生物学研究

科へ入学予定であった１名も入国できぬまま、自国で

待機しなければならない状況が続いていた。中国協定

校との連携代替案として、12月にオンラインによる交

流会を実施し、修士２年に在籍する留学生４名の研究

紹介と、日本企業で頑張っている前年度修了生（金政

研修了生）による講演が行われた。中国からは、2021

年度に応用生物学研究科へ入学予定の３名＋2020年に

入学予定であった１名に加え、中部大学への留学に興

味を持っている嘉興学院の学部生達が多く参加した。

日本入国を待つ留学生達は、日本で学ぶ先輩達や受け

入れ予定の教員とオンライン上で話をすることができ、

中部大学への留学を心待ちにしていたはずである。そ

して受け入れる側の教職員達もとても楽しみにしてい

た。

年が明けても、期待していたような感染症蔓延状況

の改善が見られず、日本政府は引き続き厳しい入国制

限を敷き、留学生にさえビザが全く下りない状況のま

ま2021年度春学期を迎えた。４名の学生達は自国に待

機したまま応用生物学研究科へ入学し、研究科で用意

したオンライン入学式とオリエンテーションに参加し、

本学教職員と共に入学の喜びを共有した。日本政府の

許可が下りればすぐに日本に入国できるよう、オンラ

インで受講できる日本語教育と研究室ゼミに参加して

勉強しながら、入国タイミングを待つことにした。

2021年夏は１年遅れで東京オリンピックが開催され、

７月８月の２カ月間の入国者数はおよそ９万人、その

ほとんどがオリンピック関係者であった。そして、８

月25日に24,411名の国内新規感染者ピークを記録し、

感染症第５波に見舞われる日本では引き続き厳しい国

境封鎖が続いていた。入国できた場合のこと、入国で

きなかった場合のことを話し合うために、学期開始前

後のタイミングで前応用生物学部事務長の高木さんが

何度も面談をアレンジして下さった。９月下旬から始

まる秋学期にも間に合いそうもなく、そしてこのまま

いつ入国できるかわからない状態の中いつまでも待っ

ていられるわけにはいかず、４名のうち３名が退学を

決意して中国国内で就職することにした。退学を決断

した学生達からは「中部大学キャンパスで研究ができ

なかったのはとても残念です」という思いと「今まで

ご指導ありがとうございました」といった感謝の言葉

を伝えてくれた。感染症に翻弄された彼らの１年間を

思いだすと、今でもとても辛い。

その後入国制限が緩和され、辛抱づよく待っていた

１名のビザ申請が急ピッチで進められ、2022年春に無

事入国することができた。この１年間の遅れを取り戻

そうと、現在必死で勉強を頑張っている。また、この

ような状況であっても、2022年秋学期入学を希望する

女子学生が１名現れ、応用生物学研究科への入学許可

が下りた。2022年９月７日以降、日本入国72時間以内

の陰性証明も不要となり、一日あたりの入国者制限も

ずいぶん緩和され、日本も本格的な外国人受け入れ態
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勢が整い始めた。研究科および国際センターの受け入

れ準備も整い、秋学期開始に少し遅れて10月中旬に日

本入国予定である。

3 外国人研究員、世界情勢に翻弄される

動物寄生性線虫を分類できる世界でも希少な研究者、

キューバ・生態学・系統学研究所のJansMorffeさん

を招へいする計画は、2019年より立てていた。それか

ら順調に資金を得て2021年度に招へいする手筈が整っ

たはいいが、留学生達の状況のようにビザが下りない

のではないかと、心配を抱えながら準備を開始した。

2021年の夏はオリンピックが開催され、約９万人もの

関係者達が世界205か国から入国していた一方で、国

内で感染第５波が猛威を振るい、一般の人たちに対し

ては厳しい出入国禁止令が敷かれるという異常な状況

であった。Jansさんの在留資格認定は下りたものの、

「感染状況によりビザが発給されないこともある」「在

留資格認定証明書の有効期限を通常よりも延長します」

との注意書きが添えられていた。やはり在キューバ日

本大使館からはビザの発給ができないと言われ続け、

計画していた７月入国には間に合いそうになく、為す

術もないまま途方に暮れていた。最後の手段とばかり

に、「今、この時期に」日本に招へいすることが本人

及びわが研究室にどれだけ重大か、ちょっとだけ誇張

して領事にレターを書いたところ、まもなくして（８

月21日に）ビザが特例で発給された。

2016年にJansさんを招へいしたときも同じ状況で

あったが、キューバの人たちがアメリカやカナダで飛

行機を乗り換えるだけでもビザが必要で、しかも申請

がとても厄介であると言い、そのような航路は嫌だと

頑なに拒否されていた。したがって今回もキューバの

方でもビザ不要で来られる「Aeroflot」を希望して旅

行会社に相談した。ともあれコロナが蔓延する状況で

海外を行き来する旅行者は少なく、ましてキューバと

をつなぐ便がほとんど無い状況であった。やっと確保

できた航路は「当日になって飛ばなくなる可能性もあ

ります」と旅行会社から言われていた。日本では入国

後のPCR検査に加え、２週間の隔離とスマホによる

毎日の健康チェック（指定場所でちゃんと隔離生活を

送っているか）が厳しく課せられていた。都内の隔離

専用ホテルを予約し、羽田空港からホテルまでの特別

リムジンバスを予約し、また本人はスマホを持ってい

なかったのでレンタルスマホを予約し、そしてその間

必要な現金を渡すための代行サービスを頼み、コロナ

対策費用が研究予算を圧迫した。もし飛行機が予定通

り飛ばなければ、予約していた隔離用ホテル等もキャ

ンセルしてまた余計な出費がかさばり、そもそもコロ

ナに感染してしまったら飛行機さえ乗れなくなってし

まう…。あらゆる状況に対する心配が連鎖して膨れ上

がり、Jansさんも私もメンタルに辛い時間であった。

（首都ハバナではなく）バラデロからモスクワ経由で

何とか羽田に到着し、東京で２週間のお勤め（ホテル

１ルームで缶詰め）を無事に終えて中部国際空港に降

り立った。国内線到着ロビーにて５年ぶりに再会でき

たときは、軽い接触さえも遠慮しながら出迎える他の

お客さん達を横目に、男二人が抱き合って喜んだ。

日本滞在中、Jansさんにはかつてのような自由な

行動は許されず、気ままに会食や旅行もできずに気の

毒であった。九州・沖縄調査に同行いただく程度しか

遠出することなく、コロナに感染しないよう常に注意

を払いながら、淡々と実験室で研究に勤しむ日々が続

いた。線虫の微細構造を観察する分類研究はとにかく

几帳面さが必要で、その真面目で几帳面すぎる性格が

後にメンタルを蝕むことになってしまった。

2022年２月24日、ウクライナのYelizavetaさんから

動画が送られてきた。自動車や自転車が道路を走るス

ミィの日常風景に、ロシア軍装甲車の隊列が無遠慮に

侵入してくる様子が映し出されていた。ウクライナ北

東部に位置するスミィの町はロシアとの国境に近く、

侵攻初日に軍の侵入に遭ってしまった。その後しばら

くYelizavetaさんと連絡が取れなくなってしまったが、

幸い本人は無事であり、今はポーランドに一時避難し

て研究を続けていることが確認できている。

2022年５月28日に日本出国の日程で予約していた

Jansさんの「Aeroflot」帰国便が、ウクライナ侵攻

によりなくなってしまった。最初はあきらめていた航

空料金は、航空会社から何とか返金された。とはいえ、

コロナの影響がまだまだ続くこの時期に、キューバへ

ビザ無しで帰国できるルートとフライトが果たして確

保できるものなのか。アメリカ・カナダ経由で帰国を

検討してはどうかと提案しても、本人は嫌だと駄々を

こねるばかりである。日本に来る時以上に厳しい状況

下で、旅行会社の担当者と相談を繰り返し、Jansさ

んをなだめながら帰国を検討する日々が２カ月も続い

た。４月下旬になったところで、予定よりも数十万円

値上がりはしたものの漸くトルコ経由の便を確保した。

予定を早めて５月９日に日本出国となり、その後何と

か無事帰国することができた。日本入国時以上に出国

時の不確定要素が多く、二人とも完全に憔悴しきって

いた。

今回の招へいで、十分な実験データを取得すること

ができ、また大学院生達とのコラボも進み、暫くはわ

が研究室メンバーとの共著論文を出し続けることがで

きるだろう。また、この成果を基にJansさんは本国

ハバナ大学にて学位を取得できるだろう。何でこんな

大変なときにわざわざ招へいしたのかと、特に後半は

世界情勢が厳しくなるなかでの海外連携
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疲弊しきって後悔さえしていたが、なぜか今は苦しかっ

たことをすっかり忘れ、性懲りもなくまた別の海外研

究員招へい準備をすすめている。

4 日本人研究者、海外へ行って帰ってくる

2021年はコロナ禍２年目を迎え、オンラインででき

ることがどんどん増え、輪をかけて忙しくなり皆さん

かなり疲弊した年であったと思われる。海外からの招

へい研究員や留学生達の出入国準備が大いに難航する

なか、「2022年度海外研究員制度」の募集があった。

海外連携をリードされる牛田学部長はじめ、ユニーク

なアイディアで学部広報活動をけん引される武井史郎

先生、非常勤でもう暫く大学に居て下さる町田千代子

先生、その他学部の皆さんのご理解とご協力のもと、

学部内の申請条件を整えることができた。2020年のサ

バティカルが台無しになってしまったフロリダ大学

Keith先生のところへ、今度は私が３か月間渡航する

計画が立った。線虫を使い同じ遺伝子を追っていた

Keith先生とは、競合することなく良好な関係が10年

以上も続き、本研究室の博士後期課程の学生も一時期

受け入れてくれたこともあった。研究も人物も良く知っ

ているもの同士、世界情勢が不安定で計画通り事を進

めることが難しく、とにかく臨機応変な対応が必要で

あることも理解し、受け入れを承諾して下さった。

皆さんのご厚意に甘えきって、受け入れていたJans

さんが５月11日にハバナに到着したのを確認するまで

は全く準備に手が付けられず、何もかも後回しにして

いた。Jansさんの帰国に安堵したのも束の間、まも

なくして身内がコロナに感染してしまい「こんな時期

に海外に行くなんてどうかしている」とすっかり弱気

になってしまった。幸い私は感染することなく、６月

９日に羽田から出国し、アトランタ経由にてフロリダ

大学の町ゲインズビルへ行くことができた。アメリカ

出入国時に厳しい条件が課せられていたので、「The

world'sBusiestAirport」での入国手続きはさぞか

し厄介で時間がかかるだろうと覚悟し、何かあっても

対応できるよう時間に余裕を持たせ、往復ともアトラ

ンタ空港近くのホテルで一泊することにした。アトラ

ンタでは国内線はいつものように大混雑であったが、

国際線は利用客が少なく、アメリカ入国審査はスムー

ズであっけなかった。アメリカへの訪問時期を厳選し

たわけではなく、渡航することが精一杯で考える余裕

が無かったが、今回の目的においてベストな研究室で

あり仕事の心配は全くなかった。アメリカは６月から

８月まで、３カ月間の夏休みであった。

大学を中心として成り立つゲインズビルの町は、人

口およそ15万人の半分が学生と教職員や関係者からな

る。学部生と大学院生が約５万５千人、ほとんどの学

生達は夏休みで町を離れ、人が少なく快適であった。

教員達も講義が無く、ゆったりと思い思いに研究を進

めていた。ホストになってくれたKeith先生の研究室

では、ちょうど研究プロジェクトの終了年であり、次

の予算獲得のため申請書を書いていたところであった。

したがってポスドクがいない時期で、６月に学部を卒

業したばかりの実験技術員ひとり、大学院生ひとり、

そして学部生数人が研究室を出入りしていただけであっ

た。アメリカに到着し、最初の１週間は日常生活の準

備と、（３年ぶりに対面で実施される）ミーティング

での発表準備であっという間に過ぎ、その後は計画し

ていた線虫の行動解析実験（予想通りの結果が得られ

た）、年度内に出版予定の単著本執筆（滞在中に大方

完成）、その他論文執筆（２報投稿）と、研究中心の

贅沢な日々があっという間に過ぎていった。

６月にKeith先生が必死で書いていた新規プロジェ

クト申請書は、分析化学と細胞培養、そして線虫分子

遺伝学の３つの専門家による共同研究である。本学応

用生物学部でもできそうな内容だと思いながらそのこ

とについてもKeith先生とよく話をし、そのアイディ

アを（たぶん）存分に申請書内に取り入れていた。７

月29日、申請書が採択された通知を受け、NIH（ア

メリカ国立衛生研究所）から何と７百万ドル（３研究

室で分担する）の資金を得られることになった。その

うち約30％はフロリダ大学に収め、更にそこから自分

の取り分はそう多くないと言っていたが、ポスドクや

大学院生を雇ってまた研究が続けられると大喜びであっ

た。私もとても嬉しかったものの、同じようなアイデ

アで研究をしている（はずな）のに、資金規模が全然

違うことに衝撃を受けた。

８月も２週目に入った頃から、ゲインズビルの町に

学生達が戻ってきた。フラタニティとソロリティ（学

生寮）では新入生の歓迎パーティーが随所で行われて

いるようであり、新しい生活にみんな楽しそうである。

教員達の夏休みも終わり、週２、３コマの講義を担当

する生活が始まった。８月下旬に差し掛かり、日本入

国審査ファストトラックの準備をぼちぼち開始した。

日本入国72時間以内の陰性証明を発行してもらえるか、

日本政府が要求する項目を満たすかどうか、薬局での

陰性証明書は認められないので近くのクリニックを探

した。出国直前に感染したらどうしようか、予定して

いたクリニックが当日何かの原因で閉店してしまった

らどうしようか、またいつもの心配が膨れ上がったが、

予定通り帰国することができた。

ちなみに、アメリカ滞在中はコロナ対策の行動制限

がほとんどなく、週末は必ず誰かと家かレストランで

会食し、マスク無しの生活であった。周りのひとは誰

も感染しなかったが、しかし以前感染したことがある
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という人が多かった。また、日本でもニュースになっ

ていたようであるが、物価高と円安の影響がとてつも

なく大きくて、２か月後のクレジット引き落とし額が

恐ろしい。

5 その他、皆さんよく頑張っている

世界情勢が厳しくなる中、大切なひとたちとの連携

をひとつずつ挙げていくと他にもエピソードがあって

きりがない。本研究室にピッタリな専門性を有するイ

ンドのKalaiselviさんには、長年取り組んできた研究

課題を決着させるためにも何とか本研究室に来てほし

い人材であった。できる限りの共同研究を遠隔でスター

トさせていたが、その当時とてもうまく感染症を抑え

込んでいた韓国の全南大にタイミング悪く（良く？）

ポジションがあって、今はそこで頑張っている。インド

ネシアのRinaさん達は、2019年から始めたシャクアラ大

学農学部主催の国際会議「InternationalConference

onAgricultureandBioindustry,ICAGRI」を途絶

えることなくオンラインで開催し続けている。オンラ

イン開催でゲストスピーカーを海外から招へいしやす

くなり、ますます盛況である。海外から研究者達を招

待し、研究発表の場を学部教員や学生達に提供し、み

んなが楽しくそして元気になる目的を十分に果たして

いる。応用生物学部でも、あのような国際会議を開催

できないものだろうか。

パンデミックと国際関係のもつれが世界の分断を際

立たせている。オンラインツールの普及によって世界

と容易に繋がることができ、試験やルールの標準化が

進み、そして世界の分断をさらに大きくしているよう

な気がしてならない。自分達が世界から取り残され、

分断された溝に落ちていくことになるのではと焦る一

方である。アフリカ（Sub-SaharanAfrica）で生活

するおよそ11億人の人口構成は、60％が25歳以下の若

者である。高等教育機関（大学、高専、専門学校での

教育）への進学率は10％を超えられず、教育を受けて

豊かな未来を切り拓きたいと意欲に燃える若者たちが

溢れている。2018年、アフリカから中国に留学する学

生はアメリカの２倍、今や中国はフランスに次ぐアフ

リカからの大学生受入大国となっているらしい。東南

アジア各国における高速鉄道建設も、政治とパンデミッ

クの混乱の中でも中国は着々と進めていた。日本では

少子化がますます加速していくなか、あらゆるところ

で社会を支える人材が足りずに困っていて、今までど

おりの社会を維持できなくなってしまいそうである。

これからも、海外の学生達が日本に魅力を感じて来

てくれるであろうか。心配は大きくなるばかりである

が自分を奮い立たせ、学生達を元気にさせ、専門の研

究を続けていくことが大学教員のできる第一であると、

何度も思考を巡らせても最後はそこに戻ってくる。自

分の専門である線虫の研究も、やはり面白いと思う。

自分たちの思う研究・教育にチャレンジできる環境を

提供し続けて下さる中部大学に感謝申し上げたい。
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『中部大学教育研究』規程

第１条 中部大学（以下「本学」という）は、本学におけるFD活動の一環として、高等教育（大学教育）全般に関

する研究成果、及び本学での教育に関する分析研究、実践報告等を学内外に発表するため、『中部大学教育研究』

（英語名：『JournalofChubuUniversityEducation』、以下「ジャーナル」という）を発行する。

第２条 ジャーナルの編集・発行に関する業務を行うために、中部大学FD・SD委員会第９条に規定する専門委員会

として、ジャーナル編集委員会（以下「委員会」という）を置く。

２ 委員会の庶務は、大学企画室高等教育推進部および大学企画部高等教育推進課が行う。

第３条 ジャーナルは、原則として年１回、毎年12月に発行する。

第４条 ジャーナルは、Ａ４判左横とじ横書きとする。

第５条 ジャーナルに投稿できる研究成果等（以下、「論文等」という）の範囲は、次のとおりとする。

� 本学に属する教職員が執筆したもので、委員会が適当と認めた研究、報告等

� 本学大学院生が執筆したもので、本学教員が委員会に推薦し、委員会が適当と認めた研究、報告等

� 委員会が学内外の研究者に対し、特別寄稿として執筆を依頼した研究、報告等

� ヒトを対象とする研究については、「中部大学における人を対象とする研究に関する倫理指針」を遵守し倫

理的な問題に十分配慮して行ったもので、必要に応じて、中部大学倫理審査委員会の承諾を得たものであるこ

とを要件とし、このことを明確に論文中に記載しなければならない。

第６条 投稿する原稿は、未発表の論文等であることを原則とする。ただし、学会その他で既に発表または報告した

ものを投稿する場合は、必ずその旨を明らかにする。

第７条 委員会は、投稿された論文等の提出を受付け、ジャーナルへの掲載について採否等を決定する。

第８条 ジャーナルに投稿の論文等は、別に定める『中部大学教育研究』編集・投稿要項に準拠して作成されなけれ

ばならない。

第９条 ジャーナルに掲載された論文等の著作権は、本学に帰属する。ただし、著作者が当該論文等を利用する場合

には、本学の許諾を必要としない。なお、著作物は『中部大学教育研究』、本学ホームページおよび、中部大学

学術情報リポジトリにおいて公開する。

第10条 この規程の改廃は、中部大学FD・SD委員会の議を経て学長が定めるものとし、その他ジャーナルに関し必

要な事項は、委員会が別に定めるものとする。

附 則

１ この規程は、2019年４月１日から施行する。

２ 中部大学大学教育研究センタージャーナル規程（2001年４月１日制定）は、廃止する。

附 則

この規程は、2020年４月１日から施行する。

『中部大学教育研究』編集・投稿要項

Ⅰ．編集要項

１．『中部大学教育研究』（以下「ジャーナル」という）は、以下の区分の論文等を掲載する。投稿された原稿によ

りジャーナル編集委員会（以下、委員会という）がその構成を決定する。

「研究論文」

・大学教育に関して、方法や結果に独創性や新規性が認められる実証的、実践的、理論的な研究を指し、大学

教育の研究の発展に資するもの。

・大学教育について、国内外の諸研究を広く検討し独自の観点から総合的に概観・展望したもの。

「実践研究・実践報告」

・授業研究や教育に関する実践記録・事例研究、教材開発などに関するもの。

「教育資料」

・大学教育に関する有益な資料の提示。

「教育スケッチ」

・大学教育に関して、専門外の人にも理解できるように執筆したエッセイや書籍紹介など。小区分として、

「提言」「海外便り」「書評」「エッセイ」など。

２．投稿数の多い場合は、委員会が調整し、次号送りとすることがある。

３．委員会が採否を決定するにあたり、投稿された原稿について校正を行う。校正方法等については、別に定める。
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４．委員会は、表題の配置、数式の配列、活字のポイントなど、体裁について可能な限りジャーナル全体の統一を

図る。

５．欄外表題（ランニングタイトル）は、各稿の２頁以降の偶数頁にジャーナル名・号数、奇数頁に表題を掲載す

る。

６．著者が抜刷を必要とする場合、その経費は著者が負担する。ただし、委員会が学外者に投稿を依頼した場合は、

この限りではない。

Ⅱ．投稿要項

１．投稿方法

� 投稿を予定している場合は、原稿募集時に定められた期日までに、投稿計画書を提出する。

� 投稿できる原稿は、編集要項に定められた区分の原稿とする。

� 原稿は、原則として新仮名づかいを用いて、MicrosoftWordによる横書きとする。原稿の提出は、印刷物

と電子データとの両方とし、論文中の図表については、元となるExcelデータ等も合わせて提出する。

� 投稿の際に、チェックリストを付して提出する。

２．原稿の言語と記載事項

� 原稿の言語は、日本語または英語とする。

� 「研究論文」「実践研究・実践報告」の冒頭は、本文と同一言語の表題、著者名、要旨（400字程度、本文が

英語の場合：250ワード程度）、およびキーワード（５項目以内）を、当該頁の脚注には所属・職名（原則とし

て本務のみ）を記載する。ただし、「教育資料」「教育スケッチ」における要旨とキーワードの記載の有無は、

著者に委ねる。

� 原稿の末尾には、本文が日本語の場合は英語で、本文が英語の場合は日本語で、２．�で指定された表題、

著者名、所属・職名、要旨、およびキーワードを書く。

� 英語による氏名の表記は、通常のローマ字（訓令式）、ヘボン式および非ヘボン式などのいずれも可とする。

記載例）中部浩司：CHUBU Kozi、CHUBU Koji、CHUBU Kohjiなど。

� 英語（本文が英語の場合：日本語）の表題、要旨およびキーワードは、事前にネイティブチェックを受けて

おくこと。なお、これらの項目は、編集要項に規定する校正の範囲外とする。

� 共著の場合は、筆頭著者・第二著者の順に記載し「・」でつなぐ。

３．規定書式

� ページ：Ａ４縦、横書とする。表題、副題、著者名、要旨、キーワードは全角48文字／行×１段組みとし、

本文は、全角24文字／行×２段組、48行／頁とする。

� 各項目のフォント

１）表題：13ポイント（MSゴシック）太字、中央揃え（下１行空け、副題のある場合は副題の下１行空け）

２）副題：12ポイント（MSゴシック）太字、中央揃え

３）著者名：11ポイント（MS明朝）（下1行空け）

４）節・項（項目名）：10.5ポイント（MSゴシック）太字（節・項が変わる場合は１行空け）

５）要旨、キーワード、本文：９ポイント（MS明朝）

� 余白：上25.0㎜、下20.0㎜、左20.0㎜、右20.0㎜、２段組の段間10.0㎜とする。

� 句読点：「、」「。」とする。

� 英数字：原則として半角とする。

� 本文が英語の場合および原稿末尾の英語表記の各項目の書式は、すべて１段組とし詳細は別に定める。

４．原稿の分量（目安）

� 研究論文・実践研究・実践報告：原則として12頁以内。

� 教育資料・教育スケッチ：原則として６頁以内。

５．原稿の表題

� 表題は簡潔なものにすべきであるが、長文になる場合は、欄外表題が１行以内となる省略表題を別に指定する。

� 表題に副題がつく場合は、両端に－（ダッシュ）を付す。

６．本 文

� 目的、方法、結果、論証などを明晰さを失わない範囲で、できるだけ簡潔に書く。特に著者のオリジナルな

寄与がどの点にあるかを明らかにする。

� 注は、謝辞、内容の補足説明のみに充て、人名、地名等は原則として原語を用いる。

� 文中の文字指定は、原則としてすべて朱書きとする。ギリシャ文字は、明瞭に書き、特にローマ字とまぎれ

やすいものは、ギ（朱書き）と指定する。

� 量を表わす記号は原則としてイタリックとし、単位および元素記号はすべて立体（romanletters）とする。

数式はイタリックで組まれるから、立体とすべき文字や記号、例えばsin、gradなどには（朱書き）をつけて
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指定する。

� 数式を行中に挿入するときは、極力a/b、exp(iwp)のような記法を用いる。上つき（下つき）の添字にさ

らに上つき（下つき）の添字をつけることはなるべく避ける。

� 項、小項などの番号のつけ方は、原則として各専門分野の学会誌などで慣用されている形式に従う。

７．図表、写真等

� 図表、写真等は、最小限度に留め、本文との重複や図表相互の無意味な重複は、極力さける。図表の原稿は、

本文とは別に縮尺度を考慮して作成し、本文のテンプレートとは別に提出する。図注は活字で組まれるので、

別紙に一括することがある。写真の場合は鮮明なものまたは電子データを別に提出する。

� 図表の番号は、図１、表１（Fig.１，Table１）のように記し、挿入指定箇所は原稿内で指示する。また、

図の下、表の上に、タイトル・連番号をゴシック体で記載する。文中で図表の番号を引用する場合にはゴシッ

ク体とする。

� カラーの図表等は、必要最小限に留める。

８．注、引用文献

� 注は、原則として原稿の末尾に一括する。表記は、１）、２）･･･、�、�･･･などで示す。

� 引用文献は、�と同様とする。引用文献（references）の書き方は、著者名、書名（または誌名）、巻、ペー

ジ、発行年（単行本の場合は発行所、必要があれば発行地も含める）など、各専門分野の学会誌で慣用されて

いる形式に従う。雑誌名の省略形についても学会誌などで慣用のものを使う。なお、Webを利用して文献等

を引用した場合は、その取得した期日も明記する。

９．投稿原稿の取扱いおよび校正

� 投稿者は、完全原稿を提出する。校正は、印刷上の誤り以外の字句の修正、あるいは原稿にない字句の挿入

は原則として認めない。

� 委員会による校正は、原則として著者による初校が完了した原稿に対して行う。著者は、委員会による校正

意見に対して、著者の責任において対応（二校）し、その対応結果を委員会に返答する。

� 著者による校正は、原則として二校までとし、三校（最終校）は、委員会が行う。

（様式）投稿計画書

（表面） （裏面）
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（様式）チェックリスト

2020年２月27日

ジャーナル編集委員会承認
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